
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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　フットボールの世せ界かいにおいて、一いち流りゅうのＧＫゴールキーパーやＤＦディフェンダー、ＭＦミッドフィルダーは育そだてることができるが、ストライカーだけはその類たぐいではない。

　一いち流りゅうのストライカーという生いき物ものは──。

　その瞬と間き、最もっともフットボールの熱あつい場ば所しょに、突とつ如じょとして出しゅつ現げんする。





第1話　夢ゆめ







　二〇一八年ねん　サッカーＷ杯ワールドカップ　日に本ほん代だい表ひょう　ベスト16敗はい退たい。

　スポーツ紙しが日に本ほんの敗はい北ぼくを報しらせた日ひ、日に本ほんフットボール連れん合ごうの理り事じたちは、会かい議ぎ室しつで今こん後ごの協きょう議ぎを行おこなっていた。

「えー……。またしても、我われらが日に本ほん代だい表ひょうは、世せ界かいの壁かべを痛つう感かんする結けっ果かとなってしまいました。これを受うけて、また次つぎのＷ杯ワールドカップへむけた強きょう化か策さくが必ひつ要ようかと思おもいますが……いかがですか、会かい長ちょう？」

　司し会かい進しん行こうを務つとめているのは、女じょ性せいの新しん入にゅう職しょく員いん・帝てい襟えりアンリ。

　意い見けんを求もとめられた会かい長ちょうの不ぶ乱ら蔦つた宏ひろ俊としは、

「え？　儲もうかってるからいいじゃーん。結けっ局きょく、サッカーってビジネスだよ。」

と、やる気きのない声こえで言いった。

　不ぶ乱ら蔦つたは、つるりとハゲたおでこに、お腹なかの飛とび出だした中ちゅう年ねん男だん性せい。だらしなく椅い子すに腰こし掛かけ、そもそもこの議ぎ題だいに興きょう味みがないようだ。

「とりあえず、いい感かんじの外がい国こく人じん監かん督とくか、場ば繫つなぎ日に本ほん人じん呼よんで、ダメだったらそいつのせいにしてクビにすりゃいいのよー。ほっといても、日に本ほん代だい表ひょうってブランドでウチは儲もうかるんだしさー。」

「…………」

　アンリは黙だまって、不ぶ乱ら蔦つたの言こと葉ばを聞きいている。

「改かい革かくなんかして儲もうかんなくなったらどーすんの？　現げん状じょうを惜おしむ声こえも出でちゃうよー。……惜おしむ声こえ……惜おしむ……おしむ……あ、オシムって言いっちゃったね～～～♪」

「たはーっ！」

「どう思おもう？　岡おかちゃん！」

「外はずれるのはカズ！　三み浦うらカズ！」

　理り事じたちから、どっと下げ品ひんな笑わらいが起おきた。

「……たしかに、現げん在ざいの日に本ほんサッカーは、この二十五年ねんで成せい長ちょうを遂とげ……Ｗ杯ワールドカップ出しゅつ場じょう常じょう連れん国こくとなり、ひとつの成せい功こう水すい準じゅんを満みたしていると言いってもいいでしょう。」

　アンリは冷れい静せいに言いった。

「しかし、ハッキリ申もうし上あげます！　このままでは、日に本ほんサッカーは未み来らい永えい劫ごう──Ｗ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうは不ふ可か能のうかと。」

　にらみつけるような、鋭するどい視し線せんで告つげたアンリに、会かい議ぎは一いっ瞬しゅん、静しずまり返かえる。

「……え？　もしかして、アンリちゃん、本ほん気きで信しんじてんの？　日に本ほんがＷ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうできるって!?」

　不ぶ乱ら蔦つたは、あざけるような笑えみを浮うかべた。




「当あたり前まえだろ、銭ぜにゲバ狸だぬき。Ｗ杯優勝それが私わたしの夢ゆめだっつーの。」




　あまりの口くちの悪わるさに、理り事じたちは顔かおを見み合あわせ、ざわつく。

　アンリは構かまわず続つづける。

「『自じ分ぶんたちのサッカーをすれば勝かてる』？　『日に本ほんのパスサッカーは世せ界かいに通つう用ようする』？　そんなこと言いってっから、いつまで経たってもベスト16止どまりなんだよ。」

「そんなに言いうならアンリちゃん……何なにか策さくはあんのけ？」

　不ぶ乱ら蔦つたは、あきれたように腕うでを組くんだ。

「誕たん生じょうさせます。この国くにをＷ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうに導みちびく、救世主プレイヤーを。」

　アンリが会かい議ぎ室しつのモニターをつけると、そこに映うつし出だされたのは、オカッパ頭あたまに黒くろ縁ぶちのスクエアメガネをかけた、痩そう身しんの男おとこ。




「ご覧らんください！　これが、日に本ほんサッカーをブチ壊こわすための最重要コーチキーマン……絵え心ご甚じん八ぱち!!」




　絵え心ご甚じん八ぱち──この男おとこが、くすぶり続つづける日に本ほんサッカーを根こん底ていから覆くつがえすとは、このとき、まだ誰だれも信しんじていなかった。





＊＊＊






　全ぜん国こく高こう校こうサッカー選せん手しゅ権けん大たい会かい　埼さい玉たま県けん大たい会かい　決けっ勝しょう。

　一いち難なん高こう校こう　対たい　松まつ風かぜ黒こく王おう高こう校こう。現げん在ざい、０‐１で、松まつ風かぜ黒こく王おう高こう校こうの優ゆう勢せい。

　迎むかえた後こう半はん、残のこり時じ間かんはあとわずか──。

「いけ潔いさぎ！　ＧゴＯー！　ＧゴＯー！」

「このプレー、ラストチャンス！　潔いさぎ!!」

　ゴールにむかって、猛もう然ぜんと突つき進すすむ選せん手しゅがいた。

　一いち難なん高こう校こう二年ねん・ＦＷフォワード、潔いさぎ世よ一いち。

（勝かったら全ぜん国こく！）
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　潔いさぎは巧たくみなフェイントで、ＤＦディフェンダーをまどわせる。

　右みぎか、左ひだりか──。

「こっち！」

　敵てきが左ひだり側がわに飛とび出だした瞬しゅん間かん、その右みぎ横よこを、潔いさぎがすり抜ぬけた。

　ついに視し界かいがひらけ、ＧＫゴールキーパーと１対たい１。

（シュート決きめる！　シュート決きめる！）

　この一点てん。決きめれば同どう点てん。この試し合あいを制せいしたほうが、全ぜん国こく、全ぜん国こく、全ぜん国こく──。




（全ぜん!!　国こく!!）




「潔いさぎ！　こっち、どフリー！」

「!?」

　右みぎサイドから声こえがかかった。

　チームメイトの多た田だが、ノーマークで走はしっている。

「確かく実じつに！　一点てん返かえすべ！」

（たしかに……。パス出だしゃ、一点てんだな。）

　ＧＫゴールキーパーとの一いっ騎き打うちに賭かけるよりも、フリーの多た田だにパスを出だすほうが確かく実じつだ。

　パスを出だすか──自じ分ぶんで決きめるか。

「何なにやってんだ、潔いさぎ!!　ここ決きめなきゃ終おわりだ!!　〝ワンフォーオールひとりはみんなのために・オールフォーワンみんなはひとりのために〟!!」

　監かん督とくの声こえがする。

　そうだ、サッカーは──。




　十一人にんでやるスポーツだ。




　ＧＫゴールキーパーから目めをそらさず、絶ぜつ妙みょうなノールックパスを出だす。

「あ。」

　ＧＫゴールキーパーの視し線せんが動うごく。

　ボールは、ピタリと多た田だの足あし元もとに収おさまる。

（っしゃ！）

　これで同どう点てん──……。




　ガコン!!




　鈍にぶい金きん属ぞく音おんが響ひびき、多た田だのシュートは、ゴールポストに弾はじかれた。

（うっそ!?　ヤバ!!）

「カウンター！　カウンター！」

　こぼれ球セカンドボールは相あい手てチームへ。状じょう況きょうが一いっ変ぺんする。

「抜ぬけ！　吉き良ら！」

　長ながく伸のびたパスは、敵てきのＦＷフォワードの元もとへ。

　松まつ風かぜ黒こく王おう高こう校こう・ＦＷフォワード、吉き良ら涼りょう介すけ。

　Ｕユー‐18代だい表ひょうにも招しょう集しゅうがかかっている、通つう称しょう〝日に本ほんサッカー界かいの宝たから〟。

　吉き良らは、左ひだり足あしのアウトサイドでボールをトラップする。

　すぐさまＤＦディフェンダーを突つき破やぶり、ゴール前まえに躍おどり出でると、迷まよわず右みぎ足あしを振ふり抜ぬいた。

　バシュッ!!

　強きょう烈れつなシュートが、ゴールネットに突つき刺ささる。

　ピッ、ピッ、ピーーー！

　試し合あい終しゅう了りょうを告つげるホイッスルが、無む慈じ悲ひに鳴なった。




　終おわった。

　負まけた。




『本ほん日じつの試し合あいは、２‐０で松まつ風かぜ黒こく王おう高こう校こうの勝しょう利りとなり──松まつ風かぜ黒こく王おう高こう校こうの全ぜん国こく大たい会かい出しゅつ場じょうが決けっ定ていしました。』

　そんなアナウンスが、遠とおく、現げん実じつ感かんのないまま響ひびいていた。

「ごべーん、みんなぁ……！　俺おれが決きめてれば……、俺おれが、決きめてればぁ……！」

「多た田だちゃんのせいじゃねぇって……！」

　チームメイトは、みんな泣ないている。

　当とう然ぜんだ。泣なくのは、負まけたほうの役やく割わりだから。

　潔いさぎだけは泣なけずに、ただぼんやりと、試し合あいの終おわったピッチを眺ながめていた。

「吉き良ら選せん手しゅにとって、全ぜん国こく大たい会かい出しゅつ場じょうは通つう過か点てんだと思おもいますが、Ｕユー‐18代だい表ひょうの飛とび級きゅう招しょう集しゅうへの意い気き込ごみは？」

　コートの隅すみでは、松まつ風かぜ黒こく王おうのＦＷフォワード、吉き良らがヒーローインタビューを受うけている。

「そうですね。今いまはこのチームで、全ぜん国こく大たい会かい優ゆう勝しょうを目め指ざすだけです。」

　吉き良らは、汗あせの光ひかる髪かみをかき上あげながら答こたえる。

「ただ、ひとつ言いえるのは……、今いまの僕ぼくがあるのは、このチームのみんながいるから、ってことだけっすね。」

　高こう校こう生せいとは思おもえない慣なれた受うけ答こたえに、ギャラリーの女じょ性せいファンから黄き色いろい声こえが上あがった。




「一いち難なん集しゅう合ごう！」

　潔いさぎたちは列れつになり、監かん督とくからの言こと葉ばを待まった。

「……よく戦たたかった。悔くやしいが、これが今いまの一いち難なんの実じつ力りょくだ。三年ねんは、これで引いん退たいだな……。今日きょうで、サッカーを辞やめるやつもいるかもしれんが、チームとして一いっ緒しょに戦たたかった日ひ々びを誇ほこりに思おもえ。」

　チームメイトの間あいだから、すすり泣なく声こえが聞きこえてくる。

「この負まけが、いつかお前まえらそれぞれの人じん生せいで……えぐっ、無む駄だじゃなかったとぉ……、思おもえるときがきっと来くるぅ……！　うぇっ。」

　監かん督とくが泣なき出だせば、嗚お咽えつをこらえきれなくなったチームメイトたちも声こえを上あげて泣ないた。

「人じん生せいに意い味みのないことなんてない！　俺おれにとってこの一いち難なんサッカー部ぶはぁ！　日に本ほん一いちのチームだぁっ!!」

　監かん督とくの熱あつい激げき励れいと、チームメイトたちの悔くやし涙なみだを、潔いさぎはただ一人ひとり、冷さめた目めで見みていた。




　……いや。全ぜん国こく大たい会かいに、あと一いっ歩ぽ届とどかなかったチームだ。




　スタジアムからの帰かえり道みち。夕ゆう暮ぐれの土ど手てを、自じ転てん車しゃを押おしながら歩あるく。

　熱ねつの冷さめた体からだを引ひきずり、吐はき出だされる白しろい息いきを眺ながめた。

（──俺おれは、そのチームの無む名めいの二年ねん生せいＦＷフォワード。それが、現げん実じつ。）

　マフラーを口くち元もとまで押おし上あげて、こぼれ落おちそうなため息いきを隠かくす。

（すみません、ノア様さま……。あなたのような英雄選手スーパースターに、俺おれはなれそうにありません。）

　胸むねに浮うかぶのは、いつでも、一人ひとりのサッカー選せん手しゅだ。

　ノエル・ノア。フランス代だい表ひょうのＦＷフォワードにして、二〇一八年ねんのヨーロッパ年ねん間かん最さい優ゆう秀しゅう選せん手しゅ。

　あなたのプレーに魅みせられて、ただあなたに憧あこがれて、俺おれはずっと、サッカーを続つづけてきました。

　……でも、夢ゆめは夢ゆめで終おわってしまいそうです。

　いつか、日に本ほん代だい表ひょうのエースストライカーになって──Ｗ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうするっていう、俺おれのアホみたいな夢ゆめが……。

（……てか、そもそも今いまのままじゃ、プロにすらなれんけど。）

　あまりにも現げん実じつ離ばなれした夢ゆめに、またため息いきが出でる。

　今日きょうの試し合あいでゴールを決きめた、吉き良ら涼りょう介すけの姿すがたが脳のう裏りをよぎる。

『今いまはこのチームで、全ぜん国こく大たい会かい優ゆう勝しょうを目め指ざすだけです。』

　見みるからにキラキラした、〝ヒーロー〟らしい姿すがた。溢あふれ出でる自じ信しん。

（あーゆーやつがプロになんのかなぁ。同おなじ高こう二なのに、悟ご空くうとクリリンぐらいの差さある……。）

　ビル群ぐんの背はい後ごに沈しずんでいく夕ゆう日ひに、目めを細ほそめる。

（高こう校こう卒そつ業ぎょうまであと一年ねん、本ほん気きでサッカーやったら……俺おれは、夢ゆめを諦あきらめなきゃいけないのかな……。）

　目めを閉とじて、想そう像ぞうしてみる。




　もし──。

　あの場ば面めんでパスじゃなく、シュート撃うってたら。

　俺おれは──俺おれの運うん命めいは、変かわってたのかな？




　ＧＫゴールキーパーと、１対たい１の局きょく面めん。

　たとえ、フリーの味み方かたがいたとしても……真まっ向こうから勝しょう負ぶして、自じ分ぶんのシュートを撃うち抜ぬく──。

　……目めを開あける。

　目めの前まえには、さっきと変かわらない夕ゆう暮ぐれの景け色しき。

「いや……サッカーにタラレバはよくない……。チームプレーして負まけたんだから、しゃあない……。」

　一人ひとりでブツブツとしゃべっている潔いさぎを、土ど手てで遊あそんでいた小しょう学がく生せいたちが、怪け訝げんそうな顔かおで見みた。

「サッカーは十一人にんでやるスポーツ、だし……。一人ひとりじゃ勝かてないし……。ワンフォーオール……。」

　そうだ。サッカーは一人ひとりじゃ──。
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　めちゃくちゃに叫さけんだ。

　近ちかくにいた小しょう学がく生せいたちが、「わぁ！」「逃にげろー！」と声こえを上あげて走はしり去さる。

　喉のどが潰つぶれるほど叫さけんだって足たりないほどのやるせなさが、スタジアムからずっと、つきまとっている。

「クソぉ……。」

　撃うてばよかった。

　あのとき、自じ分ぶんで。

　ひとつ、ふたつ、瞳ひとみからこぼれた水すい滴てきが、地じ面めんを濡ぬらした。

　それを拭ぬぐうこともせず、ただ、地じ面めんに吸すいこまれていくのを見みた。




　悔くやしくないわけがない。

　後こう悔かいしないわけがない。




「勝かちたかったぁ……。」





＊＊＊






「ただいまー。」

　潔いさぎが玄げん関かんのドアを開あけると、キッチンから母はは親おやが、ひょっこりと顔かおを出だした。

「おかえり。どうだった、試し合あい？」

「負まけた、負まけた、負まけた！　お腹なかすいたー。」

　ダイニングに行いけば、ちょうど夕ゆう飯はんが用よう意いされていた。

　揚あげたてのトンカツが、ほかほかと湯ゆ気げを上あげ、ソースの香かおりを漂ただよわせている。

「残ざん念ねん！　今日きょうはトンカツにしたのに！」

「こーゆーのって、普ふ通つう、前ぜん日じつに食くうヤツっしょ……。」

「そうか？　うまいぞ？　父とうさんも母かあさんもサッカー興きょう味みないから、わからなくてすまんなー！」

　そう言いう父ちちは、すでに食たべ始はじめている。食しょく卓たくにつくと、キッチンにいた母ははが、エプロンを外はずしながら一通つうの手て紙がみを差さし出だしてきた。

「そーいえば、世よっちゃん宛あてにお手て紙がみ来きてたよ。日に本ほんフットボール連れん合ごうってとこから！」

　え……？

　食たべかけのトンカツをあわてて飲のみこみ、封ふうを切きる。両りょう親しんも、それをのぞきこんだ。

「なんて書かいてある？」

「んー？　招しょう集しゅう？」




　潔いさぎ世よ一いち様さま

　強きょう化か指し定てい選せん手しゅに選せん出しゅつされました。




　何なん度ど読よんでも、手て紙がみにはそう書かいてある。

「強きょう化か指し定てい選せん手しゅ……？　とりあえず、いいことよね？」

「わからーん！」

　能のう天てん気きなやりとりをしている両りょう親しんをよそに、潔いさぎの胸むねは高たか鳴なっていた。

　俺おれは、全ぜん国こく大たい会かいにあと一いっ歩ぽ届とどかなかったチームの、ただの二年ねん生せいＦＷフォワード。

　それだけで、終おわるはずだった。




　なんで、俺おれが──!?





＊＊＊






　それから数すう日じつ後ご。

　潔いさぎは、日に本ほんフットボール連れん合ごうのビルの前まえにいた。

　さっきから何なん度ども、手て紙がみに書かいてあった地ち図ずと、建たて物ものを見み比くらべている。

（やっぱ、詳くわしいこと何なにも書かいてないよなぁ。集しゅう合ごう場ば所しょ、ここで合あってんのか……？）

　正しょう直じき、まだ夢ゆめの中なかにいるみたいだ。

　なんで、俺おれが選えらばれたんだろう？

　でも……きっと、誰だれかが見みていてくれたんだ。俺おれのプレーを。

　そうだとしたら……嬉うれしい。

「あれ？　一いち難なんの潔いさぎくん？　……だよね？」

　入いり口ぐちでキョロキョロしていると、横よこから声こえをかけられた。

「キミも呼よばれたんだ、やっぱり！　こないだは、どーも！　わかる？　俺おれのこと。」

（あ。吉き良ら涼りょう介すけだ……！）

「はい……。もちろんです！　こないだ負まけた相あい手てだし……。」

　潔いさぎは、反はん射しゃ的てきにぺこりと頭あたまを下さげる。

（……てか、吉き良ら涼りょう介すけが俺おれのこと知しってる!?）

「俺おれ、めっちゃ覚おぼえてるんだよねー、キミのこと！　めっちゃいい感覚センスしてるよね、キミ！」

　ぽかんと口くちを開あけている潔いさぎに、吉き良らはまぶしい笑え顔がおをむける。

「同一プレー視し野や広ひろいっつーか、サッカーＩアイＱキュー高たかいっつーか。こないだの試し合あいやっててさー、一いっ緒しょのチームだったら、めっちゃいいパスくれそーって思おもってた！」

「あ、あざす……。」

　同一プレー視し野やとは、ボールや敵てき・味み方かたを同どう時じに視し界かいにとらえる見み方かたのこと。その範はん囲いが広ひろいと言いわれるのは、ＦＷフォワードとして嬉うれしい褒ほめ言こと葉ばだ。そして何なにより褒ほめてくれたのは──。

（噓うそぉ……!?　マジか……!!　吉き良ら涼りょう介すけに褒ほめられたぁぁ!?）

「じゃあ、いこっか！　てか、ここに集しゅう合ごうして何なにやるか全ぜん然ぜんわかんねーのな。電でん話わしても答こたえてくんねーし。」

「そっすね……。」

　すごい……。

　日に本ほんサッカー界かい、期き待たいの若手ホープ・吉き良ら涼りょう介すけと普ふ通つうにしゃべってる！

「てか、敬けい語ごやめよーよ。同おない年どしだし。ヨロシク、潔いさぎくん！」

「うっす……。」

（いや、めっちゃいいやつじゃん、吉き良ら涼りょう介すけ！

　いんだな、こんな……才さい能のうもあって、人にん間げんもできてるやつ……。）

　潔いさぎは、素す直なおに、吉き良らの器うつわの大おおきさに感かん動どうしていた。

　そして。

（そいつに認みとめられてる俺おれって、結けっ構こうすげぇんじゃね？）




　潔いさぎたちが扉とびらを開あけて中なかに入はいると、一いっ斉せいに視し線せんをむけられ、どきっとした。

　そこには、すでに、大おお勢ぜいの選せん手しゅたちが集あつまっていた。

　ほとんどが制せい服ふく姿すがたなところを見みると、おそらく全ぜん員いん高こう校こう生せいなのだろう。

「うわー、めっちゃいる……。」

「なーんか、見みたことあるやついるなぁ……。」

　ちらちらと、選せん手しゅたちの顔かおを観かん察さつする。

「洗せん膿のうのエース、大おお川かわ……、高こう校こうＮｏ．ナンバー１ワン高こう身しん長ちょう、石いし狩かり……お、青あお森もりのメッシ、西にし岡おかもいるじゃん。」

　見み覚おぼえのある選せん手しゅがちらほらいるなか、潔いさぎはふと気きがつく。

（ん？　ここにいるやつ……もしかして、全ぜん員いんＦＷフォワード……？）

　そのとき、フッと会かい場じょうの電でん気きが消きえた。

「……えーあー、あー、あー。おめでとう、才さい能のうの原げん石せきどもよ。」

　闇やみに包つつまれた場じょう内ないで、ステージの上うえの一人ひとりの男おとこにスポットライトが当あたる。

「お前まえらは、俺おれの独どく断だんと偏へん見けんで選えらばれた、優ゆう秀しゅうな十八歳さい以い下かのストライカー三百名めいです。」

　唐とう突とつに、男おとこは話はなし始はじめる。

「そして、俺おれは、絵え心ご甚じん八ぱち。日に本ほんをＷ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうさせるために、雇やとわれた人にん間げんだ。」
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　場じょう内ないがざわめく。

「誰だれだろ……知しってる？」

　吉き良らに小こ声ごえで尋たずねられ、潔いさぎは「いや、全ぜん然ぜん……。」と手てを振ふった。

（てか、今いまなんつった？

　Ｗ杯ワールドカップ……優ゆう勝しょう？）

「単シ刀ン直プ入ルに言いおう。日に本ほんサッカーが世せ界かい一いちになるために必ひつ要ようなのは、ただひとつ──……。」

　絵え心ごの背はい後ごの扉とびらには、大おおきな日ひの丸まるが描えがかれている。絵え心ごは、その前まえで両りょう手てを広ひろげた。

「革かく命めい的てきなストライカーの誕たん生じょうです。俺おれは、ここにいる三百人にんの中なかから、世せ界かい一いちのストライカーを創つくる実じっ験けんをする。」

　世せ界かい一いちのストライカーを、創る……？




「見みろ。これが、そのための施し設せつ──〝青い監獄ブルーロック〟。」




　日ひの丸まるの扉とびらに、巨きょ大だいな五角形ペンタゴンが投とう影えいされた。

〝ＢＬＵＥブルー　ＬＯＣＫロック〟と名な付づけられたそれは、五ご角かく形けいのトレーニング施し設せつだ。

　建たて物ものの中なかには、スタジアムや食しょく堂どう、ジムなどが揃そろっている。

「お前まえらには今日きょうからここで共きょう同どう生せい活かつを行おこない、俺おれの考かんがえた特とく殊しゅなトップトレーニングをこなしてもらう。家いえには帰かえれないし、今いままでのサッカー生せい活かつとは決けつ別べつしてもらう。」

　絵え心ごは淡たん々たんと続つづける。

「でも、断だん言げんする。この〝青い監獄ブルーロック〟でのサバイバルに勝かち抜ぬき、二百九十九名めいを蹴け散ちらして──最さい後ごに残のこる一人ひとりの人にん間げんは、世せ界かい一いちのストライカーになれる。説せつ明めいは以い上じょう。よろしく。」
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　そこまで話はなすと、照しょう明めいがパッと明あかるくなった。

　その場ばにいる、ほとんどの高こう校こう生せいが、あっけにとられていた。

（なんなんだ……アイツ……。何なに、言いってんだ……？）

　混こん乱らんする潔いさぎのとなりで、吉き良らが手てを挙あげた。

「あの！　すみません。今いまの説せつ明めいでは同どう意いできません。……僕ぼくらにはそれぞれ、僕ぼくらの大だい事じなチームがあります。全ぜん国こく大たい会かいを控ひかえてる選せん手しゅもいます。あなたのおっしゃるようなワケのわからない場ば所しょに、僕ぼくは、チームを捨すてて参さん加かすることはできません。」

　吉き良らの発はつ言げんをきっかけに、次つぎ々つぎと不ふ満まんの声こえが漏もれる。

「そーだよ！　俺おれも全ぜん国こくあんだよ！」

「いきなり共きょう同どう生せい活かつとか意い味みわかんねーし。」

「てか、お前まえ誰だれだよ!?」

「ちゃんとした人にん間げん出だしてよー。」

　潔いさぎも同どう感かんだった。

（こんな所ところに集あつめられて、いきなりＷ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうとか、世せ界かい一いちとか……、マジ意い味みわかんねぇ。）

　すると、絵え心ごはポリポリと頭あたまをかいて、小ちいさくぼやいた。

「そっかぁ……。重じゅう症しょうだなぁ、お前まえら……。」

　丸まるく大おおきな絵え心ごの眼めが、ぎょろりと潔いさぎたちを見みる。




「帰れファック・オフ。帰かえりたいやつは、帰かえっていいよ。」




　先さきほどとは打うって変かわった乱らん暴ぼうな口く調ちょうに、会かい場じょうの空くう気きが一いっ変ぺんする。

「チームが大たい切せつ……？　お前まえらは、自じ分ぶんが世せ界かい一いちのストライカーになることよりも、こんなサッカー後こう進しん国こくのハイスクールで一番ばんになるほうが大だい事じか？　あ？　お前まえらみたいなのが日に本ほんの未み来らい背せ負おってると思おもうと、絶ぜつ望ぼうだわ。」

「!?」

「いいか？　日に本ほんサッカーの組そ織しき力りょくは世せ界かい一いちだ。他た人にんを思おもいやる国こく民みん性せいの賜たま物ものと言いえる。でもそれ以い外がいは間ま違ちがいなく──二に流りゅうだ。」

　背はい後ごの扉とびらに、日に本ほん代だい表ひょうの11傑イレブンが映うつる。

　絵え心ごは問とう。




「お前まえらに訊きく。サッカーとはなんだ？」




　誰だれも、答こたえられなかった。

「十一人にんで力ちからを合あわせて戦たたかうスポーツ？　『絆きずなを大だい事じに』？　『仲なか間まのために』……？　だからこの国くにのサッカーはいつまで経たっても弱じゃく小しょうなんだ。……違ちがうんだよ。」

　絵え心ごは、容よう赦しゃなく続つづける。

「教おしえてやる。サッカーってのはな……相手より多く点を取るスポーツだ。点てんを取とった人ヤ間ツが一いち番ばん偉えらいんだよ。仲なか良よし絆きずなごっこしたいなら、帰れファック・オフ。」

　なんだよコイツ……、めちゃくちゃだろ……。

「……不ふ快かいです。撤てっ回かいしてください。」

　吉き良らの、怒いかりに震ふるえる声こえがした。

「本ほん田だ選せん手しゅや、香か川がわ選せん手しゅ……他ほかにもいっぱいいる。代だい表ひょうイレブンが十一人にんで戦たたかう姿すがたを……僕ぼくらは、今いままでの日に本ほん代だい表ひょうのチームプレーを見みて育そだったんです！　彼かれらは僕ぼくのスターです！　あんた、間ま違ちがってるよ。」

　険けわしい顔かおつきでにらむ吉き良らの前まえで、絵え心ごはふざけたように頭あたまをかく。

「……ん？　本ほん田だ？　香か川がわ？　ん───？」

　わざとらしく指ゆびを折おる。

「そいつらって、Ｗ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうしてなくない？　じゃあカスでしょ。世せ界かい一いちになる話はなししてんだけど？　俺おれ。」

　絵え心ごは、場じょう内ないを見み渡わたして言いった。

「例たとえば、ノエル・ノアの話はなしをしよう。メッシやＣクリスティアーノ・ロナウドを抑おさえて、バロンドールに輝かがやいた……今いま、世せ界かい一いちのストライカーはこんなことを言いってる──。」

『味み方かたにアシストして１‐０で勝かつより、俺おれがハットトリック決きめて３‐４で負まけるほうが気き持もちいい。』

　二十世せい紀き最さい高こうのフットボーラー、エリック・カントナは言いった。

『チームなんてどうでもいい。俺おれが目め立だてばいい。』

　Ｗ杯ワールドカップ優ゆう勝しょう三回かい、史し上じょう最さい高こうのフットボーラー、ペレは言いった。

『世せ界かい一いちのＦＷフォワード、世せ界かい一いちのＭＦミッドフィルダー、世せ界かい一いちのＤＦディフェンダー、世せ界かい一いちのＧＫゴールキーパー……どれを訊きかれても自じ分ぶんだと答こたえる。』

「どうだ？　最さい悪あくだろ!?　でも、コイツらがＮｏ．ナンバー１ワンなんだ！」

　絵え心ごは、細ほそ長ながい体からだを蛇へびのようにくねらせて叫さけんだ。

「革かく命めい的てきなストライカーたちは皆みな!!　稀き代だいの〝エゴイスト〟なんだ。日に本ほんサッカーに足たりないのは、エそゴれだ──。」




　エゴイスト──他た者しゃをかえりみず、己おのれの利り益えきだけを追つい求きゅうする、究きゅう極きょくの自じ己こ中ちゅう人にん間げん。




「世せ界かい一いちのエゴイストでなければ、世せ界かい一いちのストライカーにはなれない。」




　──コイツの言いってることは、きっと、間ま違ちがってる。

　でも、潔いさぎは縛しばられたように動うごけなかった。

「この国くにに俺おれは、そんな人にん間げんを誕たん生じょうさせたい。この二百九十九名めいの屍しかばねの上うえに立たつ──たった一人ひとりの英えい雄ゆうを。」

　だって、こんなの誰だれも教おしえてくれなかった。

　無む理りだ……。だって俺おれは、なんの実じっ績せきもない、無む名めいのストライカーなんだぞ……。

　でも──。

「さあ、才さい能のうの原げん石せきどもよ。最さい後ごにひとつ、質しつ問もんをしよう。──想そう像ぞうしろ。」




　舞ぶ台たいは、Ｗ杯ワールドカップ決けっ勝しょう。八万まん人にんの大だい観かん衆しゅう。

　お前まえは、そのピッチにいる。

　スコアは０‐０。

　後こう半はんＡＴアディショナルタイム。ラストプレー。

　味み方かたからのパスに抜ぬけ出だしたお前まえは、ＧＫゴールキーパーと１対たい１。

　右みぎ６メートルには味み方かたが一人ひとり。

　パスを出だせば、確かく実じつに一点てんが奪うばえる場ば面めん。

　全ぜん国こく民みんの期き待たい……優ゆう勝しょうのかかったそんな局きょく面めんで──。




「迷まよわず撃うち抜ぬける。そんなイカれた人間エゴイストだけ、この先さきへ進すすめ。」




　絵え心ごの背はい後ごの扉とびらが、軋きしみながら口くちを開あけた。

　むこう側がわは見みえない。ただ、暗くら闇やみの中なかから、一ひと筋すじの光ひかりが差さしこんでいた。

「もう一いち度ど、言いい改あらためよう……。」




　サッカーとは、お前まえらストライカーのためにあるスポーツだ。

　お前まえ以い外がいの人にん間げんは、ピッチ上じょうの脇わき役やくだと思おもえ。




「常じょう識しきを捨すてろ。ピッチの上うえでは、お前まえが主しゅ役やくだ。」

　進すすめば、戻もどれない。

　でも──体からだが、震ふるえている。

「己おのれのゴールを何なによりの喜よろこびとし、その瞬しゅん間かんのためだけに生いきろ。──それが、〝ストライカー〟だろ？」

　アイツが俺おれの、運うん命めいを握にぎってる──。




　そうだ。

　俺おれは──。




　俺おれは、ストライカーだ。




　全ぜん身しんの血ちが沸わき立たつ。眠ねむっていた本ほん能のうが、目め覚ざめるような感かん覚かく。

　たまらず、潔いさぎは走はしり出だしていた。

　日に本ほん中じゅうから集あつめられた高こう校こう生せいたちを押おしのけ、先さきの見みえない、かすかな光ひかりにむかって。

「潔いさぎくん……!?」

　吉き良らの声こえも、もう耳みみには入はいらない。

「クソ……！　行いってやるよ、クソがぁ！」

「俺おれも行いく!!」

「俺おれもだ!!」

　潔いさぎの後あとに続つづくように、高こう校こう生せいたちは次つぎ々つぎと、扉とびらのむこうにむかって走はしり出だす。

　その先さきにあるのは、希き望ぼうか絶ぜつ望ぼうか──。

　絵え心ごは、舞ぶ台たいの中ちゅう央おうで静しずかに笑わらっている。




　──ある者ものは言いった。

　フットボールの世せ界かいにおいて、一いち流りゅうのＧＫゴールキーパーやＤＦディフェンダー、ＭＦミッドフィルダーは育そだてることができるが、ストライカーだけはその類たぐいではない。

　一いち流りゅうのストライカーという生いき物ものは──。




　その瞬と間き、最もっともフットボールの熱あつい場ば所しょに、突とつ如じょとして出しゅつ現げんする。







「──三百名めい、全ぜん員いん参さん加か、っと……。」

　全すべての高こう校こう生せいを飲のみこんだ日ひの丸まるの扉とびらが、重おもたい音おとを立たてながら閉とじた。

　絵え心ごだけを残のこした会かい場じょうに、いつの間まにか、一人ひとりの女じょ性せいが立たっていた。

「……これで、もう後あと戻もどりはできない。これから私わたしは、あなたの言いうとおりに動うごきますので。日に本ほんのサッカーと、あの三百人にんの未み来らい……よろしくお願ねがいします、絵え心ごさん。」

　帝てい襟えりアンリは、分ぶ厚あつい資し料りょうを片かた手てに、絵え心ごに声こえをかける。

「……たぶん、二百九十九人にんの人じん生せいはグチャグチャになる。そして、一人ひとりのストライカーエゴイストが誕たん生じょうする。それが、〝青い監獄ブルーロック〟だ。」

「……はい。」

　アンリは、決けつ意いを秘ひめた、強つよい眼まな差ざしでうなずいた。




「始はじめようか、アンリちゃん。世せ界かいで一いち番ばん、フットボールの熱あつい場ば所しょを──。」





第2話　入にゅう寮りょう







　三百人にんの高こう校こう生せいたちを乗のせたバスは、一列れつに連つらなって、山やま道みちを走はしっていた。

　結けっ局きょく、「寮りょうにむかう」ということ以い外がい、何なにも知しらされないまま、潔いさぎはこの計画プロジェクトの同どう意い書しょにサインをした。

　そして、山やまを越こえた先さきに──それはあった。

　切きり開ひらかれた土と地ちに鎮ちん座ざするその五ご角かく形けいの建たて物ものは、寮りょうというよりも刑けい務む所しょのようだ。

　無む機き質しつな青あお色いろの壁かべには窓まどがなく、かわりに〝ＢＬＵＥブルー　ＬＯＣＫロック〟の文も字じが刻きざまれている。

（これが、〝青い監獄ブルーロック〟……！　俺おれのサッカー人じん生せいが変かわる場ば所しょ──。）

　バスから降おりると、一人ひとり一人ひとり、順じゅん番ばんに名な前まえを呼よばれた。

「次つぎ、潔いさぎ世よ一いちくん。」

　スタッフの女じょ性せいに、ケータイや財さい布ふなどの貴き重ちょう品ひん類るいまで全すべてを没ぼっ収しゅうされ、かわりに、ボユデニィフスォーーツムが配くばられた。

　受うけ取とったユニフォームには、『２９９　Ｚゼット』という五ご角かく形けいの腕章バッジがついている。

（なんの番ばん号ごうだ、これ……？）

　よくわからないけど、どうやら、もらえるものはこれしかないみたいだ。

「それじゃあ、一人ひとりずつ制服ユニフォームのアルファベットの部へ屋やに入はいり、着き替がえて待たい機きしてください。」

　スタッフに言いわれ、迷めい路ろのように枝えだ分わかれしたコンクリートの廊ろう下かを進すすみ、「Ｚゼット」のアルファベットの扉とびらを探さがす。

（あ、あった……。）

「ＲＯＯＭルーム　Ｚゼット」と書かかれた扉とびらの前まえで、呼こ吸きゅうを整ととのえる。

　始はじまるぞ、ここから……〝青い監獄ブルーロック〟が──。




　扉とびらを開あけると、室しつ内ないは、ひどくがらんとしていた。

　コンクリートで囲かこまれた、殺さっ風ぷう景けいな、長ちょう方ほう形けいの部へ屋や。正しょう面めんに大おおきなモニター、壁かべ際ぎわに、一列れつに着き替がえ用ようのロッカーが並ならんでいるだけで、椅い子すすら用よう意いされていない。

　そこに、ざっと見み渡わたしただけでも、十人にん以い上じょうの高こう校こう生せいが集あつまっている。着き替がえて待たい機きしていた数すう人にんが、潔いさぎのほうをちらりと見みた。

（……相あい部べ屋や？）

「……潔いさぎくん！」

　すると、すでにユニフォームに着き替がえた吉き良ら涼りょう介すけが、こちらにむかって手てを振ふっていた。

「よかったぁ……、知しってる人ひとが同おなじ部へ屋やで！」

「吉き良らくん……。はは、俺おれも安あん心しんする──うげっ！」

　ほっとして吉き良らに声こえをかけたとき、潔いさぎの顔がん面めんに、勢いきおいよく何なにかが飛とんできた。

「あ、ワリ。服ふく、飛とんだ。」

　服ふくを吹ふっ飛とばしてきた相あい手ては、ゴリゴリに鍛きたえられた上じょう半はん身しんに、ユニフォームの袖そでを通とおしているところだった。

「あ……、全ぜん然ぜん、大だい丈じょう夫ぶです。」

（すっげぇ、身体からだエグ……！）

　服ふくを返かえしながら、同おなじ高こう校こう生せいとは思おもえないその体からだつきに、少すこし尻しり込ごみする。

「下した、気きをつけろ。」

　ふと、相あい手ての視し線せんが下さがる。

「へ？」

　見みれば、床ゆかの上うえに、丸まるくなって寝ね転ころんでいる男おとこがいた。

（え、寝ねてる……!?）

　潔いさぎとさほど変かわらない体たい格かくの彼かれは、赤あかん坊ぼうのように親おや指ゆびを口くちにくわえて、くうくう眠ねむっている。

「……ヘイ、ジーコ、パス……。ちゃんと出だせ……、ジーコ……。」

（何なにコイツ……？　どんな夢ゆめ見みてんの……？）

　さすがに全ぜん国こくから集あつめられただけあって、いろんな選せん手しゅがいるな……。

「キミ、あの吉き良ら涼りょう介すけ!?　日に本ほんサッカーの宝たから!?　すげー、本ほん物ものじゃん！」

「あ……、ありがと……。」

　潔いさぎが着き替がえている背はい後ごで、さっそく吉き良らが、一人ひとりの選せん手しゅから握あく手しゅを求もとめられていた。

「潔いさぎって子こも、友とも達だち？　俺おれ、五十嵐いがらし栗ぐり夢むっていいます！　よろしく！」

「あ……、ども。」

　坊ぼう主ず頭あたまの五十嵐いがらしは、潔いさぎにも構かまわず話はなしかけてきた。

「俺おれさ、寺てらの息むす子こなんだよねー。生うまれたときから将しょう来らいは寺てらを継つぐ運うん命めいなんだけど、そんな決きめられた人じん生せいが嫌いやでさー。プロサッカー選せん手しゅになれたら、継つがなくていいって親おや父じと約やく束そくしたんだ！」

　五十嵐いがらしは、特とくに訊きいてもいないのに、身みの上うえ話ばなしを始はじめる。

「だから、さっき絵心アイツの話はなし聞きいて、震ふるえたね！　人じん生せい変かえるチャンス来きたーって感かんじ！」

　興こう奮ふん気ぎ味みに話はなす五十嵐いがらしは、潔いさぎにも手てを差さし出だした。

「ハングリーさだけは、負まけないよ！」

「ども……。こちらこそ。」

　握あく手しゅをしながら、ふと、五十嵐いがらしの袖そでについたバッジを見みると、『３００　Ｚゼット』と書かいてある。

（あ、この人ひと、〝３００〟だ……。）

　気きづけば、全ぜん員いんが違ちがう数すう字じだった。いったい、なんのナンバリングだろう。

　そのとき、パッと部へ屋やのモニターがついた。

「着き替がえは終おわりましたか、才さい能のうの原げん石せきどもよ。」

（出でた……！　絵え心ご甚じん八ぱち……！）

　画が面めんに現あらわれた絵え心ごは、「やぁ、やぁ。」と変へんな手てつきで挨あい拶さつすると、潔いさぎたちを見み下おろした。

「今いま、同おなじ部へ屋やにいるメンバーはルームメイトであり、高たかめ合あうライバルだ。」

〝ライバル〟という言こと葉ばに、室しつ内ないがざわつく。

「お前まえらの能のう力りょくは、俺おれの独どく断だんと偏へん見けんで数すう値ち化かされ、ランキングされてる。制服ユニフォームに示しめされる数すう字じが、それだ。三百人にん中ちゅう何なん位いかが、一ひと目めでわかるようになってる。」

　潔いさぎは、ハッとして自じ分ぶんのバッジを見みた。

　二百九十九位い。

（ヤバ……。俺おれ、低ひくすぎ……！）

　絵え心ごが言いうには、このランキングは日ひ々び変へん動どうし、トレーニングや試合ゲームの結けっ果かでアップダウンするようだ。

　つまり、落おちることもあれば、のし上あがることもできる……。

　さらに絵え心ごは、信しんじられないことを言いった。

「そして──ランキング上じょう位い五名めいは無む条じょう件けんで、六か月げつ後ごに行おこなわれる大たい会かい……Ｕユー‐20Ｗ杯ワールドカップ、ＦＷフォワード登とう録ろく選せん手しゅとする。」

　Ｕユー‐20……日に本ほん代だい表ひょう──!?

「ちなみに……〝青い監獄ブルーロック〟で敗やぶれ帰かえるやつは、この先さき一いっ生しょう、日に本ほん代だい表ひょうに入はいる権けん利りを失うしなう。」

　勝かてば日に本ほん代だい表ひょう、負まければ永えい久きゅう追つい放ほう。

「ここで勝かち上あがるために必ひつ要ようなのは、〝エゴ〟だ。今いまからその素そ質しつを測はかるための、入にゅう寮りょうテストを行おこなう。」

　その言こと葉ばを合あい図ずにしたように、天てん井じょうが、ガコッと音おとを立たてて開ひらいた。




「さぁ──〝オニごっこ〟の時じ間かんだ。」




　ポン……と静しずかに落らっ下かしてきたのは、ひとつのサッカーボール。

「制せい限げん時じ間かんは百三十六秒びょう。ボールに当あたったやつが〝オニ〟となり、タイムアップの瞬しゅん間かんに〝オニ〟だった一人ひとりが、帰るファック・オフ野や郎ろうです。」

（え……、は？）

　全ぜん員いんが、はだしのまま困こん惑わくした顔かおでボールを見みつめる。

「あと、ハンド禁きん止しねー。」

と付つけ加くわえ、モニターが切きり替かわった。

『オニ──五十嵐いがらし栗ぐり夢む』という文も字じと、五十嵐いがらしを模もしているらしいイラスト、そして、デジタル時ど計けいのカウントダウンが表ひょう示じされた。

「え……。」

　五十嵐いがらしは、自じ分ぶんの名な前まえが映うつるモニターに、ビクリと震ふるえた。

「〝オニごっこ〟はプロもウォーミングアップで行おこなうトレーニングだが、これはストライカーの本ほん質しつを見み極きわめるために、俺おれが考こう案あんした『エゴイズムテスト』──。」




　覚かく悟ごして戦たたかえ。

　これは、ただの〝オニごっこ〟ではない。




　絵え心ごはそう言いい残のこし、通つう信しんを切きった。

「なんだよコレ……！　こんなんが入にゅう寮りょうテスト!?　サッカーじゃねぇじゃん！」

「あ、クソ！　自じ動どうドア開あかなくなってる!?」

　閉とじこめられた……。

　もう、テストは始はじまっているんだ。このゲームで、誰だれか一人ひとりが〝追つい放ほう〟される──。

「三百位い……最さい底てい辺へんの俺おれが、最さい初しょのオニかよ。」

　五十嵐いがらしは、サッカーボールの上うえに、はだしの足あしを乗のせる。

「……やってやんよ。みんな、誰だれが脱だつ落らくしようが恨うらみっこなしだぜ……！」

〝青い監獄ここ〟で負まけた人にん間げんは、この先さき一いっ生しょう、日に本ほん代だい表ひょうにはなれない──。

　……てか、二百九十九位いだぞ、俺おれ!?

　勝かてんのか、コイツらに……？

「ちょ、待まてよ……！　日に本ほん代だい表ひょうがどうとか、絵心アイツの言いってること信しんじんのかよ!?　どーせ、ハッタリだろ!?」

　二百九十五位いのバッジをつけた選せん手しゅが、後あとずさりしながら言いった。

「わかんねぇけど……、マジだったらどーすんだよ！　……俺おれは、やるぜ。負まけたら一いっ生しょう、寺てらの坊ぼう主ず。負まけたら一いっ生しょう、寺てらの坊ぼう主ず……！」

　五十嵐いがらしは、言いい聞きかせるようにくり返かえす。

（いや……、ゴチャゴチャ考かんがえてもしゃーない!!　やるしか、ない!!）

　タイムリミットは残のこり二分ふん三秒びょう。




　サッカー人じん生せいを懸かけた〝オニごっこ〟、開始キックオフ──!!




「うぉらぁああ！」

　駆かけ出だした五十嵐いがらしをよけようと、潔いさぎをふくめた数すう人にんが、壁かべ際ぎわに固かたまった。

「ちょ、こっち来くんなし……！」

「おい、こっち角かどだ！　散ちらばれ！」

　しかし五十嵐いがらしは、真ま正しょう面めんから潔いさぎにむかって突つっこんでくる。

「悪わるいな、潔いさぎくん！　二百九十九位いのアンタ狙ねらいだ！」

「えっ!?」

（マジか、こいつ……！）

「南な無む三さん!!」

「うぉっ!?」

　潔いさぎは、飛とんできたボールを間かん一いっ髪ぱつでよけた。

「あ!!　……くそ、これ意い外がいに難ムジぃぞ!!　もう……誰だれでもいいや!!」

　ラッキーなことに、五十嵐いがらしは転ころがったボールと格かく闘とうしている。

「……バカげてるよ、こんなの……。こんな遊あそびが、トップトレーニングとは思おもえない……。」

　吉き良らがつぶやく。

「俺おれは、絵心アイツを否ひ定ていするためにここに参さん加かしたんだ。この二分ふんちょっとのボール当あて〝オニごっこ〟なんかでサッカー人じん生せいを決きめられるなんて、絶ぜっ対たい間ま違ちがってる……!!　絵心甚八あんなヤツに、俺おれの未み来らい潰つぶされてたまるかよ……!!」

　吉こ良のくひんと……ちゃんと考かんがえてる……！

　でも、とりあえず俺おれは二百九十九位いだし……。最さい後ごまで逃にげ続つづけるのが安あん全ぜん策さくだな……。

　ボールに当あたりさえしなければ、生いき延のびられるんだから……。

「あー、クソ、当あたんねぇ！　ヤベぇ……！　待まて、ボール！」

　悪あく戦せん苦く闘とうしながらボールを追おっていた五十嵐いがらしだが、その先さきに、最さい初しょからずっと寝ねている男おとこがいることに気きがついて、にやりと笑わらった。

「はは、コイツ！　まだ寝ねてんのかよ！　もらった……!!」

　五十嵐いがらしがボールを蹴けろうとした瞬しゅん間かん──寝ねていた男おとこが、逆さか立だちしオーバーヘッドキックの体たい勢せいで、強きょう烈れつな蹴けりを五十嵐いがらしの顔がん面めんに叩たたきこむ。

「へぐっ!?」

　完かん全ぜんに油ゆ断だんしていた五十嵐いがらしは、顔がん面めんを押おさえて後あとずさった。

「痛いって……、おい！　ファウルだろ、ファウル！　こんなん、試し合あいだったら一いっ発ぱつレッド……!!」
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　すると男おとこは、気けだるげにのそりと起おき上あがり、目めを擦こすった。

「むにゃ……、禁きん止しなのはハンドだけでしょ？　おはよ。」

　特とく徴ちょう的てきなぱっつん前まえ髪がみの彼かれは、まだ幼おさない少しょう年ねんのような、あどけない顔かおをしていた。でも、バッジは二百九十位い。潔いさぎよりもはるかに上じょう位いのランクだ。

「おい。汚きたないやり方かたは嫌きらいだ。正せい々せい堂どう々どうと戦たたかえ。」

　潔いさぎに服ふくを飛とばしたムキムキ男おとこが、ぱっつんの肩かたを叩たたく。

「……マジメくんですかぁ？」

　それを、ぱっつんは、つまらなそうにあしらった。

　そのとき──。

　ゴッ!!

　鈍にぶい音おとを立たてて、ムキムキの顔がん面めんに、五十嵐いがらしの蹴けったボールがブチ当あたる。

「っしゃあ！　スキあり!!　南な無む三さん!!」

　部へ屋やのモニター画が面めんは、『オニ──國くに神がみ錬れん介すけ』に変へん化かした。

　國くに神がみの眉み間けんに、しわが寄よる。

「……にゃろう……、イガグリ潰つぶす……!!」

　鬼き神じんのごとき怒いかりをまとい、國くに神がみは強きょう烈れつな左足キックを炸さく裂れつさせた。

　その瞬しゅん間かん、五十嵐いがらしが背はい後ごから潔いさぎにしがみつき、盾たてにした。

「へい！」

「ちょ、やめ……!?」

（まずい、身み動うごき取とれない……！）

　動うごけない潔いさぎのみぞおちに、國くに神がみの一いち撃げきがクリティカルヒットする。

「ゴフッ……！」

　胃いが押おしつぶされるような感かん覚かくに、くらりとした。

「南な無む三さん！」

　五十嵐いがらしは、パッと潔いさぎの体からだを離はなすと、さっさと自じ分ぶんだけ逃にげ出だした。

「あ、ワリ……、お前まえじゃねぇ。」

　五十嵐いがらしを狙ねらった國くに神がみの、申もうし訳わけなさそうな声こえがする。

『オニ──潔いさぎ世よ一いち』

　やばい……。

　当あてなきゃ、終おわる!!　俺おれの、サッカー人じん生せいが!!

　タイムリミットは、もう一分ぷんを切きっている。




　こんなとこで、終おわりたくない……!!




　ふらつく体からだで立たち上あがり、狭せまい空くう間かんを逃にげ惑まどう選せん手しゅたちを狙ねらって、シュートを撃うった。

「うぉっ!?」

「セーフ！」

　しかし、軽かる々がるとかわされる。

　クソ！　全ぜん国こくから集あつまったメンツだから、やっぱ身しん体たい能のう力りょく高たけぇ……!!

　テキトーに蹴けっても当あたんないけど、ドリブルで追おいつくとかムリゲーだろ!?

　てか、吉き良らくんなんか、全ぜん然ぜん息いき上あがってないし……！

　ここにいるのは、みんな、自じ分ぶんよりも上う手まい選せん手しゅばかり。

　狙ねらうならやっぱ、俺おれよりランキング低ひくい……五ア十イ嵐ツか!!

「!!」

　潔いさぎの狙ねらいに気きづいた五十嵐いがらしは、全ぜん速そく力りょくで走はしり出だした。

「うぉらぁ!!　あと一分ぷんなら全ぜん力りょくじゃあ!!　逃にげ切きったるぜぇぇ!!」

　そのイガグリにさえ、追おいつけない。当あたらない。

　マジで〝オニごっここんなん〟で、俺おれの未み来らい決きまんのかよ……!?

　何なにを試ためされてる……!?　こんなんに、〝エゴ〟とか関かん係けいあんのか……!?

　足あしがもつれた。

　残のこり時じ間かん、あと四十五秒びょう──。

　ヤバい……ヤバいって!!　時じ間かんない……!!

　嫌いやだ……負まけたくない。終おわりたくない!!

　俺おれはまだ、サッカーを続つづけたい。

　夢ゆめを終おわりにしたくない……!!




　なんでもいい……勝かちたい──!!




「にゃはは♪」

「てめ……、コラ！　降おりろ、おい!!」

　そのとき、部へ屋やの端はしで、ぱっつんが國くに神がみにしがみついているのが見みえた。

「ちゃんす、だよーん♡」

　ぱっつんは、ただ一人ひとり、この状じょう況きょうを楽たのしんでいるようだ。

「いけよ、ホラ！　あっち!!」

　五十嵐いがらしは、恰かっ好こうのマトになっている國くに神がみを指ゆび差さす。

「だから……正せい々せい堂どう々どう、やれっつってんだろがぁ!!」

「うぃ!?」

　國くに神がみに投なげ飛とばされたぱっつんは宙ちゅうを舞まい、五十嵐いがらしに激げき突とつした。

「痛いてて……。」

「早はやくどけ、お前まえ!!」

　ぱっつんを振ふり払はらって立たち上あがろうとした五十嵐いがらしが、体たい勢せいを崩くずした。

「あ……、ヤベ。ちょ、タイム……。」

　倒たおれたときに、足あしをひねったらしい。

「いけ！　潔いさぎくん!!　当あてろ……！　今いまのうちに!!」

　吉き良らが叫さけんだ。

　潔いさぎと五十嵐いがらしの距きょ離りは、わずか数すうメートル。

「お、おい、ちょ、待まて……。来くんな……、来くんなってぇ……!!　さっき狙ねらったの謝あやまるからぁ!!　終おわりたくねぇよ、俺おれ、こんなとこでぇ!!」

　五十嵐いがらしの命いのち乞ごいが、コンクリートの部へ屋やに反はん響きょうする。

　……勝かてる。

　生いき残のこれる……今いま、当あてれば……。




　でも──五コ十イ嵐ツのサッカー人じん生せいは終おわる……。




「やめろ……、頼たのむ……。」

　五十嵐いがらしの声こえは、恐きょう怖ふに震ふるえている。

　……やらなきゃ。当あてなきゃ。

　このままじゃ、俺おれが負まけるんだぞ……！　〝青い監獄ここ〟は、そういう場ば所しょだ！

　ボールに乗のせた足あしに、力ちからをこめる。

　一歩ぽ蹴けり出だせば届とどくのに、ボールが、鉛なまり球だまのように重おもたく感かんじる。

（バカかよ！　何なにためらってんだ……!?）

　──俺おれは初はじめて、本ほん当とうの意い味みで理り解かいした。

　勝かつってことは、負まけるやつがいるってことで。




　俺おれがその夢ゆめを叶かなえるってことは──誰だれかの夢ゆめを、終おわらせるってことだ。




　右みぎ足あしを振ふり上あげる。

「……違ちがうな。」

　ピタリと、潔いさぎの足あしが止とまる。
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「……人じん生せい変かえに来きてんだよ。俺おれは──世せ界かい一いちになりに来きてんだよ……！」




　自じ分ぶんより強つよいやつに勝かたなきゃ──何なにも、変かわれない!!

　潔いさぎは五十嵐いがらしに背せをむけて、走はしり出だした。

　自じ分ぶんより弱よわいやつを倒たおして──そんな勝しょう利りで満まん足ぞくするな。

　むかう先さきは、俺おれよりもランキングが上うえの人にん間げん──。

「いいね、キミ。」




　すると、真ま正しょう面めんに、あのぱっつんが現あらわれた。

　ぱっつんは、なぜか嬉うれしそうに、とびきりの笑え顔がおを潔いさぎにむける。

「だよね♪　潰つぶすなら──一いち番ばん強つよいやつっしょ♪」

「え。」

　瞬しゅん間かん、風かぜが吹ふく。

　潔いさぎの足あし元もとからボールが消きえた。

　奪とられた──そのことに、遅おくれて気きがつく。

　モニター画が面めんが、『オニ──蜂ばち楽ら廻めぐる』に切きり替かわる。

　走はしり出だしたぱっつん──蜂ばち楽ら廻めぐるは、迷まよわず吉き良らにむかって突つっこんだ。
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「俺おれかよ!?」

　この中なかで、最もっともランクが高たかいのは、二百八十九位いの吉き良ら涼りょう介すけ──。

「吉き良らくん……!?」

　潔いさぎは、吉き良らと蜂ばち楽らの１対たい１を目めで追おった。

　蜂ばち楽らが蹴けったボールを、吉き良らがよける。

　蜂ばち楽らは人にん間げん離ばなれした身しん体たい能のう力りょくで、しつこく吉き良らを追おい回まわす。吉き良らは蜂ばち楽らの攻こう撃げきをかわし、壁かべ際ぎわに逃にげ出だした。

　５、４──。

　カウントダウンは、残のこりわずか。

　壁かべから跳はね返かえったボールを、蜂ばち楽らが軽かるく蹴ける。

　フワリ。弱よわ々よわしくボールが浮ういた。

（キックミス!?　よっしゃ、外はずした……。）

　吉き良らは、自じ分ぶんの頭ず上じょうを越こえて飛とんでいくボールを見みて安あん堵どする。

　しかし──浮ういたボールが、潔いさぎの目めの前まえに落おちていくのを、吉き良らは見みた。潔いさぎの目めが、じっとボールを見みつめている。

「潔いさぎくん……。」

　３、２──。




「……一いち番ばん、強つよいやつ……。」




　うわごとのようにつぶやいて、潔いさぎは右みぎ足あしを振ふり抜ぬいた。

「ＢＯＮボン!!」

　蜂ばち楽らが歓かん喜きの声こえを上あげるのとほぼ同どう時じに、潔いさぎの一撃シュートが、吉き良らの顔がん面めんを撃うち抜ぬく。




　──１。




　吉き良らの体からだが、大おおきくのけぞる。

　その瞬しゅん間かん、潔いさぎの目めには、全すべてがスローモーションのように見みえた。

　ポン……と地じ面めんに跳はね返かえるボール。鼻はな血ぢを吹ふき出だしながら倒たおれる吉き良ら──そして、カウントダウンの〝０〟の文も字じ。

　プァーーーン!!

　ホイッスルが鳴なった。

　試合終了ゲームセットだ。

『ＬＯＳＥ負け──吉き良ら涼りょう介すけ』

　モニターに映うつった吉き良らの名な前まえに、血ちが垂たれたような演えん出しゅつが浮うかび上あがる。

「潔いさぎ……くん……？　何なに、やってんの……？　え、どゆこと……？　何なに、コレ……。」

　吉き良らは、困こん惑わくした顔かおで潔いさぎを見み上あげている。

「……違ちがう、ごめん……。だって……その、急きゅうに、ボールが来きたから……。」

「……は？　フザけん──。」

　吉き良らが言いい終おわる前まえに、モニターが切きり替かわった。

「お疲つかれ、才さい能のうの原げん石せきどもよ。」

　健けん闘とうを称たたえるように、絵え心ごが、画が面めんのむこう側がわで手てを叩たたいている。

「ここでは、結けっ果かが全すべてだ。……敗やぶれた者ものは出でていけ！　吉き良ら涼りょう介すけ、失しっ格かく!!」

　吉き良らの体からだが震ふるえる。

「……フザけんなよ。こんなやり方かたで、Ｗ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうなんかできるかよ……。こんな遊あそびで……なんで、俺おれが……。」

　吉き良らは、がばりと顔かおを上あげ、絵え心ごにむかって叫さけんだ。

「俺おれみたいな、才さい能のうあるやつの将しょう来らいが潰つぶされなきゃなんねぇんだよ!?　俺おれは、日に本ほんサッカー界かいの宝たからだぞ!?　あ!?　俺おれより、イガグリとか潔いさぎくんのが才さい能のうあるってのか!?　あ!?」

　鼻はな血ぢが吹ふき出だすのも構かまわず、せきを切きったようにまくしたてる吉き良らは、以い前ぜんのような冷れい静せいで爽さわやかな選手プレイヤーではなかった。

「そもそも、こんな〝オニごっこ〟になんの意い味みがある!?　こんなもん、サッカーじゃない！　サッカーとなんの関かん係けいがあんだよ!?」

　すると、それまで黙だまっていた絵え心ごが、冷つめたい視し線せんを落おとして言いった。

「〝青い監獄ブルーロック〟に、サッカーと関かん係けいないことなんか、ひとつもねぇよ。周まわりをよく見みろ、エリート凡ぼん人じん。」

「あ……？」

「その部へ屋やの広ひろさは、16・５×40・32メートル。ＰＡペナルティエリアと同おなじサイズだ。」

　ＰＡペナルティエリア──全すべてのゴールの約やく75パーセントは、この中なかから生うまれる。

　いわば、ストライカーの仕し事ごと場ばだ。

「つまり、ここでの身体捌きポジショニングが、ストライカーの価か値ちの全すべてを決きめる。そんな戦せん場じょうで生いき残のこれない人にん間げんに、ストライカーの才さい能のうはない。」

　絵え心ごはぴしゃりと言いい放はなった。

「だっ……、だからどーした!?　〝オニごっこ〟はサッカーじゃねぇっつってんの！」

　なおも食くい下さがる吉き良ら。

「……逃にげる側がわに要よう求きゅうされるのは、対たい人じん感かん覚かく、駆かけ引ひき、ポジショニング。追おう〝オニ〟に要よう求きゅうされるのは、ドリブル精せい度どや、動うごきの中なかで狙ねらい撃うてる、キックのクオリティ……。これは、立りっ派ぱなサッカーのトレーニングだ、タコ。」

「だからって……こんな、たかだか二分ふんちょっとで、俺おれの何なにがわかんだよ!?　サッカーは九十分ぷんだろがよ!!」

「一九試十合分の中なかで、一人ひとりのプレイヤーがボールを保ほ持じできる平へい均きん時じ間かんは、約やく百三十六秒びょう──お前まえは、平びょう等どうに与あたえられた一試合ワンゲーム分ぶんの機会チャンスをフイにしたんだ。」

　めちゃくちゃな〝オニごっこ〟だと思おもっていたものには、全すべて理り由ゆうがあった。

　これは、れっきとした〝サッカー〟だったんだ。

　吉き良らは、うろたえた表ひょう情じょうを見みせる。

「で、でも……、ラスト十秒びょうじゃ、どうしようも……！」

「お前まえは、試し合あいでも同おなじこと言いうのか？」

「え……？」

　絵え心ごの真まっ暗くらな瞳ひとみが、吉き良らをとらえる。

「思おもい出だせ。お前まえがボールを当あてられた最さい後ごの瞬しゅん間かん、時と計けいはまだ一秒びょう残のこってた。動うごけないイガグリに当あてれば生いき残のこれたんだ。それを、お前まえは見み逃のがした──。」

　いわば──試し合あい終しゅう了りょう間ま際ぎわ、ラストワンプレー。

　ひしめき合あうＰＡペナルティエリア内ないで、味み方かたのシュートはゴールを外はずれ……お前まえを直ちょく撃げきした。

　その瞬しゅん間かんにお前まえは、諦あきらめて、敗はい北ぼくを覚かく悟ごした。

　だから、気きがつけなかったんだ。

　偶ぐう然ぜんにも目めの前まえにこぼれる球ボールに、ほんの少すこし足あしを伸のばせば、届とどいたはずの勝しょう利りに──。

　この〝オニごっこ〟における〝オニ〟は、ボールを持もち続つづければ〝敗はい者しゃ〟にもなり得うるるが、誰だれかに当あてれば〝勝しょう者しゃ〟にもなることができる。

　そのチャンスは、平びょう等どうに与あたえられていたのだ。

「ストライカーとは、その全ぜん責せき任にんを負おい、最さい後ごの一秒びょうまで戦たたかう人にん間げんのことですよ。」

　絵え心ごは、潔いさぎと蜂ばち楽らに視し線せんを移うつす。

「倒たおれたイガグリじゃなく、自じ分ぶんよりランキングが上うえのやつを倒たおそうとした、潔いさぎ世よ一いち。……そこから球ボールを奪うばい、一いち番ばん強つよい者ものを倒たおそうとした、蜂ばち楽ら廻めぐる。……それこそが、集しゅう団だんの常じょう識しきに左さ右ゆうされない、己おのれのためだけの勝しょう利りへの執しゅう念ねんであり……俺おれが求もとめる、ストライカーのエゴイズムだ。」

　ただひたすらに貪どん欲よくに、己おのれの勝しょう利りだけを求もとめる、エゴイスト。

〝青い監獄ここ〟では、そんなストライカーだけが生いき残のこれる……。

「そこから逃にげた、お前まえの負まけだ。吉き良ら涼りょう介すけ──帰れファック・オフ。」

　吉き良らは、だらりと両りょう手てをさげ、うつろな瞳ひとみで虚こ空くうを見みつめた。

「……だって、アイツが……、急きゅうに……蜂ばち楽らが、来きたから……Ｑ急に、Ｂ蜂楽が、Ｋ来たからぁ……！」

　壊こわれたようにくり返かえす吉き良らは、以い前ぜんとは何なにもかもが変かわってしまっていた。

「吉き良ら……くん……。」

　口くちに出だしてから後こう悔かいした。

　血ちがにじむほど下した唇くちびるを嚙かみしめ、こちらをにらむ吉き良らに、かけられる言こと葉ばなどなかった。

「間ま違ちがってる……、こんなの……、絶ぜっ対たい……。」

　最さい後ごにそう絞しぼり出だして、吉き良らは部へ屋やから出でていった。

　その後うしろ姿すがたが、とてつもない罪ざい悪あく感かんとともに、潔いさぎの脳のうに焼やきつく。

　何なにやってんだ、俺おれは……!?

　なんで、蹴けった……!?

　吉き良らくんのサッカー人じん生せいを、俺おれが、終おわらせた──。




　なのに、なんで俺おれは──こんなに、昂たかぶってる……!?




　……違ちがう。俺おれのせいじゃない。

　ちらりと、蜂ばち楽らを見みる。

　目めが合あうと、蜂ばち楽らは、ぺろっと舌したを出だしてみせた。

　やっぱりそうだ。さっきの蜂楽アイツの動うごきは、キックミスなんかじゃなく、俺おれへのパスだった。

「お、お前まえ……、なんで俺おれにパスしたんだよ!?　あのまま俺おれが蹴けらなかったら、お前まえは失格アウトだったんだぞ……!?」

　すると蜂ばち楽らは、「んー？」と首くびをかしげて、すぐにへらへらと笑わらい出だした。

「だって、蹴けると思おもったもん。そんなカオしてたー。」

「は……？」

「だって、ここは結けっ果かが全すべてでしょ？　──アンタを信しんじた、俺おれの勝かち♪　っしょ？」

　ぱちんとウインクされ、潔いさぎは絶ぜっ句くする。

　外はずせば即そく失格アウトの状じょう況きょうで、俺おれを信しんじて賭かけに出でたっていうのかよ!?

　蜂楽コイツ、絶ぜっ対たいイカれてる……!!

　あきれている潔いさぎのそばで、五十嵐いがらしがぽつりとぼやいた。

「こんな理り不ふ尽じんなことが、この先さきも続つづくのかよぉ……。」

　すると、画が面めんの中なかの絵え心ごが、「理り不ふ尽じん……？」とつぶやいた。

「理不尽そうですよ。これが、勝しょう負ぶの世せ界かいですから。……お前まえらが軽かる々がるしく憧あこがれてるワールドクラスのストライカーは、こんな勝しょう負ぶの日にち常じょうを、命いのち懸がけで生いき抜ぬいてる。──どうですか？　生うまれて初はじめて、人じん生せいを懸かけて戦たたかった気き分ぶんは？」

　生いき残のこった高校生ストライカーたちは、はっと顔かおを引ひきしめた。

「ビビったろ？　シビれたろ？　これが、〝青い監獄ブルーロック〟の常じょう識しきだ。痛つう感かんしたろ？　お前まえらが過すごしてきた毎まい日にちが、いかにヌルく、貧ひん弱じゃくなサッカー人じん生せいだったかって！」

　そして。

　震ふるえただろ？

「やった……俺おれは、生いき残のこった。」って──。

　絵え心ごは、自じ身しんの頭あたまをトントンと指さす。

「それが〝勝しょう利り〟だ。よーーーーく脳のうに刻きざんどけ。」

　その口くち元もとが、にたりと裂さけた。




「おめでとう。〝青い監獄ブルーロック〟入にゅう寮りょうテスト合ごう格かくだ。」




　部へ屋やに残のこったのは、ちょうど十一人にん。

　ここにいるやつらが、これから生せい活かつを共ともにする、運命共同体イレブン。

　時ときに協きょう力りょくし、時ときに裏うら切ぎり、夢ゆめを削けずり合あうライバル──〝青い監獄ブルーロック〟、チームＺゼット!!
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第3話　〝かいぶつ〟







〝青い監獄ブルーロック〟へ来きて三みっ日か。

　着ついて早そう々そう、「体たい力りょくテスト」と称しょうして、まずは個こ々この能のう力りょく値ちを測そく定ていされた。

　ランニング・テストでは、時じ速そく20キロメートルで、走はしり続つづけられる時じ間かんを測はかる。

　時じ速そく20キロメートルといえば、１００メートルを十八秒びょうで走はしる速はやさだ。ランニングマシンの上うえをひたすら走はしるだけだが、これが、気きが遠とおくなるほど苦くるしい。

　息いきも絶たえ絶だえの潔いさぎに、横よこからうるさい声こえが飛とんでくる。

「潔いさぎ！　イガグリ！　お前まえら、体たい力りょくショボすぎ！　そんなんでよく世せ界かい一いちのストライカーとか言いえたな!?」

　ＢＬブルーロックランキング　二百九十四位い　雷市ライチ陣じん吾ご。

　キッとつり上あがった目めに、金きん髪ぱつ。持じ久きゅう力りょくはチームＺゼットいちだが、とにかくケンカっ早ぱやくて、口くちが悪わるい。

「ハッハー♪　俺おれに負まけて泣なく前まえに帰かえれよ、凡ぼん人じんどもが！」

　潔いさぎと、いつの間まにか「イガグリ」というあだ名なが定てい着ちゃくした五十嵐いがらしは、ここでも最さい底てい辺へんを競きそい合あっていた。

「く……はぁ……！」雷市ライチに何なにか言いい返かえしてやりたいが、潔いさぎはしゃべることもできない。

「うるせ……ぼぇーーっ！」しゃべろうとしたイガグリが、見み事ごとに吐はいた。

　ランニングマシンから転ころがり落おちた潔いさぎとイガグリに、横よこから、水みずの入はいったペットボトルが差さし出だされた。

「大だい丈じょう夫ぶ？　潔いさぎくん。水みず、いる？」

　ＢＬブルーロックランキング　二百九十三位い　久く遠おん渉わたる。

　開ひらいてるのか閉とじてるのかわからないほど細ほそい目めが特とく徴ちょうで、気き配くばり上じょう手ずの頼たよれるやつだ。

「別べつにアイツの言いうことなんて、気きにする必ひつ要ようないよ。俺おれたちは、やれることやろうよ。」

「ありがと……。」

　チームのやつらには、嫌いやなやつもいるし、いいやつもいる。

　水みずを飲のんで呼こ吸きゅうを整ととのえたら、次つぎはジャンピング・テスト。

　垂すい直ちょくに跳とんで、地じ面めんからの距きょ離りを測はかる。

「せーのっ。」

　久く遠おんと潔いさぎは、同どう時じにジャンプした。

　潔いさぎ、61センチメートル。

　久く遠おん、68センチメートル。

（うぉ、高たけぇ!?　この人ひとも身しん体たい能のう力りょくやべぇ……!!）

　身しん長ちょう差さがあるものの頭あたまひとつ分ぶん以い上じょう高たかく跳とんだ久く遠おんは、不ふ思し議ぎそうに潔いさぎを見みた。

「あれ？　潔いさぎくん、今日きょう調ちょう子し悪わるい……？」

「あ、まぁ……。はは……。」

　とりあえず、笑わらってごまかす。

（ＭＡＸマックスの力ちから出だして、これなんだけどなぁ……。マジ、自じ信しんなくすわぁ……。）

　……正しょう直じき、周まわりについていくので、いっぱいいっぱいだ。




　キーンコーンカーンコーン。

　トレーニングジムの中なかに、チャイムが響ひびいた。

「……あ。」

「飯めしの時じ間かん！」

〝青い監獄ここ〟では、分ふん刻きざみで生せい活かつがプログラムされている。

　食しょく事じは、広ひろい食しょく堂どうで、各かく自じで食たべる。

　基き本ほんのメニューは、ご飯はんと味み噌そ汁しる。さらに、モニターにバッジをかざすことで、ランキングに応おうじたおかずが一品ぴん与あたえられる。

　潔いさぎがバッジをかざすと、ウィーンと配はい給きゅう口ぐちが開ひらいて、ちょこんと、カップの納なっ豆とうが出でてきた。

（うわ……。また納なっ豆とうだけかよ……。）

「いいなぁ、納なっ豆とう……。俺おれなんか、ずっと、たくあんだぜ？」

　それを見みて、となりにいたイガグリが心しん底そこうらやましそうな声こえを出だす。イガグリは、貧ひん相そうなたくあんがほんの数すう切きれだけのった小こ皿ざらを手てにしていた。

「どんまい、イガグリ……。」

（たくあんに比くらべりゃ、まだマシか……。）

「いいよなぁ、ランキング上じょう位い者しゃは……。見みろよ、アイツなんか、ギョーザだぜ？」

「マジかよ。うらやましすぎる……！」

　イガグリが視し線せんを移うつした先さきにいたのは、同おなじチームＺゼットのメンバーだ。

　ＢＬブルーロックランキング　二百九十六位い　我が牙が丸まる吟ぎん。

　ひょろりと細ほそ長ながい体からだに、長ながい髪かみをお団だん子ごにまとめている、ちょっと風ふう変がわりな男おとこ。

　我が牙が丸まるは、しばらくじっとギョーザを見みつめると、おもむろに手てを伸のばし、わし摑づかみにして食たべ始はじめた。

（う、噓うそだろ。手てで食たべてる!?）

「あの人ひと……なんで、箸はし使つかわないんだろ!?」

「ありゃあ、宗しゅう教きょう上じょうの問もん題だいか、熊くまに育そだてられたかのどっちかだな……。」

　潔いさぎとイガグリがコソコソ話はなしていると、我が牙が丸まるのギョーザを、横よこからパッと奪うばい取とった者ものがいた。

「ギョーザ一個こいただき♪」

　ＢＬブルーロックランキング　二百九十七位い　成なる早はや朝あさ日ひ。

　小ちいさくてすばしっこく、いつもちょこまかと動うごき回まわっているタイプ。

　ギョーザ泥どろ棒ぼうの成なる早はやは、間かん髪ぱつ入いれずに、ぱくりとそれを口くちに放ほうりこむ。

「おい、チビ、返かえせ……。」

「ごめん、もう食たべた！　ギョーザ、うんまー♪」

　逃にげる成なる早はやを前まえに、イガグリが、あわててたくあんを隠かくした。

「潔いさぎ！　隠かくせ！」

「……いや、俺おれらのは盗とられねーよ。」




　──そんなことをしていると、あっという間まに就しゅう寝しん時じ間かん。

　基き本ほん的てきに、生せい活かつスペースは、最さい初しょの入にゅう寮りょうテストのときのコンクリートの部へ屋やだ。

　そこに、布ふ団とんを十一枚まい、二列れつに敷しいて寝ねる。

　お行ぎょう儀ぎよく寝ねているメンバーもいれば、最さい悪あくなのもいる。特とくに、イガグリは寝ね相ぞうが悪わるいし、雷市ライチはイビキがうるさい。

　そんな中なか、潔いさぎは一人ひとり、ぱっちりと目めを開あけていた。

　この三みっ日か間かん、テストを受うけてハッキリわかった。

（このままじゃ、俺おれは絶ぜっ対たい、脱だつ落らくする──！）

　たまらず、がばっと起おき上あがる。

　正しょう直じき……不ふ安あんで寝ねれねぇ……。寝ねてる場ば合あいじゃねぇ!!

　だって、みんな俺おれよか優ゆう秀しゅうで、勝かてる気きしねーし！

　身しん体たい能のう力りょく負まけてるし！

　納なっ豆とうしか食くってねーし!!

　みんなと同おなじメニューをこなしているだけじゃ、確かく実じつに置おいていかれる。

「練れん習しゅう、練れん習しゅう……。」

　チームメイトを起おこさないように、こっそりと、部へ屋やを抜ぬけ出だした。

　あのとき……なんで、吉き良らくんにむけて蹴けったのかは、いまだによくわからない。

　それでも、たしかに俺おれは、勝かち残のこってここにいる。

　これから、〝青い監獄ここ〟でどんな戦たたかいが待まっているかはわからないけど、じっとなんてしてられない！

「……ゔぇっ!?」

　廊ろう下かを走はしっていると、突とつ然ぜん、後こう頭とう部ぶにボールがぶつかってきた。

「いーさぎ♪　自じ主しゅ練れん？　だったら、俺おれと一いっ緒しょにやろ？」

　振ふり返かえると、蜂ばち楽らがいた。

「……おう。」

「１ワン　ｏオｎン　１ワンね♪」

　蜂ばち楽らはにこっと笑わらうと、潔いさぎをフィールドへ誘さそった。




　潔いさぎたちの生せい活かつしている棟とうには、チームＺゼット専せん用ようの室しつ内ないトレーニングフィールドがある。

　実じっ際さいのコートを模もした場ば所しょで、いつでも練れん習しゅうができるのは貴き重ちょうだ。

「なぁ、蜂ばち楽ら……。やる前まえに、一個こ訊きいていい？」

「ん？　なに？」

　ユニフォームに着き替がえ、準じゅん備び運うん動どうをしながら、潔いさぎはずっと訊ききたかったことを口くちにした。

「〝オニごっこ〟のとき、お前まえ、俺おれにパスしたじゃん。」

「うん。」

「あれって、『俺おれが吉き良らくんにブツけると思おもったから。』って言いってたけどさ──なんで、そう思おもったの？」

　きっと蜂ばち楽らなら、パスじゃなく、吉き良らくんに直ちょく接せつブツけることだってできたはずだ。

　それなのに、なんでわざわざ、俺おれに……。

　蜂ばち楽らは、「うーん……。」と視し線せんを動うごかし、ボールに足あしをかけた。




「俺おれの中なかに、〝かいぶつ〟がいるから。」




　それが、開かい始しの合あい図ずになった。

　ボールを蹴けり出だした瞬しゅん間かんから、蜂ばち楽らは、別べつ人じんのような空くう気きをまとう。

（は!?　〝かいぶつ〟……？）

「サッカーしてるときだけね、そいつは出でてきて言いうんだ。『ゴールを奪うばえ。』『もっと踊おどれ。』って。」

　話はなしながらも、蜂ばち楽らは予よ測そく不ふ能のうな動うごきで、潔いさぎを抜ぬこうとする。

（くっ……、抜ぬかせるかよ……！）

「でも、あのときはさ。俺おれの中なかの〝かいぶつ〟が言いったんだ──『潔アイツにパスを出だせ。』って。『潔アイツの中なかにも、〝かいぶつ〟がいる。』って。」




　俺おれの中なかの、〝かいぶつ〟……？




　蜂ばち楽らは、ボールを軽かるく浮うかせると、ふわりとかかとでトラップして、軽かる々がると潔いさぎを抜ぬいた。

　すでに汗あせだくの潔いさぎに対たいし、蜂ばち楽らは涼すずしい顔かおで、ぴたりとボールを止とめる。

「直ちょっ感かんってやつだよ。俺おれは、その声こえに耳みみをすませてサッカーをする。そんだけ。」

　そして、潔いさぎのほうを振ふりむき、さも当とう然ぜんのように言いう。

「聞きこえるでしょ？　〝かいぶつ〟の声こえ。」

（……何なに、言いってんだよ、コイツ……。）

　蜂ばち楽らの言いっていることは、いまいち、ピンとこない。

　でも……あのとき、ボールを蹴けったのは、間ま違ちがいなく潔いさぎ自じ身しんも知しらない〝自じ分ぶん〟だった。

　知しりたい。俺おれの中なかの、〝かいぶつ〟の正しょう体たい……！

　それが俺おれの、〝青い監獄ブルーロック〟で生いき残のこる突ヒ破ン口トかもしれない！

「メッシもＣクリスティアーノ・ロナウドも、ノエル・ノアも、凄すげぇやつは、みんな心こころの中なかに〝かいぶつ〟を飼かってる。きっと、それがストライカーの証あかしなんだ。……俺おれは、そう信しんじてる。」

　話はなしている間あいだも、蜂ばち楽らは絶たえずボールを遊あそばせている。コントロールしているというより、一いっ緒しょに遊あそんでいるような……むしろ身体からだの一いち部ぶのような。蜂ばち楽らの技プレーは、そんなふうに見みえるから不ふ思し議ぎだ。

　ふと、ボールが高たかく浮うき上あがった。そのむこうで、蜂ばち楽らがまっすぐこちらを見みつめている。




「だから、潔いさぎ……俺おれは、〝青い監獄ここ〟に来きてよかった。潔いさぎに逢あえたから。」




　急きゅうに真しん剣けんな眼まな差ざしでそう言いったかと思おもうと、次つぎの瞬しゅん間かんには、子こどものように、にこっと笑わらう。

「じゃあ、もっかいね！」

「おぉ……。」

　なんなんだよ、蜂ばち楽ら……。

　サッカーめっちゃ上う手まいし。

　言いってること意い味みわかんねーし。

　やってることめちゃくちゃだし……。

　でも──。

「来こい♪」

　その声こえを合あい図ずに、もう一いち度ど、潔いさぎは走はしり出だす。




　蜂楽コイツは、俺おれに勇ゆう気きをくれる。




　スライディングを仕し掛かけるも、簡かん単たんによけられた。

　相あい変かわらず、蜂ばち楽らは楽たのしそうに笑わらっている。

「にゃは♪　そうそう！　あのときも、そんな眼めしてたぁ！」

　負まけてられない。蜂ばち楽らにも、他ほかのやつらにも。

　絶ぜっ対たい、生いき残のこってやる……！

　ピンポンパンポーン。

　そのとき、白はく熱ねつしていた空くう気きをさえぎるように、チャイムが鳴なった。

「えー……三みっ日か間かんにわたる体たい力りょくテストの集しゅう計けいが終おわりましたー。速すみやかに部へ屋やに戻もどり、最さい新しんランキングを確かく認にんせよ。」

　チームＺゼットの部へ屋やに戻もどると、すでに全ぜん員いん起おきていて、なにやら騒さわいでいた。

　潔いさぎたちが入はいっていくと、すぐにイガグリが声こえをかけてきた。

「あ、潔いさぎ！　みてみて、俺おれ！　ランキング三百からめっちゃ上あがってんだけど!?　ほら、二百七十五位い！」

「え!?　すげぇじゃん！」

　イガグリから、「お前まえのも！」とうながされて確かく認にんすれば、「二百七十四位い」だった。

「また俺おれの一個こ上うえかよー。ライバルだなー！」

　イガグリは、どこか嬉うれしそうに言いう。

　そんな話はなしをしていると、モニターの画が面めんがついた。

「やあやあ、お疲つかれ。才さい能のうの原げん石せきどもよ。〝青い監獄ブルーロック〟の暮くらし、楽たのしんでるかーい？」

　さすがに見み慣なれてきた、絵え心ご甚じん八ぱちだ。

「フザけんな。楽たのしめるかよ!?　こんなクソみたいな環かん境きょうで、マジでサッカー上う手まくなんのかぁ!?」

　常つねにケンカ腰ごしの雷市ライチが、さっそく嚙かみつく。

「そーだよー。もっとちゃんとご飯はんたべたーい。」と成なる早はやが言いえば、「お前まえ……俺おれのギョーザ食くったろが。」と、我が牙が丸まるがにらんだ。まだ根ねに持もっているらしい。

「環かん境きょうがクソなのは、お前まえらがサッカー下へ手たクソだから当とう然ぜんだ。バーカ。」

　絵え心ごはぴしゃりと言いい放はなつ。

　それから、こう切きり出だした。

「……少すこし、〝青い監獄ブルーロック〟の話はなしをしよう。」

　この〝青い監獄ブルーロック〟には、壱いち～伍ごまで、全ぜん部ぶで五つの棟とうが存そん在ざいする。

　さらに、各かく棟とうに五チームずつ、合ごう計けい二十五チームが生せい活かつしている仕し組くみだ。

「ちなみに、〝オニごっこ〟で各かく部へ屋や一人ひとりずつが既すでに脱だつ落らくしていて、現げん在ざい〝青い監獄ブルーロック〟の残のこり人にん数ずうは二百七十五名めいです。」

　それを聞きいて、イガグリから笑え顔がおが消きえた。

「え、じゃあ、二百七十五位いの俺おれ、最さい下か位いのままじゃん……！　ぬかよろこんだー……。」

　さらに、それぞれのチームは、ランキング一位いから、ＢビーからＺゼットのアルファベット順じゅんに分わけられている。

　つまり──。

「お前まえらのいるチーム『Ｚゼット』は、五つの棟とうの中なかでも最さい低ていランク──「伍ご」号ごう棟とう。さらに、その中なかの最さい底てい辺へん、二百六十五～二百七十五位いのランキング者しゃが集あつまるチームだ。」

　俺おれより優ゆう秀しゅうなコイツらですら……、最さい底てい辺へん……!?

「……マジかよ。こんなクズどもと一いっ緒しょにすんなよ。」

　雷市ライチが、聞きこえるように舌した打うちをした。

「あぁん!?」

「誰だれがクズだ、コラ？」

　それをイガグリと國くに神がみがにらみ、久く遠おんが止とめに入はいる。

「ランキング上じょう位い者しゃは、上うえのランクの棟とうでいい飯めしといいトレーニングを得えて、トップストライカーのための最さい高こう位いの生せい活かつを送おくっている。──ここでは、仕事サッカーができるやつが王おう様さまだ。いい生せい活かつがしたけりゃ、勝かってのし上あがれ。」

　その言こと葉ばに、みんなの顔かおつきが変かわった。

　潔いさぎの心こころも、静しずかに燃もえ上あがっていた。

　俺おれはまだ、〝青い監獄ブルーロック〟の下から二番目ブービー。

　ここから、のし上あがって、生いき残のこる──！




「それではこれより、〝青い監獄ブルーロック〟一いち次じ選考セレクションを始はじめます。」





第4話　今いまこそ







　時とき、同おなじくして──某ぼうホテルの一いっ室しつでは。

　男おとこが二人ふたり、むかい合あって座すわっていた。

　一人ひとりは、ヒゲをたくわえた壮そう年ねんの男だん性せい。

　もう一人ひとりは、まだ幼おさなさを残のこした青せい年ねんだ。

「サッカージャーナルの弐に瓶へいと申もうします。本ほん日じつは、取しゅ材ざいに応おうじていただきありがとうございます。」

　壮そう年ねんの男おとこが話はなし始はじめる。彼かれは記き者しゃのようで、手てには、付ふ箋せんやメモがびっしり貼はられた手て帳ちょうを持もっている。

　これから、青せい年ねんへのインタビューが行おこなわれるようだ。

「早さっ速そくですが、キミは少すこし前まえまで、世せ界かい有ゆう数すうの名めい門もんクラブチーム、レ・アールの下か部ぶ組そ織しきに所しょ属ぞくしていた。ただ、規き定ていにより、トップチームでプレーする機き会かいがなく、日に本ほんに帰かえってきた。……ということは、我われ々われは、キミが国こく内ないリーグでプレーする姿すがたを観みられるのかな？」

　質しつ問もんを受うけた青せい年ねんは、頰ほお杖づえをつきながら答こたえた。




「死しんでも、嫌いやっすね。」




　彼かれの名なは、糸いと師し冴さえ──。

　わずか十八歳さいにして、世せ界かいから活かつ躍やくを期き待たいされている、若わかきＭＦミッドフィルダーだ。
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「こんな国くにでサッカーするぐらいなら、ドイツの大だい学がく生せいとやってたほうがまだマシっすね。」

　冴さえは、なんの迷まよいもなく答こたえた。つまらなそうに、自じ分ぶんの爪つめをいじりながら。

　インタビュアーの弐に瓶へいは、やや度ど肝ぎもを抜ぬかれたように、苦にが笑わらいをした。

「えっと……、糸いと師しくん。キミは、ＰピＩーＦフＡァの新しん世せ代だい世界11傑ワールドベストイレブンにも選えらばれていて、ＭＦミッドフィルダーとして世せ界かい中じゅうのクラブチームが欲ほしがる、大だい注ちゅう目もくの若わか手て有ゆう望ぼう選せん手しゅなんだけど……ゆくゆくは、日ひの丸まるを背せ負おって、日に本ほん代だい表ひょうとしてプレーすることに、何なにか期き待たいや抱ほう負ふはあるかな？」

「全まったく興きょう味みないですね。こんな弱じゃく小しょう国こくの代だい表ひょうチームじゃ絶ぜっ対たい世せ界かい一いちになれないし、ＣＬチャンピオンズリーグで優ゆう勝しょうするのが俺おれの夢ゆめなんで。」

　チャンピオンズリーグ──欧おう州しゅうクラブチーム同どう士しが争あらそう、最さい高こう峰ほうのサッカー大たい会かいだ。

　冴さえはさっさと椅い子すから立たち上あがると、ドアノブに手てをかけた。

「この国くにには、俺おれのパスを受うけられるＦヤＷツがいない。俺おれは、生うまれる国くにを間ま違ちがえただけです。」

「あ……、貴き重ちょうな時じ間かん、ありがとう……。」

「おつかれーっす。マネージャー、後あとよろしく。」

　わずか数すう分ふんにも満みたないインタビューに、弐に瓶へいはどっと疲つかれを覚おぼえる。

　冴さえが消きえたドアを眺ながめながら、ため息いきをついた。

　世せ界かい一いちしか興きょう味みのない天てん才さいを満まん足ぞくさせる人にん間げんは、日に本ほんにはいないということか……。




「ちょっと……、もう困こまるよ、糸いと師しちゃん！　マスコミに嫌きらわれちゃうよー。」

　冴さえのマネージャーのジローラン・ダバディが、焦あせった様よう子すで追おいかけてきた。

「どーでもいいよ、こんな国くに。パスポート切きれたから、戻もどってきただけだし。」

「たしかに、そうだけど……。」

　まだ何なにか言いいたげなジローランを無む視しして廊ろう下かを進すすむと、ふと、ホテルの一いっ角かくがやけに賑にぎわっていることに気きづいた。

「……なんか、このホテル、人ひと多おおくね？」

「あー……。なんか、今日きょうはイベントホールで記き者しゃ会かい見けんがあるみたい……。」

　それを聞ききながら、冴さえは足あしを止とめる。

「日に本ほんフットボール連れん合ごう会かい見けん」という文も字じが目めに入はいった。

　イベントホールの中なか、多おおくの記き者しゃたちに取とり囲かこまれた壇だん上じょうには、中ちゅう年ねんの男だん性せいと、若わかい女じょ性せいが座すわっている。

　バックボードには、「ＢＬＵＥブルー　ＬＯＣＫロック　ＰＲＯＪＥＣＴプロジェクト」の文も字じ。

　中ちゅう年ねんの男だん性せい──不ぶ乱ら蔦つた宏ひろ俊としが、マイクを手てに話はなし出だす。

「──というふうに、優ゆう秀しゅうな高こう校こう生せい三百人にんを集あつめまして……日に本ほんをＷ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうに導みちびくための、ストライカーを育いく成せいしようというのが、この──〝青い監獄ブルーロックプロジェクト〟でございます。」

　話はなし終おえた途と端たんに、次つぎ々つぎと記き者しゃたちから質しつ問もんが飛とぶ。

「たしかに、革かく新しん的てきなプロジェクトとは思おもいますが、高こう校こう生せい活かつをなげうってまでやるべきことでしょうか？」

「仮かりに、世せ界かい一いちのストライカーがたった一人ひとり生うまれたところで、日に本ほんがＷ杯ワールドカップで優ゆう勝しょうできるという保ほ証しょうは？」

「一人ひとりのために、他ほかの二百九十九人にんの人じん生せいを台だい無なしにしても構かまわない、と言いってるように聞きこえるんですが……反はん対たいする親おやはいないんですか!?」

　矢や継つぎ早ばやにくり出だされる質しつ問もんに、不ぶ乱ら蔦つたはしどろもどろになりながら答こたえた。

「いや……まあ、一いち応おう本ほん人にんたちの意い思しを尊そん重ちょうしておりますし……！　親おや御ごさんにも書しょ面めんでサインはいただいておりますので……！」

　すると、となりに座すわっていた若わかい女じょ性せい──帝てい襟えりアンリが、静しずかに立たち上あがった。

「人じん生せいが台だい無なし……？」

　アンリは、すうっと息いきを吸すうと、バンッと机つくえを叩たたいた。その音おとに、記き者しゃ陣じんは飛とび上あがる。

「そのとおりです!!　日に本ほんサッカーが次つぎに進すすむためには、このイカれたプロジェクトが必ひつ要ようなんです!!」

　突とつ然ぜん叫さけんだアンリに、当とう然ぜん、会かい場じょうはざわつく。

「おいおい、なんだアイツ……。」

「イカれてんのは、お前まえらだろ……。」

　不ぶ乱ら蔦つたが、「アンリちゃん……？」となだめても、アンリは聞きく耳みみを持もたない。

「……見みてみたくないんですか？　──日に本ほんサッカー界かいに、英えい雄ゆうが誕たん生じょうする瞬しゅん間かんを!!」

　アンリの勢いきおいにのまれた記き者しゃたちは、皆みな、言こと葉ばを失うしなう。

「日に本ほんサッカーは、この四し半はん世せい紀きで、世せ界かいから見みても驚きょう異い的てきなスピードで進しん化かを重かさねてきました。それは、我われ々われ国こく民みんが、本ほん気きで夢ゆめを見みていたからです。」

　プロリーグが発ほっ足そくした一九九二年ねん。

　Ｗ杯ワールドカップ初はつ出しゅつ場じょうを決きめた、一九九七年ねん。

　日にっ韓かん共きょう催さいでＷ杯ワールドカップベスト16まで勝かち上あがった二〇〇二年ねん。

　下げ馬ば評ひょうを覆くつがえし、再ふたたびグループリーグを突とっ破ぱした二〇一〇年ねん。

　そして、優ゆう勝しょう候こう補ほベルギーを追おい詰つめた、二〇一八年ねん──。

「本ほん当とうに惜おしかった。悔くやしかった。〝あと一いっ歩ぽ〟で世せ界かいのトップレベルと肩かたを並ならべられた……。世せ界かいのサッカーファンがそう認みとめるほどに、日に本ほんサッカーは本ほん当とうに強つよくなった。」

　アンリは、まっすぐに記き者しゃたちを見みつめる。




「でも、その〝あと一いっ歩ぽ〟先さきへ行いくために──日に本ほんサッカーは、今いまこそ死しぬべきです。」




　記き者しゃたちの中なかには、顔かおをしかめる者ものや、あきれてため息いきを漏もらす者ものもいた。

　しかし、アンリはただ一人ひとり、壇だん上じょうで微ほほ笑えんでいた。

「だって、先せん人じんたちが夢ゆめ見みたのは『Ｗ杯ワールドカップ出しゅつ場じょう』。そして、『日に本ほんサッカーが世せ界かいに通つう用ようする』と、証しょう明めいすることだった。いつか見みた、私わたしたちの夢ゆめは、もう役やく目めを終おえたんです。」

　アンリは、前まえのめりにマイクを握にぎる。

　そして、記き者しゃたちのざわめきを気きにもとめず、宣せん言げんした。

「なら！　今いまこそ日に本ほんサッカーは、新あたらしい夢ゆめを見みる瞬と間きです！　ここからが、日に本ほんサッカーの新あたらしいステージです！　夢ゆめを失うしなった私わたしたち大人おとなではなく……まだ、何なに者ものでもない高か校れ生ら三百人にんが、次つぎの主しゅ役やくです！」

　糸いと師し冴さえは、いつの間まにか、会かい見けんに釘くぎ付づけになっていた。

　この国くにが──日に本ほんという〝サッカー弱じゃく小しょう国こく〟の何なにかが、変かわろうとしている。




「〝Ｗ杯ワールドカップ優ゆう勝しょう〟という、新あたらしい夢ゆめを見みる勇ゆう気きはありますか？　──その全すべてが、〝青い監獄ブルーロック〟にある!!」




　アンリが、「会かい見けんは以い上じょうです。」と言いうと、圧あっ倒とうされていた記き者しゃたちが、次つぎ々つぎと非ひ難なんの言こと葉ばを浴あびせかけた。

「フザけんな！」

「若わかい才さい能のうをなんだと思おもってるんだ！」

　そんな声こえが四し方ほう八はっ方ぽうから飛とび交かい、場ばは騒そう然ぜんとしている。

　いつまでも会かい見けんを眺ながめている冴さえに、ジローランが声こえをかけた。

「……糸いと師しちゃん。そろそろ行いかないと、スペインに帰かえる飛行機フライトに──。」

「キャンセルだ。」

「え？」

　一いっ瞬しゅん、言こと葉ばの意い味みが理り解かいできず、ジローランはぽかんと口くちを開あけた。

　冴さえは、壇だん上じょうに掲かかげられた「ＢＬＵＥブルー　ＬＯＣＫロック　ＰＲＯＪＥＣＴプロジェクト」の文も字じを鋭するどく見みつめる。

「この日く本ににどんなＦバＷカが生うまれるか、俺おれがこの眼めで確たしかめてやる。」

　祖そ国こくを捨すてた天てん才さいＭＦミッドフィルダー・糸いと師し冴さえの中なかに、ある予よ感かんが渦うず巻まいていた。




〝青い監獄ブルーロック〟──その閉とざされた監お獄りの中なかに、まだ誰だれも見みたことのない〝何なにか〟が生うまれるかもしれない。そんな予よ感かんが──。





＊＊＊






〝青い監獄ブルーロック〟での、一いち次じ選考セレクションの開かい始しが告つげられた。

「一いち次じ選考セレクションは、お前まえらのいる『伍ご』号ごう棟とう五十五名めい──全ぜん五チームによる総そう当あたりリーグ戦せんだ。」

　一いち次じ選考セレクションは、自じ分ぶんたち以い外がいの四チームと対たい戦せんを行おこない、「勝かち点てん」の総そう合ごう得とく点てんを競きそい合あうゲーム。

　試し合あい結けっ果かが、「勝かち」なら３点てん、「引ひき分わけ」なら１点てんが与あたえられ、「負まけ」なら０点てん。

「最さい終しゅう戦せんの結けっ果か、上じょう位い二チームのみが二に次じ選考セレクションへと勝かち上あがる、サバイバルマッチだ。」

「え？　じゃあ、ここにいるチームＺゼット十一人にんが、ひとつのチームってこと？　全ぜん員いん、ＦＷフォワードなのに……？」

　絵え心ごの説せつ明めいを聞きき、最さい初しょに口くちを開ひらいたのは、千ち切ぎり豹ひょう馬ま。肩かたまで届とどく長ながい赤あか毛げが特とく徴ちょうで、中ちゅう性せい的てきな顔かお立だちの青せい年ねんだ。

「他ほかのポジションもやらなきゃなんない、ってことじゃん！　アンタ、ＧＫキーパーやってよ～。ＧＫキーパー顔がおだし♪」

　そう言いいながら、となりに声こえをかけたのは、今いま村むら遊ゆう大だい。ここに来きたばかりのころには「携けい帯たいがなくて女おんなの子こに連れん絡らくができない。」と嘆なげいていた。

　そして、今いま村むらに指し名めいされたのは、伊い右衛え門もん送おく人ひと。がっしりとした体たい格かくに、あごひげ。それだけでも、ずいぶんと大人おとなっぽい風ふう格かくがある。

　そんな伊い右衛え門もんは、少すこし困こまった顔かおをして、「やめろ。俺おれは、頼たのまれたら断ことわれない……。」と答こたえた。

「じゃあ、俺おれがＣＦセンターフォワードな。」

　最もっとも得とく点てんが期き待たいされるＣＦセンターフォワードに雷市ライチが立りっ候こう補ほすれば、

「は？　俺おれだろ。」

「いや、俺おれだ。」

と、國くに神がみと我が牙が丸まるが続つづく。

「イガグリ、お前まえディフェンスな。」

「[image: ]ぁん!?」

　成なる早はやから勝かっ手てにＤＦディフェンダー認にん定ていされたイガグリがキレている。

　潔いさぎは、内ない心しんため息いきをついた。

　ここにいるのは、全ぜん国こくから集あつめられた自エ己ゴ中イ人ス間トたち。全ぜん員いんがＦＷフォワードをやりたがるのは、目めに見みえていた。もちろん、潔いさぎだって、やるならＣＦセンターフォワードだ。

（……というかそもそも、ＦＷフォワード十一人にんでひとつのチームとか、普ふ通つうありえないだろ!?）

　そんなのは、投手ピッチャーしかいない野や球きゅうチームみたいなものだ。

　すると、潔いさぎの心こころを見み透すかしたように、絵え心ごが言いった。

「いいですか？　サッカーは元もと々もと、点てんを取とるスポーツです。本ほん来らいは、十一人にん全ぜん員いんＦＷフォワードで当あたり前まえなんです。」

　絵え心ごは淡たん々たんと言いう。

「お前まえらの中なかに、バカみたいに刷すりこまれている、ポジションや戦せん術じゅつなんてのは、サッカーの進しん化かの歴れき史しで成せい立りつしてきたただの役やく割わりであって、サッカーとは元がん来らい、全ぜん員いんがストライカーであることから始はじまった。──その原げん点てんから、サッカーをやれ。お前まえらの頭あたまで、０ゼロから創つくり直なおすんだよ。」

　絵え心ごの言こと葉ばは常つねに、潔いさぎたちの「当あたり前まえ」を揺ゆさぶる。

　０ゼロから……サッカーを創つくる……？

「今いままでの常じょう識しきなんて信しんじるな。捨すてろ。新あたらしい概がい念ねんを脳のうミソにブチこめ。日に本ほんが世せ界かい一いちになるために、最もっとも必ひつ要ようなことは、〝十一人にんのチームワーク〟じゃない──たった一人ひとりの〝英えい雄ゆう〟なんだよ。」

　例たとえば──メッシ。Ｃクリスティアーノ・ロナウド。ネイマール……。〝スーパースター〟や〝エースストライカー〟と呼よばれる選せん手しゅたちがいる。

「その一人ひとりの存英在雄によって、サッカーは無む限げんに進しん化かする。そいつを止とめるためにディフェンスシステムが創そう造ぞうされ、それを凌りょう駕がするために、また新あたらしい戦せん術じゅつが生うまれるんだ。たった一人ひとりの輝きプレーが、チームを、国くにを、世せ界かいを変かえていく！　それが、サッカーというスポーツだ!!」

　絵え心ごは、にたりと笑わらった。




「戦たたかう準じゅん備びはできてるか？　──その全すべてが、〝青い監獄ブルーロック〟にある!!」




　一いち次じ選考セレクション……これは、「英えい雄ゆう」になるための第だい一関かん門もん。

　きっと、このとき、他ほかのやつらも同おなじことを考かんがえていただろう。




　生いき残のこるのは、俺おれだ。





第5話　サッカーの０ゼロ







「ジャンケン！　ポン！」

「あ。」

「だぁ、クソ！　潔いさぎかよ!!」

（よし、勝かった……！）

　第だい一試し合あいのポジション決ぎめは揉もめに揉もめ、結けっ局きょく、ジャンケンで選えらぶ順じゅん番ばんを決きめることになった。

「じゃあ、みんなで話はなし合あったとおり、勝かった潔いさぎくんから順じゅん番ばんに、やりたいポジション決きめてこー。」

　久く遠おんにうながされ、潔いさぎはぐっとこぶしを握にぎる。

「じゃあ俺おれは……ＦＷフォワードがいい！」

（全ぜん員いんがＦＷフォワードのチームで、ＣＦセンターフォワード……！　責せき任にんは重じゅう大だいだけど、ここで引ひくわけにはいかない！）

　この一次じ選考セレクションでは、合ごう計けい勝かち点てんが下か位いの三チームは敗はい退たいとみなされ、〝青い監獄ブルーロック〟から強きょう制せい退たい場じょう。

　ただし、それぞれの敗はい退たいチームの中なかで、最もゴールをあげた一人だけは、勝かち上あがれるシステムになっている。

　もしも、チーム内ないで最さい多た得とく点てん数すうが並ならんだ場ば合あいは、「フェアプレーポイント」が採さい用ようされ、ペナルティーポイントが少すくない選せん手しゅが勝かち上あがれる。

　つまり──「己おのれのゴール」か、「チームの勝しょう利り」か。ここでも、〝エゴ〟を試ためされているというわけだ。

　第だい一試し合あいは、二時じ間かん後ご。

　チームＺゼットの初しょ戦せんの相あい手ては、チームＸエックス！

「よーし、みんな！　ジャンケンの結けっ果か、第だい一試し合あいはこの布ふ陣じんでいく！　……細こまかい作さく戦せんを練ねってる時じ間かんはないから、ジャンケンに勝かってＣＦセンターフォワードを選えらんだ、潔いさぎくんを中ちゅう心しんに勝かちにいこう！」

　久く遠おんが、ロッカールームのホワイトボードに、試し合あいの布陣フォーメーションを書かき上あげた。

「りょーかーい♪」と、蜂ばち楽らはのんきにゼッケンに腕うでを通とおす。

「フザけんなし！　ランキングしょぼい潔いさぎが中ちゅう心しんとか、勝かてんのかよ!?」

　まだブツブツ言いっているのは、結けっ局きょくＤＦディフェンダーになってしまったイガグリだ。

「文もん句く言いうな、イガグリ。全ぜん員いんＦＷフォワード希き望ぼうで埒らちが明あかねぇから、ジャンケンにしたんだろうが。」

　國くに神がみが、冷れい静せいに言いう。

「アンタ、ＧＫキーパーできんのー？」

「ジャンケンで負まけたからやるだけだ。やりたくてやるわけじゃない。」

　そして、やっぱりＧＫゴールキーパーになってしまった伊い右衛え門もんを、今いま村むらが茶ちゃ化かしている。

「勝かちゃあいいんだろ？　勝かちゃあ！」

　雷市ライチが言いうと、千ち切ぎりは何なにか考かんがえこむような顔かおで、「『勝かちゃあいい』、ねぇ……。」とつぶやいた。

　チームメイトが思おもい思おもいの言こと葉ばを発はっするなか、潔いさぎは深しん呼こ吸きゅうをする。

　正しょう直じき、こんなに早はやく試し合あいをやるなんて、思おもってなかったな……。

　それに、絵え心ごの言いってた「サッカーを０ゼロから創つくる」戦たたかいって、どーゆー意い味みだろ……？

　でも……ジャンケンで勝かてたのは、何なにかの巡めぐり合あわせかもしれない。

　やってやる。世せ界かい一いちのストライカーになるために……!!

「そろそろ時じ間かんだ。」

「いくぞ！」

　チームＺゼットは、ピッチにむかって歩あるき出だした。




　俺おれの人じん生せいを変かえる、〝青い監獄ブルーロック〟の戦たたかいが、いよいよ始はじまるんだ──！







　試し合あいは、第だい伍ご号ごう棟とうのセンターフィールドで行おこなわれる。

　ここには天てん井じょうがないため、〝青い監獄ブルーロック〟では珍めずらしく、空そらが見みえる場ば所しょだ。薄うす暗ぐらい空そらに、星ほしが瞬またたいている。

　驚おどろいたことに、フィールドには、審しん判ぱんがいなかった。

　一いち次じ選考セレクションにおけるファウルなどの判はん定ていは、全すべてＶブイＡエーＲアール──ビデオ・アシスタント・レフェリーによって行おこなわれるらしい。ＶブイＡエーＲアールとは、別べつの場ば所しょで映えい像ぞうを見みながら、判はん定ていを行おこなう審しん判ぱんのことだ。

「来きたぞ、チームＸエックス。」

　國くに神がみに言いわれて顔かおを上あげると、反はん対たい側がわの入いり口ぐちから、チームＸエックスの十一人にんが、ぞろぞろと歩あるいてくるのが見みえた。

　特とくに目め立だつのは、一番ばんにピッチに入はいってきた、長ちょう身しんの10番ばん。

　髪かみを逆さか立だてるようにセットし、左ひだりのこめかみに、×ばつの形かたちに剃そり込こみが入はいっている。表ひょう情じょうの少すくない、ぼんやりとした顔かおだが、まとうオーラは、どことなく他ほかの選せん手しゅと違ちがう気きがした。

『それでは、第だい伍ご号ごう棟とう第だい一試し合あい、四十五分ふんハーフ！　──チームＸエックス[image: ]チームＺゼット　開戦キックオフ！』

　ここからは、何なにが起おこるかわからない、未み知ちの九十分ぷんだ。

　俺おれが、この試し合あいのＣＦセンターフォワード……。

　それを意い識しきすると、つい体からだがこわばる。

「ビビってる、潔いさぎ？」

　キックオフを任まかされた蜂ばち楽らが、ボールを蹴ける前まえに、声こえをかけてきた。

「楽たのしも♪　でなきゃ勝かてないよ、サッカーは！」

　誰だれだって、多た少しょうは肩かたに力ちからが入はいりそうなこの場ば面めんでも、蜂ばち楽らは柔やわらかく笑わらっている。

「……おう。」

　そうだな、ビビる必ひつ要ようなんかない。

　どうせ俺おれは、ここじゃ底てい辺へん選手プレイヤー。戦たたかって、昇のぼっていくだけだ!!

　ＫＩＣＫキック　ＯＦＦオフ！　蜂ばち楽らからボールを受うけ取とり、試合開始ゲームスタートだ。

　潔いさぎが走はしり出だすと、前ぜん方ぽうから一いっ気きに三人にんの敵てきが迫せまってきた。

（うわ！　すげー、来きた！）

　さすがに、三人にん……は、抜ぬけないな！

　立たて直なおすしかない！　いったん、蜂ばち楽らに戻もどして──。

「あ。潔いさぎ、うしろ……。」

　そんな蜂ばち楽らの声こえが聞きこえた瞬しゅん間かん、潔いさぎのボールが奪うばわれた。

「え……!?」

　敵てきか──と思おもいきや、ボールを奪うばい取とったのは、味み方かたの雷市ライチ陣じん吾ご！

「は!?　ちょ……！　何なにやってんだ、仲間チームだろ!?」

　すると雷市ライチは、目めをギラつかせて笑わらう。

「一いち番ばん点てん取とったやつが勝かつルールだろ？　チームなんかどうでもいい！　俺おれは、俺おれのやり方かたでやるぜ！」

「わかってんじゃねーか、ライチ。」

「!?」

　すると今こん度どは、國くに神がみが雷市ライチのボールを奪うばい取とった。

「それが〝青い監獄ここ〟のやり方かたなら、正せい々せい堂どう々どうと、俺おれも一人ひとりで戦たたかわせてもらう。」

「國くに神がみ……、お前まえとは気きが合あいそうだ……！」

　二人ふたりの小こ競ぜり合あいを皮かわ切きりに、チームＺゼットの布陣フォーメーションが崩くずれた。

「おい、何なにやってんだあいつら、味み方かた同どう士しで!?」

「バカかよ!?　俺おれも交まぜろ！」

　ＤＦディフェンダーを任まかされていたはずのイガグリと成なる早はやも、勝かっ手てに上あがってくる。

「ちょっと!?　ポジションは!?」

　久く遠おんがあわてたように止とめても、もはや誰だれも聞きく耳みみを持もたない。

「どけ、オラ!!」

「お前まえがどけ！」

「クソ……。國神オマエ、いい身体フィジカルしてんじゃねーか……！」

　國くに神がみと雷市ライチは、激はげしく体からだをぶつけながら、ボールを奪うばい合あっている。

　と、そこに三人にん目めの足あしが──。

「お邪じゃ魔ましまーす♪　ラッキー、いただき！」

「[image: ]ぁ!?」

　敵てきの選せん手しゅに、ボールを奪とられた。

　しかし──。

「オマエこそ、よそ見みしてんじゃねーよ！」

「点てん取とるのは俺おれだ！」

　今こん度どは、そのボールにチームＸエックスの選せん手しゅたちが群むらがる。

　おいおい、なんだよこれ……!?

　コイツら全ぜん員いん、自じ分ぶんのことしか考かんがえなくなってる!?

「点てんを決きめたやつが勝かち上あがれる」──そんな常識ルールの中なかで、エゴをむき出だせと言いわれたストライカーたちは、敵てき味み方かた構かまわずボールを食くい合あうハイエナだ。

「サッカーを０ゼロから創つくる」って……こんなお粗そ末まつな、ボールに群むらがるお団だん子ごサッカーのことかよ!?

　こんなの、サッカーじゃない！

（どぉする!?　どぉ戦たたかえばいい!?　行いくべきか、俺おれも……!?　どぉする!?）

　潔いさぎは決けつ断だんできず、呆ぼう然ぜんと立たちつくしていた。

　そのとき──密みっ集しゅうする選せん手しゅたちの間あいだを、一人ひとりの男おとこがドリブルで突つき抜ぬけた。

　ボールを奪うばい取とったのは、あの、チームＸエックスの10番ばんだ。

　ゴールにむかって猛もう進しんする10番ばんに、潔いさぎは正しょう面めんから立たちむかう。

（俺おれが、止とめる……！）

　チームＸエックス背せ番ばん号ごう10番ばん──馬ば狼ろう照しょう英えいは、低ひくく、うなるように言いった。




「俺おれの前まえに立たつな。──ブチ殺ころすぞ。」
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第6話　１イチ＝個こ性せい







　潔いさぎは、集しゅう団だんの中なかから、一人ひとり抜ぬけ出だした馬ば狼ろうとマッチアップ。

　長ながい足あしの動うごきに、意い識しきを集しゅう中ちゅうする。

（キタッ……!?　左ひだり……！）

　潔いさぎが動うごいた瞬しゅん間かん、馬ば狼ろうはボールを両りょう足あしで挟はさむと、ぐんっと空くう中ちゅうに浮うかせた。ボールが、ふわりと潔いさぎの頭ず上じょうを飛とび越こえる。

〝足技ヒール・リフト〟……!?

　やばい……クソ、抜ぬかれた！

「ゴメン、久く遠おんくん！　そっち、行いった……！」

　ゴール前まえを、久く遠おんと今いま村むらが固かためる。

「ＯオーＫケー！　任まかせて！」

「大だい丈じょう夫ぶ、２対たい１だ！」

　二人ふたりのＤＦディフェンダーすらも、流ながれるような股また抜ぬきでかわし、ボールに触ふれさせもしない。

（連れん続ぞく股また抜ぬき……!?　なんじゃ、コイツ……!?）

　もはや、馬ば狼ろうの独どく壇だん場じょう。

　単たん独どくでゴール前まえに躍おどり出でた馬ば狼ろうは、ＧＫゴールキーパーの位い置ちを見み極きわめ、ＰＡペナルティエリアの外そとから正せい確かく無む比ひなシュートを放はなつ。

　完かん璧ぺきなコース。ゴールの右みぎ上うえ角すみに突つき刺ささる。

　ＧＫゴールキーパーの伊い右衛え門もんは一いっ歩ぽも動うごけず、呆ぼう然ぜんとボールを見み送おくった。

　馬ば狼ろうがボールを奪うばってから、点てんが入はいるまで、ほんの一いっ瞬しゅんの出で来き事ごとだった。

　デケェし、上う手まい……。

　こんな奴やつに……勝かてんのか、俺おれたち……!?
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「いいか……覚おぼえとけ、下へ手たクソどもが。俺おれにとって、ボールは友とも達だちでもなんでもなく……俺おれを輝かがやかせるための、ただの球きゅう体たい下げ僕ぼくだ。」

　ゴールを決きめた馬ば狼ろうは、勝かち誇ほこったように告つげ、両りょう手てを広ひろげた。




「ピッチの上うえじゃあ、俺おれが王様キングだ。」




　ハイエナたちを統すべる百ひゃく獣じゅうの王おう。

　その圧あっ倒とう的てきな強つよさを前まえに、潔いさぎたちは手ても足あしも出でなかった。

（こんなやつがいんのか……、チームＸエックス……！）

「まだ一点てん取とられただけだ！　心こころを整ととのえよう！」

　久く遠おんが、パンパンと手てを叩たたきながら声こえをかけた。

「そうだよ、みんな！　お団だん子ごサッカーじゃなくて、ポジション守まもってパス回まわせば……。」

　潔いさぎもそれに賛さん同どうすると、雷市ライチがこちらをにらんだ。

「あ？　それじゃあＦＷフォワードのお前まえが点てん取とることになるだろうが。ザコはディフェンスでもやってろ！　お前まえら全ぜん員いん、俺おれにパス回まわしてりゃいいんだよ！」

　雷市ライチが怒ど鳴なると、また「いや、俺おれだ！」、「俺おれだよ、俺おれ！」と始はじまった。

『ピッ！　チームＺゼット、試し合あい再さい開かいしなさい。』

　スピーカー越ごしに注ちゅう意いされ、ようやく、しぶしぶ静しずかになった。

　潔いさぎは、ボールの位い置ちを整ととのえる、一いっ瞬しゅんの間まに考かんがえる。

　……とりあえず、落おち着つけ。まだ試し合あいは始はじまったばっかしだ。

　そもそも、この一いち次じ選考セレクションで何なにを試ためされてるんだろ……？

　いや。とにかく……勝かたないと、いずれチおーれムたＺちは脱だつ落らくすることになる。

（馬狼アイツにさえボールを渡わたさなきゃ、勝しょう機きはあるハズ……！）

　潔いさぎのキックオフで、試し合あい再さい開かいだ。

「蜂ばち楽ら！　俺おれたちだけでもパスつないでこー！」

「おっけー。──あ！」

　それをインターセプトしたのは、なんとイガグリだ。

「ちょ……、イガグリ！　お前まえ、ポジション！」

「バカかよ、潔いさぎ！　点てん取とったやつが生いき残のこるんだよ！　パスなんかもう絶ぜっ対たいしねぇっつーの！　お陀だ仏ぶつ様さまでぇーす♪」

　イガグリはＤＦディフェンダーを放ほう棄きして、前ぜん線せんに突つっこんでいく。

「理り解かいしたぜ、〝青い監獄ブルーロック〟一いち次じ選考セレクション！　勝かとうが負まけようが、知しったこっちゃねぇ！　これは、己おのれの得とく点てん能のう力りょくだけを追つい求きゅうする戦たたかいだぁ！」

　意い気き揚よう々ようと宣せん言げんしたイガグリだが、あっけなく敵てきにボールを奪うばわれた。

「馬ば狼ろう！」

　すると、イガグリからボールを奪うばった敵てき選せん手しゅが、馬ば狼ろうにむかってパスを出だした。

「サイドは任まかせろ！」

「じゃあ俺おれ、逆ぎゃくサイドな！」

「俺おれたちは、中ちゅう盤ばんでカットする！」

「ディフェンスライン頼たのむぞ！」

　チームＸエックスの選せん手しゅたちが、互たがいに声こえをかけ合あう。

（あれ……!?　ヤバい、チコーイムツＸら、まとまり始はじめた……!?）

　先さきほどとは空くう気きが変かわった。チームＸエックスに、〝連れん携けい〟が生うまれている。

「馬ば狼ろうだ！　馬ば狼ろうをマークしろ！」

「だから、お前まえが言いうな、イガグリ！」

　チームＺゼットは、総そう力りょくをかけて馬ば狼ろうを囲かこむ。

「おいおい、いいのか？　俺おれ一人ひとりに下へ手たクソどもがそんなに集あつまっても？」

「あ……！」

　動うごいたときには、もう遅おそい。

　馬ば狼ろうのヒールパスは、フリーの選せん手しゅの元もとへ。

「スペース、ガラ空あき！」

　チームＸエックスのパスが、いとも簡かん単たんにつながる。

　いまや、チームＺゼットのディフェンスラインは総そう崩くずれだ。

「ゴール前まえフリーもらった！」

　馬ば狼ろうを自じ由ゆうにすれば突とっ破ぱされる……。でも、馬ば狼ろう一人ひとりにマークが集しゅう中ちゅうしたら、他ほかの選ヤ手ツらが自由フリーになる！

「止とめろ、伊い右衛え門もん!!」

　イガグリの悲ひ痛つうな叫さけびもむなしく、チームＸエックスに追つい加か点てんだ。

　あっという間まに、２‐０。

　ヤバいぞ……。このままじゃ、負まける……！

「お前まえが奪とられるからだろ、イガグリ！」

「だから、止とめろっつってんだろうがよ！　伊い右衛え門もん！」

「うるさい、お前まえもやってみろ！」

　チアーイムツＸらは、〝チーム〟になった。なのに、チおーれムたＺちはバラバラのままだ！

　さっきまでは、チアーイムツＸらも、俺おれたちと同おなじお団だん子ごサッカーをやってたのに。

　馬狼アイツのゴールで、全すべてが変かわった。

　馬ば狼ろうのプレーが、バラバラだったチームＸエックスに、生命いのちを吹ふきこんだんだ！




　もしも、あのお団だん子ごサッカーを〝０ゼロ〟とするなら……。

　たった一人ひとりでもゴールを奪うばった、馬ば狼ろうのあのズバ抜ぬけたプレーは、──〝１イチ〟！




　あの強きょう烈れつな〝１個性〟が、仲なか間まの指し針しんになる。

　さらに、その〝１イチ〟を中ちゅう心しんに、勝かつための戦せん略りゃくが生うまれる。

　そして……チームが、生うまれるんだ！

　これが、絵え心ごの言いっていた、「０ゼロからサッカーを創つくる」ってことの意い味み……!?

　けれど、気きづいたところで、どうしようもなかった。

　その後ごも次つぎ々つぎと敵てきの加か点てんを許ゆるし、チームＺゼットは一いっ向こうにまとまる気け配はいがない。

　その間あいだに、敵てきチームはどんどん結束チームワークを高たかめていく……！

　苦くるしい。もどかしい。ただ、時じ間かんだけが過すぎていく。

（もう、無む理りだ……。この試し合あいは──。）

　馬ば狼ろうのトドメの一撃ヘディングシュートが、ゴールに叩たたきこまれた。

　５‐０。

　モニターに映うつる数すう字じに、めまいがした。




　俺おれたちの、負まけだ。




　試し合あい時じ間かんは、残のこり三分ぷん。

　チおーれムたＺちだけ、いつまでも、〝０ゼロ〟が〝１イチ〟にならない。

「あー。ずっと走はしらされてるだけだし、あと三分ぷんで五点てんはムリゲーだね……。」

　ハーフラインに戻もどりながら、蜂ばち楽らがのんびりと言いう。

「でも……一点てんならいけるかも。──俺おれと、潔いさぎで。」

　視し線せんをナナメ上うえにむけて、ぽつりとつぶやいた。

「相あい手ても５‐０で気きぃ抜ぬいてるし。ノーマークの一いっ回かいこっきりなら、決きまるかもー……ってやり方かただけど。──やる？」

　蜂ばち楽らの大おおきな瞳ひとみが、潔いさぎをとらえた。

「……やる！」

　このチームには、今いま、プレーをひっくり返かえせるような〝英えい雄ゆう〟はいない。




　それなら──俺おれがこのチームの〝０ゼロ〟を、〝１イチ〟に変かえてやる……！
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第7話　ゴール前まえで逢あおう







「俺おれが相あい手てを引ひきつける。チアーイムツＸらが油ゆ断だんしている今いま、この一回かいだけ。縦たてポン一いっ発ぱつで、お前まえが決きめろ。」

　蜂ばち楽らは、ゼッケンで頰ほおの汗あせを拭ぬぐいながら、潔いさぎにだけ聞きこえる声こえで言いった。

「走はしれ、潔いさぎ。ゴール前まえで逢あおう。」

「ＯオーＫケー。蜂ばち楽ら。」

　キックオフボールを蜂ばち楽らにパスすると、潔いさぎはゴールにむかって、一いっ直ちょく線せんに走はしり出だした。

　チャンスは一回かい。

　誰だれかがゴールを決きめれば、そいつを中ちゅう心しんに、チームが生うまれるハズなんだ！

　だから、俺おれと蜂ばち楽らでゴールを奪うばう！

　それがきっと、次つぎの試し合あいに勝かつための──チームＺゼットの光ひかりになる!!

　蜂ばち楽らは、ＤＦディフェンダーに囲かこまれながらもボールをキープし、潔いさぎの背せ中なかを目めで追おった。

　敵てきの注ちゅう意いを引ひきつけて、ギリギリのタイミングを見み定さだめる。

「ココだね、潔いさぎ──。」

　静しずかにつぶやき、ドンピシャのタイミングでパス。

（来きた!!）

　ゴール前まえ、フリーで抜ぬけ出だした潔いさぎの足あし先さきと、蜂ばち楽らのボールが、出で逢あう。

「ＹイＥエＳス！」

　後こう方ほうで、蜂ばち楽らの歓かん声せいが上あがる。

　さあ、ＧＫゴールキーパーと１対たい１。決きめる……!!

「おい、11番ばん。俺おれより目め立だつな。」

「!?」

　突とつ如じょ、前ぜん方ぽうに黒くろい影かげが現あらわれた。

「王様キングは俺おれだっつってんだろが。抜ぬいてみろ、下へ手たクソ。」

　決けっして獲え物ものを逃のがさない、百ひゃく獣じゅうの王おうの眼めが光ひかる。

　馬ば狼ろう……！

　読よまれてた！　どうする……抜ぬくか!?

　でも、相あい手ては馬ば狼ろうだぞ……いや、勝しょう負ぶだろ!?

　どうする。

　こんなとき、ストライカーなら──……。

「潔いさぎッ！　後うしろ!!」

「パス出だせ!!」

（雷市ライチ……、國くに神がみ……!?）

「俺おれが決きめる！」

「俺おれだ！　こっちだ!!」

　左ひだりサイドから、ノーマークの雷市ライチ。右みぎサイドの國くに神がみは、敵てきのＤＦディフェンダーにマークされている。

　目めの前まえには、馬ば狼ろうの壁かべ。

「己おのれのゴール」か、それとも……。




〝青い監獄ブルーロック〟で生いきるなら──。

　ストライカーとして、生いきるなら──！




　潔いさぎの脳のうが、高こう速そくで回かい転てんする。

　ゴールとの距きょ離り。背はい後ごの雷市ライチと國くに神がみの動うごき。馬ば狼ろうとの１対たい１。

　数すう秒びょう先さきの未み来らい。最もっともゴールの確かく率りつが高たかい選せん択たく肢しは──。

　迫せまり来くる馬ば狼ろうがボールを奪うばおうとした瞬しゅん間かん、潔いさぎはノールックでボールを蹴ける──。
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「あ……。」

　右みぎサイド。國くに神がみ錬れん介すけの左ひだり足あしに、ピタリとボールが収おさまった。




「ナイボー、潔いさぎ……!!」




　無む謀ぼうと思おもえるような長距離射程ロングレンジ。

　それを凌りょう駕がする、國くに神がみのパワーミドルが炸さく裂れつする!!

　強きょう烈れつな身体フィジカルから叩たたき出だされるシュートが、ゴールネットに突つき刺ささった。

「……っしゃ、オラぁ!!」

　チームＺゼットの〝０ゼロ〟が、〝１イチ〟になった。

（パス……、出だしちゃった……。）

　國くに神がみがガッツポーズを決きめるのを見みて、潔いさぎはようやく、それを実じっ感かんした。

　すると突とつ然ぜん、ぐいと胸むなぐらを摑つかまれた。

「何なにやってんだ潔いさぎ!!　フザけんなよ!?」

　雷市ライチが、嚙かみつきそうな勢いきおいで潔いさぎをにらんだ。

「なんで國くに神がみにパス出だしてんだよ!?　アイツより、俺おれのほうが明あきらかフリーだったろが!!」

「いやっ、ちょっと待まって……！　シュート撃うとうと思おもったんだよ。でもなんか、とっさに身体からだが……！」

「お前まえはバカか!?　バカなのか!?　シュート撃うつ気きでパス出だすやつがいんのかよ!?」

　そこに久く遠おんが駆かけつけ、雷市ライチをなだめる。

「やめろ、雷市ライチ！　一点てん取とっただろ!?」

「あァ!?　お前まえもバカか!?　自じ分ぶん以い外がいのやつが点てん取とって、１‐５で負まけて何なにが楽たのしいんだよ!!」

　しかし、雷市ライチの怒いかりはとどまることを知しらず、なおも潔いさぎに詰つめ寄よる。

「ルール聞きいてたか!?　俺おれたちみたいなこんな弱じゃく小しょうチームじゃ、普ふ通つうにやったって負まけるって、この試し合あいでわかっただろ!?　最さい終しゅう的てきに一いち番ばん点てん取とったやつが勝かち残のこんだよ!!　なのに、あのチャンスでパァああス!?　どーゆーつもりで〝青い監獄ココ〟に来きたんだ、お前まえ!?　あァ!?」

「……わかんない。だって、あのパスは……無む意い識しきで……。」

　ようやく、それだけつぶやいた潔いさぎに、雷市ライチは「はァ!?」とあきれたような声こえを上あげた。

「おい、11番ばん。」

　二人ふたりの会かい話わをさえぎったのは、馬ば狼ろうだ。

　馬ば狼ろうは、潔いさぎを冷つめたく見み下おろして言いった。




「ゴール前まえでビビる人ヤ間ツに、ストライカーの資し格かくはねぇぞ。才さい能のうねぇよ、お前まえ。」
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　直ちょく後ご、試し合あい終しゅう了りょうの笛ふえが鳴なった。

　５‐１。第だい伍ご号ごう棟とう第だい一試し合あい──勝しょう者しゃ、チームＸエックス。

　チームＺゼットの初うい陣じんは、完かん敗ぱいに終おわった。

「ちッ！」

　雷市ライチが、乱らん暴ぼうに手てを離はなす。

　バランスを崩くずして芝しば生ふに倒たおれこんで、潔いさぎはしばらく立たち上あがれなかった。

（何なにを、やってんだ、俺おれは……？）

　俺おれが、〝０ゼロ〟を〝１イチ〟にするんじゃなかったのかよ。




　俺おれは、ストライカー失しっ格かくなのか……？





第8話　啓示メッセージ







　負まけ試じ合あいのあとのロッカールームは、それは悲ひ惨さんなものだった。

「そもそも、潔いさぎをＣＦセンターフォワードにしたのが間ま違ちがいなんだよ！　次つぎの試し合あいは、俺おれが１ワントップだからな！」

　雷市ライチはあれ以い来らい、ずっと虫むしの居い所どころが悪わるい。

「いや、俺おれだね！　潔いさぎがショボかっただけで、俺おれがＣＦセンターフォワードなら勝かてるし！」

　ずっとＤＦディフェンダーをやらされていた成なる早はやも、ブーブー文もん句くを言いっている。

「ザコどもは引ひっこんでろよ！」

　雷市ライチが叫さけべば、今こん度どは今いま村むらがそれを鼻はなで笑わらう。

「はぁ？　お前まえこそ、潔いさぎにパスもらえなかったザコだろ!?」

「やんのか、オラァ!?」

「あァん!?」

　ギスギスした空くう気きの中なか、潔いさぎはぼんやりと床ゆかを見みつめていた。

　馬ば狼ろうの言こと葉ばが、頭あたまから離はなれない。

　なんで、パスなんかしちゃったんだろう……。

　これじゃ、〝青い監獄ここ〟に来くる前まえと同おなじだ。

　このままじゃ、ダメだ……!!

「クソッ……！」

　わかっていても、答こたえが見みえない。

　ストライカーとして、〝青い監獄ブルーロック〟で生いき残のこるために、俺おれに何なにが足たりない……？

　チおーれムたＺちが勝かつために、何なにをすればいい……？

「いい加か減げんにしろよ、お前まえら！　遊あそびじゃないんだぞ、これは!!」

　ロッカールームに、久く遠おんの声こえが響ひびき渡わたった。

「俺おれたちは、すでに一度負けたチームなんだ。これがどういう状じょう況きょうか、わかってんのかよ、みんな……!?」

　久く遠おんのただならぬ空くう気きに、それまで騒さわいでいたメンバーたちも、静しずかになった。

「わかんね……、なんなの？」

　首くびをかしげるメンバーたちに、久く遠おんは険けわしい表ひょう情じょうで説せつ明めいする。

「いいか、この一いち次じ選考セレクション──仮かりに、全ぜんチームが２勝しょう２敗はいの互ご角かくだったとした場ば合あいの、勝かち点てんは『６』！　つまり、勝かち上あがるために目もく標ひょうとするべき勝かち点てんは、それを上うわ回まわる『７』！」

　一いち次じ選考セレクションの、一チームの試し合あい数すうは四回かい。

　引き分けドローが多おおければ戦せん況きょうは変かわるが、「２勝しょう１分わけ１敗ぱい」で、勝かち点てんは「７」になる。逆ぎゃくを言いえば、二回かい負まけたら、その時じ点てんで「７」には届とどかない。

　つまり、どのチームも、二回負けたら、限かぎりなく〝赤あか〟に近ちかい、黄き色いろ信しん号ごうの〝敗退区域デッドゾーン〟──。

「チおーれムたＺちはもうすでに、次つぎ負まけたら終おわりのところまできてるんだ……！　自じ分ぶんのことばっか考かんがえて、揉もめてる場ば合あいじゃない。どうやって勝かつかを考かんがえないと、マジで終おわるぞ！」

　ロッカールームが、しん……と静しずまり返かえる。

　このままではマズいことは、たしかに全ぜん員いん、理り解かいしていた。

「……じゃあ、なんかいいアイデアでもあんのかよ？」

「いや……、それはまだ……。」

　久く遠おんは、ぐっと言こと葉ばに詰つまる。

「あるぞ。」

　すると、それまで黙だまっていた國くに神がみが、口くちを開ひらいた。

「俺おれが獲とったあのゴールは、蜂ばち楽らと潔いさぎがいなきゃ絶ぜっ対たい無む理りだった。あのゴールは、勝かつヒントになるだろ。」

「フザけんな、筋きん肉にくバカ！　お前まえがパスもらって、ゴールしまくって、得とく点てん王おうになりたいだけだろ!?」

　雷市ライチが、即そく座ざに反はん論ろんする。

「でも、凄すごいゴールだった！　あの試し合あいのベストゴールはアレだったな！　うん。」

　感かん心しんしたようにつぶやいた蜂ばち楽らだが、なぜか全裸フルチンだ。

「アレをいっぱいやれば勝かてる！　な！　潔いさぎ！　な！」

「蜂ばち楽ら……。（フルチンやめろ……!!）」

　にこーっと満まん面めんの笑えみをむける蜂ばち楽らに、潔いさぎは心こころの中なかで念ねんを送おくった。

「アホか！　あんなまぐれスーパーゴール、何なん度どもポンポン入はいんねーよ！」

　成なる早はやが、全ぜん裸らの蜂ばち楽らにあきれたように言いう。

「つーか、やっぱチーム十一人にん全ぜん員いんがＦＷフォワードって、意い味みわかんねーよ……！　これも、また特とく別べつな意い味みがあんのか？　〝オニごっこ〟のときみたいに、絵え心ごの考かんがえた、エゴイストトレーニングってやつ……？」

　今いま村むらが頭あたまを抱かかえた。

「別べつに……絵心アイツの言いってることが全ぜん部ぶ正ただしいとは、俺おれは思おもってないよ。」

　すると、冷れい蔵ぞう庫こからスポドリを取とり出だしながら、千ち切ぎりが口くちを開ひらいた。

「だって絵え心ごは、Ｗ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうするためにとか言いって、世せ界かい的てきストライカーとしてＣクリスティアーノ・ロナウドとか、メッシとか、カントナとか言いってたけど、そいつらみんなＷ杯ワールドカップ優ゆう勝しょうなんかしてないし。」

　どかっと雑ざつにベンチに腰こし掛かける姿すがたは、その整ととのった顔かおに対たいして、ややギャップがある。

「ただまぁ……『これはサッカーを０ゼロから創つくるための戦たたかいだ。』って言いってたのは、何なにかのヒントなのかな、とは思おもうけど。」

　そう付つけ加くわえた千ち切ぎりを見みて、潔いさぎは、先さきほどの試し合あいで考かんがえたことを口くちにした。

「あのさ、みんな。どうやったら勝かてるとかはまだわかんないけど……『サッカーの０ゼロ』ってことの意い味みなら、俺おれ、わかるかも……！」

　みんなが、潔いさぎのほうをむく。

「なんだよヘタクソ。話はなしてみろ。」

　雷市ライチは、今こん度どは突つっかからずに、潔いさぎの言こと葉ばをうながした。

「さっきの試し合あい──敵てきチームも含ふくめ、最さい初しょはみんな、自じ分ぶんが点てんを獲とることばっか考かんがえてプレーしてたから、あんなお団だん子ごサッカーになったじゃん？」

「うん、まぁ……。アレはサッカーじゃなかったな。」

　潔いさぎの言こと葉ばに、みんなは、バツが悪わるそうに顔かおを見み合あわせた。

「その〝０ゼロ〟を打うち破やぶったのは、馬ば狼ろうの１ワンプレーだ。」

　その〝１イチ〟を指し針しんに他ほかの十人にんがプレーすることで、チームは〝１イチ〟から〝10〟にでも、〝１００〟にでも進しん化かすることができる……。

「だからこそ、必ひつ要ようなのは、〝１イチ〟を生うむ力ちから。圧あっ倒とう的てきな個こ性せい・才さい能のうなんだと思おもうんだ。」

　すると今いま村むらが、感かん心しんしたような声こえを上あげた。

「……なるほどね。ストライカーが〝０ゼロ〟を〝１イチ〟に変かえるヤベェやつで、ＭＦミッドフィルダーとかＤＦディフェンダーは、それを〝10〟とか〝１００〟に変かえる存そん在ざいか……ちょっと納なっ得とく。」

「たしかに、普ふ通つうにサッカーやってたら、あんま深ふかく考かんがえないもんなぁ、そんなこと……。」

　久く遠おんも、うなずいた。

「じゃあ、絵え心ごは、それを俺おれたちに感かんじさせるために、あえて『チーム内ない得とく点てん王おうは順じゅん位いに関かん係けいなく生いき残のこれる』ってシステムを……!?」

　成なる早はやの言こと葉ばに、潔いさぎはうなずく。

「たぶんそう。あのルールのせいで、エゴをむき出だしにさせられた俺おれたちは、ポジションとか戦せん術じゅつとかっていう概がい念ねんを捨すてて、『自じ分ぶん一人ひとりでゴールを奪うばう』ことを強きょう制せいされた……。」




　サッカーとは、チームとは──圧あっ倒とう的てきなストライカーから生うまれる。




「きっと、それが絵え心ごの啓示メッセージだ。」

「うんうん、いい線せんいってるねー。」

　突とつ然ぜん、ロッカールームのモニターがついた。

「やぁやぁ、才さい能のうの原げん石せきどもよ。」

　壁かべに耳みみあり障しょう子じに目めあり。神しん出しゅつ鬼き没ぼつの、絵え心ご甚じん八ぱちだ。

「さっき、お前まえらのいる伍ご号ごう棟とうの第だい二試し合あいが終しゅう了りょうし、チームＶブイが『８‐０』でチームＹワイを破やぶりました。」

　さらりと言いわれた戦せん績せきに、メンバーがざわつく。

「８‐０!?」

「マジかよ……、チームＶブイ、強つよすぎ……！」

　絵え心ごに示しめされた暫ざん定てい順じゅん位いによると、チームＺゼットは第だい四位い──。

「〝０ゼロ〟から〝１イチ〟か。なるほど……考かんがえてることは合あってるけど、お前まえら……肝かん心じんの〝０ゼロ〟を〝１イチ〟にする方ほう法ほうを理わ解かってないみたいだなぁ。……そのためにはまず、〝日に本ほん〟という国くにの話はなしをしよう──。」

　そう話はなし始はじめた絵え心ごの背はい後ごに、日ひの丸まるの国こっ旗きが浮うかび上あがった。

「日に本ほん人じんってのは、役やく割わりを与あたえられるのが好すきなやつらだ。世よのため、人ひとのため、誰だれかのために、役そ割れを全まっとうするのが得とく意いな国こく民みん性せいだ。それが美び徳とくだと思おもってる。」

　その国こく民みん性せいは、スポーツにも置おき換かえられる。

「日に本ほんが世せ界かいと対たい等とうに渡わたり合あえるメジャースポーツ──それは、野球ベースボール。」

　絵え心ごの手てのひらに、ひとつの野や球きゅうボールが現あらわれた。

　野や球きゅうは、ピッチャー、キャッチャー、内ない野や手しゅ、外がい野や手しゅ……わかりやすい役やく割わりに加くわえ、攻こう・守しゅが完かん全ぜんに分わかれたイニング制せい。さらに、タックル等などの身体からだのぶつかり合あいのないフィールド。

　明めい確かくにその役やく割わりを与あたえられ、自じ分ぶんの仕し事ごとに全ぜん力りょくを注そそげばいいこのスポーツは、日に本ほん人じんの特とく性せいに非ひ常じょうに適合マッチしている。

　故ゆえに、強つよい。

「──でも、サッカーは違ちがう。」

　局きょく面めんによって攻こう・守しゅが一いっ変ぺんする、自じ由ゆう度どの高たかいオープンフィールド。

　そして、肉にく弾だん戦せん。

　サッカーは、役やく割わりを全まっとうするだけでは勝かてないようにできている……。

「故ゆえに、必ひつ要ようなのは〝独どく力りょく〟。お前まえ一人ひとりの、個この能力チカラだ。」

　絵え心ごは、手ての中なかの野や球きゅうボールを握にぎりつぶす。ボールはあっけなく破は壊かいされ、ガラスのように砕くだけ散ちった。

「サッカーにおいて、今いま、日に本ほん人じんが世せ界かいに誇ほこれるポジションがどこかわかるか？」

　スクエアメガネの奥おくで、絵え心ごの目めが光ひかる。

「──ＭＦミッドフィルダーと、ＳＢサイドバックだ！　『チームのためにフォア・ザ・チーム』で身みを粉こにし、決きまり事ごとを全まっとうすることで、ストライカーの〝１イチ〟を〝１００〟にするこのポジションに、優ゆう秀しゅうな選せん手しゅが多おおく生うまれるのは当とう然ぜんだ！　そして、この献けん身しんと犠ぎ牲せい心しんがなければ、日に本ほんサッカーはここまで進しん化かしなかったと言いってもいい！　──故ゆえに、革かく命めいは起おきない。」

〝青い監獄ここ〟は、日に本ほんサッカーを根こん底ていから覆くつがえす場ば所しょだ。

「さぁ、才さい能のうの原げん石せきどもよ。意い識しきを書かき換かえろ──。サッカーにおいて得とく点てんを奪うばうというのは、相あい手ての組そ織しきを〝破は壊かいする〟という行コ為ト！　つまり──。」




　ストライカーとは破は壊かい者しゃだ！

　そして、ゴールとは、敵てきの秩序ルールを破は壊かいする、ピッチ上じょうの〝革かく命めい〟だ!!




「ストライカーよ！　決けっして、役やく割わりという枠わくに収おさまるな！　お前まえたちは、秩序ルールの中なかで生いきることを受うけ入いれてはいけない！」

　絵え心ごの言こと葉ばが、電でん撃げきのように潔いさぎの体からだを駆かけ巡めぐる。

　脳のうを直ちょく接せつ揺ゆさぶるように、心こころを駆かり立たてる。

「武ぶ器きを持もて、破壊者ストライカーよ!!　敵てきの組そ織しきを翻ほん弄ろうし！　ねじ伏ふせ！　破は壊かいする!!　己おのれだけの〝武ぶ器き〟を!!」

　俺おれだけの……〝武ぶ器き〟。

「一いち流りゅうのストライカーという生いき物ものは皆みな、何なに者ものにもない唯一無二オリジナルの武ぶ器きを持もっている!!　見み極きわめろ！　思し考こうしろ！　その肉にく体たいと脳のうで、お前まえに何なにができるのかを!!　ゴールという〝革かく命めい〟を起おこすのは、いつだって己おのれの武ぶ器きだ!!　勝しょう利りは、その先さきにしか存そん在ざいしない──。」

　ブツン。

　絵え心ごとの通つう信しんは、一いっ方ぽう的てきに切きられた。

　それでも、絵え心ごの言こと葉ばが、まだ脳のうをしびれさせている。

　俺おれの、俺おれだけの唯一無二オリジナルの武ぶ器き──。




〝武そ器れ〟こそが、この一いち次じ選考セレクションを勝かち抜ぬく突ヒ破ン口ト……！





第9話　スーパーヒーロー







　その日ひの晩ばん──チームＺゼットは、部へ屋やに布ふ団とんを並ならべてから、各おの々おのの武ぶ器きについて話はなし合あっていた。

「俺おれの武ぶ器きは……ドリブル。」

　半はん分ぶん眠ねむそうにうとうとしている、蜂ばち楽らが答こたえる。

「俺おれの武ぶ器きは、華か麗れいなシュートテクニック！　座ざ右ゆうの銘めいは、セクシーフットボール！」

　夜よるでも体たい力りょくの有あり余あまっている雷市ライチが、デカい声こえで言いう。

「俺おれは、肉にく弾だん戦せんかな。」体からだの大おおきな我が牙が丸まるは、少すこし考かんがえて答こたえた。

「俺おれは、裏うらへの飛とび出だし！」すばしっこい成なる早はやらしい武ぶ器き。

「オールラウンドなところかな。」

　いきなりＧＫゴールキーパーを任まかされても対たい応おうしているだけはある、伊い右衛え門もん。

「俺おれは、諦あきらめない心こころ！」

　寺てらの息むす子こらしく、イガグリが答こたえる。

「左ひだり足あしのシュート力りょく。」

　國くに神がみは、先さきの試し合あいで、すでにその実じつ力りょくを証しょう明めいしてみせた。

「スピードとテクニック！」

　これは、プレイボーイ・今いま村むらだ。

「……俺おれは、ジャンプ力りょく。で、次つぎ。潔いさぎくんは……？」

　メモを取とりながら、久く遠おんが尋たずねた。

「武ぶ器き……あー、えっと……なんだろ？」

　振ふられても、潔いさぎはとっさに答こたえられなかった。

「パスじゃね？」と、イガグリ。

「いや、ダメでしょそれ。ストライカーとして……。」

「自じ分ぶんの武ぶ器きも言いえない時じ点てんでダメだよお前まえは。はい、次つぎ！」

　雷市ライチに飛とばされそうになり、潔いさぎはあわてる。

「あ……、待まってよ！　何なにか、考かんがえるから！」

「時じ間かん切ぎれー。」

　我が牙が丸まるにまで、スルーされた。

「じゃあ、潔いさぎくんは考かんがえるとして……次つぎ、ラスト。千ち切ぎりは？」

「……言いいたくない。」

　体たい育いく座ずわりで話はなしを聞きいていた千ち切ぎりは、腕うでに顔かおをうずめて、ぽつりと答こたえた。

「はぁ!?　それぞれが、自じ分ぶんの武ぶ器き言いってこうって話はなしだろがよ。」

「わかってる。ゴメン。でも、言いいたくない。」

　イガグリに詰つめられても、千ち切ぎりは頑がんとして武ぶ器きを話はなそうとはしなかった。

「なんだよ、それ。こんなワガママ女じょ王おう様さまほっといて、話はなし進すすめようぜー。」

　雷市ライチが先さきをうながすと、みんな、それ以い上じょう追つい及きゅうすることはできなかった。

「とりあえず……。」と、久く遠おんはメモを見みつめながら切きり出だす。

「ストライカーには強きょう力りょくな武ぶ器きが必ひつ要ようで、それを基き盤ばんにしてチームを作つくれ、これが勝かつ方ほう法ほうだ、って絵え心ごは俺おれたちに言いった。つまり、それぞれが武ぶ器きをどう活いかすかが、何なによりも大だい事じなことなんだと思おもう。」

「でも、全ぜん員いんがやりたいことやったら、前まえの試し合あいと同おなじじゃないか？」

　伊い右衛え門もんが問もん題だいを投なげかけると、今いま村むらもうなずく。

「武ぶ器きがあったところで、バラバラじゃあ意い味みないよなぁ……。」

　たしかに、そのとおりだ。チームＸエックスとの試し合あいのように、互たがいの個こ性せいを潰つぶし合あっていたら、元もとも子こもない。

「何なにか、方ほう法ほうないかな？　それぞれが輝かがやける作さく戦せんとか……。」

　すると、しばらくメモを見みて考かんがえこんでいた久く遠おんが、ふと口くちを開ひらいた。

「ちょっと待まった……。いや、いけるかも。しかも、これなら全ぜん員いんに平びょう等どうな機会チャンスがある……。」

　何なにやら、ぶつぶつとつぶやいてから、顔かおを上あげる。

「この作さく戦せんなら、勝かてるかも。」

　それから久く遠おんは、誰だれも思おもいもしなかった作さく戦せんを説せつ明めいした。

　チームＺゼットの全ぜん員いんの〝武ぶ器き〟を活いかし、かつ、全ぜん員いんに平びょう等どうに攻こう撃げきの機会チャンスがある戦せん法ぽう──。

「……なるほどな。俺おれは、いいと思おもうけど。」

　伊い右衛え門もんがうなずく。

「うん。つーか、現げん状じょうそれしかない、って感かんじ！」

「まぁ、俺おれにとっちゃ不ふ本ほん意いだけど……勝かつためだ、やるべ！」

　成なる早はやとイガグリも賛さん成せいした。

　チーム全ぜん員いんが賛さん同どうしたのを見み届とどけて、久く遠おんもうなずく。

「よし。じゃあ、決けっ定ていだな。次つぎの試し合あいは、この──『次つぎ俺おれ９ナイン作さく戦せん』でいく！」

（作さく戦せん名めい、ダサッ！）

　……喉のどまで出でかかった言こと葉ばを、潔いさぎはギリギリのところで飲のみこんだ。





＊＊＊






　そして。潔いさぎたちは翌よく日じつから、「次つぎ俺おれ９ナイン作さく戦せん」決けっ行こうのための特とっ訓くんを重かさねた。

　……といっても、別べつにいきなり仲間チームになれたワケではない。

〝負まけたら、サッカー人じん生せいが終おわる。〟

　ただそのことだけが、バラバラだった潔いさぎたちを、ひとつにしていった。




　そんな、ある日ひの夜よる。

　潔いさぎがトレーニングを終おえて食しょく堂どうに行いくと、すでに人ひと気けがなかった。

（誰だれもいねぇ……。走はしりこんでたら、飯めしの時じ間かん遅おそくなっちゃったな……。）

　モニターにバッジをかざせば、さすがに見み飽あきた、小ちいさなカップが出でてくる。

（また、納なっ豆とうだけだ……。）

　しかたなく、トレーにのせて、席せきにつく。

　椅い子すに腰こし掛かけると、とたんに、どっと疲つかれが押おし寄よせた。

「あ～～。疲つかれたぁ。」

　誰だれもいないのをいいことに、なんとなく口くちに出だしてみた。

（みんな、もう寝ねたかなぁ……。風ふ呂ろかな……。）

　しゃべる相あい手てもいないので、黙もく々もくと納なっ豆とうを口くちに運はこぶ。

（〝青い監獄ブルーロック〟へ来きて、一週しゅう間かんぐらい経たったんかなぁ……。サッカー、上う手まくなってんのか、俺おれ……？）

　正しょう直じき……自じ信しんなくすことばっかりだ……。

　みんなみたいに、胸むね張はって言いえるような武モ器ノが、俺おれにはない。

　訊きかれても、答こたえられなかった。それが、情なさけない。




　俺おれの〝武ぶ器き〟って、なんだ……？

　俺おれには、何なにができる？

　ストライカーの才さい能のうって？




　俺おれには、何なにもないのかもしれない……。




「……納なっ豆とう飽あきたぁ。」

　ぽつりとつぶやいた言こと葉ばが、がらんとした食しょく堂どうに、やけに大おおきく響ひびいた。

「お疲つかれ、潔いさぎ。となり、いいか？」

　突とつ然ぜん、横よこから声こえをかけられて、心しん臓ぞうが飛とび跳はねた。

　あわてて納なっ豆とうを飲のみこんで振ふりむくと、いつの間まにか、國くに神がみが立たっていた。

「國くに神がみ……。」

「お前まえのおかず、ずっと納なっ豆とうなの？」

「そうだよ。低ていランキングはこんなもんよ。……あれ？　お前まえ、ご飯はん食たべないの？」

　國くに神がみがトレーを持もっていないことに、首くびをかしげる。

「さっき喰くった。お前まえに用ようがあって来きた。」

　用よう、と言いわれて、潔いさぎは少すこし姿し勢せいを正ただす。

「え？　何なに？」

「言いってなかったなぁ、と思おもって。お礼れい。」

「……なんの？」

　ますますわからず、潔いさぎはきょとんと國くに神がみを見み上あげる。

　すると、國くに神がみは敬けい礼れいのように右みぎ手てを上あげて──。




「パス、あざっす！」




　一いっ瞬しゅん、潔いさぎはぽかんとして國くに神がみを見みつめた。

「え？　……前まえの試し合あいのこと？　わざわざ、それ言いいに来きたの……？」

「おう。俺おれの信しん念ねんは『正せい々せい堂どう々どう』だからな。」

（律りち儀ぎなやつだなぁ……。）

　驚おどろいた。この〝青い監獄ブルーロック〟で、試し合あい中ちゅうのアシストに礼れいを言いわれるなんて。

「そっか……。」

「じゃ、そんだけ。おやすみ。」

「え。あ、ちょっと待まって！」

　立たち去さろうとする國くに神がみを、潔いさぎは思おもわず呼よび止とめた。

「國くに神がみってさ、なんでサッカーやってんの？」

　自じ分ぶんでも、予よ期きせぬ言こと葉ばが口くちから飛とび出だした。

「なんだ、その質しつ問もん。」

　國くに神がみも、驚おどろいたような顔かおでこちらを見みている。

「あ……いや、お前まえって、シュート力りょくとか、身体フィジカルの強つよさとか、俺おれにはない武ぶ器きいっぱい持もってるからさ……。お前まえみたいなすごい人ヤ間ツが、どんなこと考かんがえてんのかなぁ、とか……。あれ、何なに訊きいてんだろ、俺おれ……。」

　言いいながら、どんどん自じ信しんがなくなってきた。

「ゴメン……。なんか、恥はずかしいこと言いってる気きがする。忘わすれて……!!　おやすみなさい……。」

（ああ、もう。変へんなこと、訊きくんじゃなかった……。）

　微び妙みょうな空くう気きの中なか、潔いさぎをじっと見みつめていた國くに神がみが、口くちを開ひらく。




「そんなの、簡かん単たんだ。俺おれは、サッカーでスーパーヒーローになる。」




　そのあまりにまっすぐな瞳ひとみに、潔いさぎは一いっ瞬しゅん、言こと葉ばが出でなかった。

「……へ？」

「子こどものころな、俺おれが憧あこがれたのは、戦せん隊たいヒーローでも、ロボットでも、海かい賊ぞく王おうでもなくて……、緑みどりの芝しば生ふを駆かけ巡めぐって、勝しょう利りのためにゴールを奪うばう、ストライカーたちだった。架空の人物フィクションじゃないあのサッカー選せん手しゅたちは、勇ゆう気きと興こう奮ふんを、俺おれにくれる──実じつ在ざいするスーパーヒーローだった。」

　強つよい意い志しを持もった眼めで、國くに神がみは言いう。

「この世せ界かいのそんな存そん在ざいに、俺おれはなりたい。」

「マジ……で、言いってんの？」

「当あたり前まえだ。」

　即そく座ざに、國くに神がみは答こたえる。

「別べつに神かみさまが無む理りだと言いっても、誰だれかにバカだと笑わらわれても、そんなことどうだっていい。──俺おれは、俺おれの夢ゆめのために、正せい々せい堂どう々どうと世せ界かいと戦たたかう。恥はずかしいことなんて、何なにもない。」

　あぁ。國神コイツは……凄すごい人ヤ間ツだ。

　俺おれにない覚モ悟ノを、國神コイツは持もってる──。

　そんなふうに、堂どう々どうと、自じ分ぶんの夢ゆめを語かたれるだけの強つよさも覚かく悟ごも……今いまの俺おれにはない。

「いいなぁ……。カッコいいよ、お前まえ……。」

　つぶやいたけれど、悔くやしくて、情なさけなくて、顔かおを上あげることはできなかった。

　國くに神がみは、何なにも言いわずに歩あるき出だした。

　部へ屋やに帰かえるのかと思おもいきや、モニターにバッジをかざしている。

　ガコン、と音おとがして、料りょう理りが出でてきた。

「潔いさぎ、一いっ緒しょに喰くうか？」

　振ふりむいた國くに神がみの手ての上うえの皿さらには、ジュゥーッと油あぶらをはねさせる、できたてのステーキがのっていた。

「え……、ステーキ!?　何なにコレ!?　え!?」

　潔いさぎは思おもわず、食しょく堂どう中じゅうに響ひびき渡わたるほどの声こえで叫さけんだ。

　國くに神がみは、壁かべにかかった五ご角かく形けいのボードを指ゆび差さす。

「あそこに書かいてある、ゴールボーナスってやつ。得とく点てん決きめたやつが、ポイントと景けい品ひんを交こう換かんできるシステムらしい。」

　見みればたしかに、１ポイントで「サーロインステーキ」か「マッサージ」を選えらべるようだ。

　さらに、３ポイントで「ケータイ返へん却きゃく」。

　５ポイントで「高こう級きゅう安あん眠みんベッド」。

　10ポイント貯ためれば、「一日にち外がい出しゅつ券けん」……！

（ケータイ！　ベッド!?　欲ほしい！　一日にち外がい出しゅつ券けん……!?）

　いい生せい活かつがしたけりゃ、勝かってのし上あがれ、というのは、あながち間ま違ちがいではないようだ。

　國くに神がみは、潔いさぎのとなりに腰こし掛かけて、ステーキにナイフを入いれる。やわらかな肉にくは簡かん単たんに刃はが通とおり、肉にく汁じゅうがじゅわっとあふれ出だした。

「とりあえず、肉にくにした。てか、あのゴールはさ……半はん分ぶんはお前まえのおかげだから。この肉にくも、半はん分ぶんこだ。」

「え、いいの!?」

　國くに神がみは、切きったステーキの半はん分ぶんを、潔いさぎの茶ちゃ碗わんによそった。

　まだ湯ゆ気げを上あげているツヤツヤのステーキに、ついに耐たえきれず、よだれが垂たれる。

「久ひさ々びさの肉にく……！　ＮノＯー　ＭＯＲＥモア　納なっ豆とう!!」

　絶ぜつ妙みょうな焼やき加か減げんの断だん面めんを、ほれぼれと眺ながめていると、ふと、國くに神がみが言いった。

「つーか、確かく認にんしときたいんだけど。なんでお前まえ、あのとき俺おれにパスした？」

「ん？」

「たぶん、ポジショニング的てきに雷市ライチのほうがフリーだったし。わざわざ、なんでディフェンスくっついてる俺おれにパスくれたんかなぁと思おもって。」

　國くに神がみがまじめな話はなしを始はじめたのを見みて、潔いさぎはあわててよだれを拭ぬぐった。

「あー、あのときは、無む意い識しきっつーか、反はん射しゃでやったけど。今いま、冷れい静せいになって考かんがえたらたぶん……、雷市ライチにパスしたって、目めの前まえに馬ば狼ろうがいるのは変かわんないし……。それよりか、お前まえのミドルシュートのほうが、ゴールの匂においがしたんだと思おもう。威い力りょくは身みをもって知しってたしね。」

〝オニごっこ〟のときに、腹はらに食くらった強きょう烈れつな一いち撃げきを思おもい出だしながら、少すこし茶ちゃ化かすように言いった。

「〝ゴールの匂におい〟……か。」

　國くに神がみが、ぽつりとつぶやく。

「いや、でも本ほん当とうは、自じ分ぶんでゴール狙ねらわなきゃダメだったんだよ。その武ぶ器きが、俺おれにはなかった……。」

　ごまかすように笑わらいながら言いうと、國くに神がみは、「いや……。」とそれをさえぎる。

「あの一いっ瞬しゅんで、そんな判はん断だんを無む意い識しきにできるって、案あん外がい凄すごい能のう力りょくだぞ、それ。──もしかしたら、その〝ゴールの匂におい〟ってのが、お前まえの〝武ぶ器き〟なんじゃね？」

　そう言いって、ぱくりとステーキをほおばる。

「ん!?　バカうま！　喰くえ、喰くえ、潔いさぎ！　冷さめるぞ、ホラ！」

「あ、うん。」

　國くに神がみにせかされ、潔いさぎもステーキにかぶりつく。

　瞬しゅん間かん、じゅわりと肉にくがとろけた。甘あまい肉にく汁じゅうの香かおりが鼻はなから抜ぬけると、この上うえない幸しあわせに包つつまれる。

　一週しゅう間かん、納なっ豆とうしか食たべていない潔いさぎにとっては、まさしく神かみの恵めぐみだ。

「むふぅ♡　でらうまぁ♪」

「はは！　だろ？」

　……でも、このステーキがおいしいのは、きっとそれだけじゃない。

〝青い監獄ここ〟に来きてから、ずっと気きを張はっていた。

　仲間チームといっても、心こころの底そこではみんな敵ライバル同どう士しだ。

　でも、このステーキだけは、國くに神がみからの噓うそ偽いつわりない感かん謝しゃの気き持もちであり、優やさしさであり、励はげましなのだとわかった。

「ありがと、國くに神がみ。なんか元げん気き出でた。お前まえ、いいやつだ！」

　素す直なおにそう伝つたえると、國くに神がみは一いっ瞬しゅん固かたまって、それからプイッと目めをそらした。

「うっせぇ。別べつに、そんなんじゃねーし。」

「ん？　どした……？」

　急きゅうによそよそしくなった國くに神がみを見みて、潔いさぎはにやりと笑わらう。

「……お前まえ、もしかして、褒ほめられんの苦にが手てなタイプ？」

「あーもー、喰くったら寝ねるぞ。」

　いつも冷れい静せいな國くに神がみが、めずらしく照てれたように言いう。

　それから、潔いさぎにむかって、握にぎりしめたこぶしを突つき出だした。




「そんで、次つぎの試し合あい──絶ぜっ対たい勝かつ。」




　潔いさぎも、その手てに、自じ分ぶんのこぶしをコツンとぶつけた。

「おう！」
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第10話　次つぎ俺おれ９ナイン作さく戦せん







　全すべてのチームが初しょ戦せんを終おえ、ついに、チームＺゼットの二回かい戦せん。

　第だい四試し合あい──チームＺゼット[image: ]チームＹワイ!!

「……来きたぞ。」

「うん。」

　雷市ライチの言こと葉ばに、潔いさぎはうなずく。

　ずらりと一列れつに並ならぶチームＹワイ。彼かれらもまた同どう様ように、一戦せん目めを落おとして後あとがない。

「注ちゅう意い人じん物ぶつは、背せ番ばん号ごう９番ばん。シュートテクニックがズバ抜ぬけてる、熊くま本もと県けん大たい会かい得とく点てん王おう──大おお川かわ響ひび鬼き。」

　久く遠おんは、元もと々もと細ほそい目めをさらに細ほそめ、チームＹワイを見みすえた。その視し線せんの先さきには、目め立だつモヒカン頭あたまの選せん手しゅが立たっている。

　チームＹワイ　ＢＬブルーロックランキング二百五十四位い　大おお川かわ響ひび鬼き。
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　得とく点てん王おうの実じっ績せきを持もつ大おお川かわが、チームＹワイの主しゅ戦せん力りょくであることは間ま違ちがいないだろう。

「でも、今こん回かいの俺おれたちには『次つぎ俺おれ９ナイン作さく戦せん』がある。練れん習しゅうの成せい果かを出だすだけだ。」

　チームＺゼットの十一人にんは、自し然ぜんと円えん陣じんを組くんだ。

　初はじめのころは、手てを組くむことすら諦あきらめたチームだ。それが今いま、肩かたを組くんで、生いき残のこりを懸かけた戦たたかいに挑いどもうとしている。

「死しんでも勝かつぞ。チームＺゼット!!」

「おおっ!!」

　負まけたら、終おわり。

　言いい聞きかせるように、潔いさぎはスパイクの紐ひもを結むすび直なおす。

（負まけたら、終おわり……！）

「おしっ！」

　気き合あいを入いれて、顔かおを上あげた。




　チおーれムたＺちは、初しょ戦せんまでとは違ちがう。

　それぞれの〝唯一無二オリジナルの武ぶ器き〟を、この試し合あいで魅みせる……！







「この作さく戦せんの肝きもは、絵え心ごの言いってた〝武ぶ器き〟だ──。」

　数すう日じつ前まえ。作さく戦せん会かい議ぎの中なかで、久く遠おんが提てい案あんした「次つぎ俺おれ９ナイン作さく戦せん」は、こうだ。

「これは、それぞれの〝武ぶ器き〟を活いかすための、超ちょう攻こう撃げき的てきシステム。でも、一人ひとり一人ひとりが無む闇やみに〝武ぶ器き〟を使つかおうとしても、バラバラになる。」

　久く遠おんは、ペンでメモ帳ちょうを指さしながら言いう。

「だから時じ間かんを区く切ぎって、交こう代たいで、一人ひとりずつＦＷフォワードを担になう！」

〝十一人にんのＦＷフォワード〟全ぜん員いんの〝武ぶ器き〟を活いかすために、試し合あいの中なかで全ぜん員いんがＦＷフォワードとして活かつ躍やくできる、見せ場の時じ間かんを作つくろうというのだ。

「一人ひとりの〝武ぶ器き〟を一いち番ばん際きわ立だたせるために、周まわりのやつらは布陣フォーメーションを組くんで、ＦＷそいつがやりたいサッカーをサポートしていく。それを十一人にん分ぶんくり返かえして、全ぜん員いんで回まわしてくんだ。」

「なるほど、平びょう等どうっちゃ平びょう等どうだけど。順じゅん番ばんはどうすんの？」

　久く遠おんのアイデアに相あい槌づちを打うちながら、今いま村むらが尋たずねる。

「そうだな。ランキング順じゅんでいいんじゃないか？」

　久く遠おんが答こたえると、今こん度どは成なる早はやが意い見けんした。

「ＦＷフォワード以い外がいのポジションは？　みんなが一いっ斉せいにポジションチェンジは、混こん乱らんしそうだよ。時じ間かんもかかるし。」

　ＦＷフォワードが入いれ替かわれば、他ほかのポジションも入いれ替かわる。試し合あい中ちゅうに、目めまぐるしい場ば所しょ移い動どうを行おこなうのは難むずかしい。

「いや……ローテーションで、時と計けい回まわりに回まわしていけばいい。近ちかくにズレるだけだから、問もん題だいないハズだ。」

「……それぞれが〝武ぶ器き〟を使つかえるって意い味みじゃあ、理りにかなった作さく戦せんだが。ＧＫゴールキーパーを十一人にんが交こう代たいでやるのは、守しゅ備びの面めんでリスキーすぎるな。」

　初しょ戦せんでＧＫゴールキーパーを務つとめた伊い右衛え門もんは、腕うでを組くんで静しずかに言いった。

「勝かつためだ。ＧＫゴールキーパーは俺おれ固こ定ていでいい。」

　すると、黙だまって話はなしを聞きいていた千ち切ぎりも口くちを開ひらいた。

「俺おれもＤＦディフェンダー固こ定ていでいいよ。〝武ぶ器き〟を使つかうのは、お前まえらでやってくれ。」

　ただ一人ひとり、〝武ぶ器き〟を「言いいたくない。」と断ことわった千ち切ぎりは、それきり黙だまってしまった。

「ハッ！　ここで自じ己こ主しゅ張ちょうできねぇ時じ点てんで、お前まえら才さい能のうねーんだよ！」

　雷市ライチは、伊い右衛え門もんと千ち切ぎりを鼻はなで笑わらうと、ギザギザした歯はを見みせて言いった。

「まぁ、本ほん来らいならやりたくねーけど、今こん回かいはしゃーねぇ。俺おれは乗のるぜ、その作さく戦せん！」

　一番ばんに文もん句くを言いいそうな雷市ライチが認みとめると、他ほかのメンバーも、同おなじようにうなずく。

「ＯオーＫケー。じゃあ、この作さく戦せんは、一人ひとり十分ぷんごと……伊い右衛え門もんと千ち切ぎりを抜ぬいた九人にんで回まわす──通つう称しょう『次つぎ俺おれ９ナイン作さく戦せん』とする!!」







　試し合あい開かい始しのホイッスルが鳴なり、チームＺゼットのボールでキックオフだ。

　國くに神がみからパスを受うけ取とった、最さい初しょの〝ＦＷフォワード〟は、チームＺゼットの自じ由ゆう人じん・蜂ばち楽ら廻めぐる。

「いくよ♪」

　蜂ばち楽らは、にいっと笑わらうと、楽たのしそうにボールを蹴けり出だした。

　蜂ばち楽らの〝武ぶ器き〟は、「ドリブル」。

　踊おどるような足あしさばきで敵てきを翻ほん弄ろうし、行いけるところまで一人ひとりで突とっ破ぱする、超ちょう単たん独どく戦せん法ぽう!!

　蜂ばち楽らは、スイスイとディフェンスをかわしながら、ゴールへむかっていく。

　蜂ばち楽ら作戦フォーメーションでの潔いさぎたちの役やく割わりは、こぼれ球だまを拾ひろって蜂ばち楽らに返かえすか、気きまぐれのパスを受うけて、また返かえすだけのサポート役やく。

　本ほん来らいならばパスをつないでゴールを目め指ざすところを、たった一人ひとりで駆かけ抜ぬけていく蜂ばち楽らに、潔いさぎは思おもわず息いきをのむ。

（これが、蜂楽アイツの望のぞむサッカー!!　圧あっ倒とう的てきな武ぶ器きを持もつ人ヤ間ツにだけ許ゆるされた……エゴむき出だしの戦たたかい方かた！）

「これ以い上じょう、抜ぬかせんな！」

「常つねに２対たい１作つくれ！」

　敵てきチームの二人ふたりのＤＦディフェンダーが、蜂ばち楽らの行ゆく手てを阻はばむ。

「二人ふたりでいいの？　抜ぬいちゃうよ？」

　余よ裕ゆうですり抜ぬけようとした蜂ばち楽らの背はい後ご──そこに、もうひとつの影かげが現あらわれた。

「三人にんでした。」

　両りょう目めが隠かくれるほど、長ながく分ぶ厚あつい前まえ髪がみの選せん手しゅが、いつの間まにか蜂ばち楽らのすぐとなりに迫せまっていた。




「キミのドリブルは研けん究きゅう済ずみです。」




　チームＹワイ　ＢＬブルーロックランキング二百五十五位い　二に子こ一いっ揮き。

「やるねぇ、前まえ髪がみくん。……いったん、戻もどすの巻まき！」

　蜂ばち楽らは、イガグリにボールを戻もどした。

（チアーイムツＹら、こっちの武ぶ器きを消けしてきた!?）

　相あい手てチームの守しゅ備びは、基き本ほん的てきに二人ふたり。そのうちの一人ひとりが積せっ極きょく的てきにボールを奪うばいにいき、抜ぬかれたらもう一人ひとりがカバーするという、「チャレンジ＆アンドカバー」で守まもっている。

　２対たい１で進しん行こう方ほう向こうを制せい限げんし、三人にん目めで挟はさんでボールを奪うばう。

（こんなのは、アドリブでできるワケない。練れん習しゅうして、統とう率そつされてる……！　俺おれたちだけじゃなかった……チアーイムツＹらも、作さく戦せんを練ねってきてる!!）

　こちらが各おの々おのの武ぶ器きと陣じん形けいを調ちょう整せいしてきたように、相あい手てもこちらを調しらべ尽つくしているようだ。

　簡かん単たんに勝かたせてくれない……。

　でも、こっちが攻せめてるのは間ま違ちがいない!!

　ここで負まければ、脱落ファック・オフ。それは、どちらのチームも同おなじことだ。

「蜂ばち楽ら、もっかい！　いける！」

「ほい。」

　イガグリから戻もどったボールを受うけ、蜂ばち楽らが走はしり出だす。

「今こん度どはサイドから来くるぞ！」

「間スペース固かためろ！」

　チームＹワイの選せん手しゅたちが、即そく座ざにアプローチをかけてくる。でも、蜂ばち楽らのドリブルについていくのがやっとだ。

　潔いさぎたちチームＺゼットが、個こ人じんの武ぶ器きを活いかした〝超ちょう攻こう撃げき型がた〟の作さく戦せんならば、敵てきのチームＹワイは、その武ぶ器きを封ふうじる〝守しゅ備び的てき布ふ陣じん〟。

（蜂ばち楽らのドリブルは確かく実じつに効きいてる……！　このまま押おせば、絶ぜっ対たい崩くずせる……！）

　それに──チームＺゼットには、まだ八人にんのＦＷフォワードたちの〝武ぶ器き〟が眠ねむっている。

　もう、チームＸエックス戦せんのときとは違ちがう。

（勝かてる……！）

　潔いさぎが手て応ごたえを感かんじたとき、雷市ライチの「おい、十分ぷん！」という声こえが響ひびいた。

「ほーい。」

　ぽんと蹴けり上あげられたボールを受うけ取とったのは、次つぎなるＦＷフォワード、初しょ戦せんで得とく点てんを決きめた國くに神がみ錬れん介すけ。

「サイド上あがれ!!」

　國くに神がみが叫さけんだ。

　中ちゅう盤ばんの選せん手しゅたちは、一いっ斉せいにゴールにむかって走はしる。

　國くに神がみの〝武ぶ器き〟は「左ひだり足あしのミドルシュート」。

　ボールを持もち上あがるのは味み方かたに任まかせて、自じ分ぶんはフリーで前ぜん線せんへ直ちょっ行こうする。

　そして、守まもりの固かたいＰＡペナルティエリアより手て前まえのスペースでパスを受うけ、そこからシュートを狙ねらう作さく戦せんだ。

　國くに神がみの元もとに、バッチリのタイミングで、雷市ライチからのパス。

「練れん習しゅうどおり！」

　久く遠おんと蜂ばち楽らが、体からだを張はってＤＦディフェンダーを押おさえこみ、シュートコースを開あけている。

「撃うて！」

「今いま、いけるよ！」

　そこに、國くに神がみの強きょう烈れつな左足ミドルシュートを叩たたきこむ!!




　ガッ!!




「!?」

　完かん璧ぺきなタイミングで撃うちこんだはずの球たまは、ＤＦディフェンダーにシュートブロックされる。

（國くに神がみのシュートも防ふせがれた……！　マジで固かてぇな、相あい手てのディフェンス……！）

「おら、クリアぁ!!」

　敵てきのクリアボールを、潔いさぎが奪うばう。ポゼッションは、チームＺゼットのままだ。

「蜂ばち楽ら、もっかい！　ビルドアップやり直なおし！」

「ほい！」

　パスを受うけ取とった蜂ばち楽らは、もう一いち度ど、國くに神がみにチャンスを作つくる。

「２対たい１作つくれ！」

「相あい手て９番ばんの前まえ、スペース消けして！」

　徹てっ底てい的てきに守しゅ備びに回まわるチームＹワイに、潔いさぎは少すこし違い和わ感かんを覚おぼえる。

（つーか、全ぜん然ぜん攻せめてこねーな、アイツら……。守しゅ備び的てき布ふ陣じんっつったって、０点てんじゃ勝かてないのに……。）

　そのとき──ふと、あのモヒカン頭あたまが視し界かいに入はいった。大おお川かわ響ひび鬼きだ。

（大おお川かわ……。そーいやコイツ、全ぜん然ぜん目め立だってねーな。）

　久く遠おんの話はなしでは、チームＹワイの要よう注ちゅう意い人じん物ぶつのはずだが、試し合あい開かい始しから特とくに動うごきを見みせていない。潔いさぎがＤＦディフェンダーの位置ポジションに来きてからも、ゴール前まえでただぼんやりと立たっているだけだ。

（なんで、ずーっと突つっ立たってんだ、アイツ。一人ひとりだけ守しゅ備びしないで、俺おれたちの間あいだで……。）

　得とく点てん王おうの肩かた書がきを持もちながら、試し合あい中ちゅう、微び動どうだにしない大おお川かわは不ぶ気き味みだ。

　その様よう子すはまるで──。

（何なにかを……待ってる……？）

「ナイスパス、蜂ばち楽ら！」

　再ふたたび、國くに神がみにシュートチャンスだ。

「次つぎは、決きめる……！」

　しかし、またも相あい手てのブロックに弾はじかれた。

「だぁ、クソ!!　またかよ!?」

　弾はじかれたボールは、高たかく放ほう物ぶつ線せんを描えがく。

「浮ういた！　セカンドボール！」

　ボールが落おちる先さきにいたのは、二に子こだ。

　その瞬しゅん間かん──大おお川かわが、走はしり出だした。

　大おお川かわは、ディフェンスラインの間あいだを突つっ切きり、ゴールにむかって駆かけ上あがる。

「そう。この瞬間タイミングを待まってた……。」

　そうつぶやいて、二に子こは大おお川かわに照しょう準じゅんを合あわせる。

（しまった！　そーゆーコトか!!　俺おれたちは攻せめてたんじゃない。攻めさせられてたんだ……!!）

　潔いさぎは、ようやく理り解かいする。

　徹てっ底ていした守しゅ備び、動うごかない大おお川かわ……それらは全すべて、この瞬しゅん間かんのための布ふ石せき！




　チコーイムツＹらの本ほん当とうの狙ねらいは──カウンターアタック！




　モヒカンの得とく点てん王おうは、ゴール前まえで完かん全ぜんにフリーだ。

「やっと来きたか、二に子こ！」

　無む表ひょう情じょうだった大おお川かわの口くち元もとが、にやりと歪ゆがむ。

　上じょう空くうに美うつくしい弧こを描えがき、二に子この縦たてパスが大おお川かわに届とどく。

「よろしくです、大おお川かわくん。」

　二に子こは、親おや指ゆびと人ひと差さし指ゆびで輪わを作つくると、スコープをのぞく仕し草ぐさをしてみせた。
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第11話　予よ感かんと直ちょっ感かん







　大おお川かわは、吸すいつくようなトラップでボールを着ちゃく地ちさせると、あっという間まに、ＧＫゴールキーパーと１対たい１になった。

　最さい後ごの砦とりでは、チームＺゼットの守まもりの要かなめ・伊い右衛え門もん送おく人ひと。

（右みぎか!?　左ひだりか!?）

　一いっ瞬しゅんの判はん断だん。

（来くる……!!）

　大おお川かわがシュートのモーションに入はいったのを見みて、伊い右衛え門もんは動うごいた。

　しかし、大おお川かわの足あしは空くうを切きる。

（あれ……!?）

　フェイント──ワンテンポ遅おくれて、大おお川かわのつま先さきが、ボールにちょんと触ふれる。

　飛とびこんだ勢いきおいのまま、体たい勢せいを崩くずした伊い右衛え門もんは、自じ分ぶんの体からだを飛とび越こえていくボールを目めで追おった。

「[image: ]。」

　その口くちから、絶ぜつ望ぼうの声こえが漏もれる。

　熊くま本もとの点てん取とり屋や、大おお川かわ響ひび鬼きのシュートが、ふわりと優やさしくネットに収おさまった。

（うわ、上うん手ま……！）

　マークを振ふり切きっての飛とび出だし、さらにＧＫゴールキーパーのタイミングを外はずすシュートフェイント。

　思おもわずため息いきが出でるほどのプレーだ。

　負まけたら後あとがないこの試し合あい。チームＹワイに、先せん制せい点てんを許ゆるしてしまった。

「もう一点てんいくぞ！」

　大おお川かわは人ひと差さし指ゆびを突つき上あげて、笑え顔がおでフィールドを凱がい旋せんする。

　アイツらは、ただ守まもってたワケじゃなかった……！

　チャンスをうかがってたんだ。ズバ抜ぬけたシュートテクニックっていう──。




　大おお川かわ響ひび鬼きの〝武ぶ器き〟を使つかう瞬間タイミングを……!!




　でも、これでハッキリした。チアーイムツＹらの作さく戦せんは、引ひいて守まもってボールを奪うばい、大おお川かわ響ひび鬼きの個こ人じん能のう力りょくを活いかしたカウンター狙ねらい。

　つまり──大おお川かわを止とめないと、チおーれムたＺちに勝しょう算さんはない！

「お前まえのマークだろうが、成なる早はや!!　大おお川かわだ！　大おお川かわを自じ由ゆうにさせんな！」

　案あんの定じょう、雷市ライチの怒ど号ごうが飛とぶ。責せめられた成なる早はやも、負まけじと声こえを張はり上あげた。

「一人ひとりじゃ止とめらんないよ！　大おお川かわには二枚まいつけないと！」

　ぎゃあぎゃあ言いい合あう二人ふたりにむかって、久く遠おんがパンパンと手てを叩たたく。

「落おち着つけ、みんな！　切きり替かえてこー！　まだ１‐０だ！　十分ぷん経たったから、俺おれの作戦フォーメーションで頼たのむ！」

　次つぎなるＦＷフォワードは、チームのまとめ役やく・久く遠おん渉わたる。「次つぎ俺おれ９ナイン作さく戦せん」の発はつ案あん者しゃだ。

（そーだ……まだ時じ間かんはある。取とり返かえす！）

「頼たのむぞ、久く遠おん！」




　久く遠おんの武ぶ器きは、驚きょう異い的てきなジャンプ力りょく!!




　久く遠おんへのパスは、届とどきそうもない、無む茶ちゃな高たかさだ。

　その瞬しゅん間かん、久く遠おんが跳とんだ。

　敵てきの選せん手しゅから頭あたまひとつ分ぶん以い上じょう高たかく跳とんで、ヘディングでボールを叩たたき落おとした。

　久く遠おん作戦フォーメーションは、久く遠おんのジャンプを活いかしてヘディングで競せり勝かち、攻こう撃げきにつなげる作さく戦せんだ。

　久く遠おんのパスを國くに神がみが拾ひろうと、またすぐに、二人ふたりのマークに囲かこまれた。

「囲かこめ!!」

「常つねに２対たい１作つくれ！」

　さすがは、徹てっ底ていした守しゅ備びのチームＹワイ。思おもうように動うごけないもどかしさに、焦あせりがつのる。

「やりにきぃ……。」

　思おもわず國くに神がみがぼやいたとき、その足あし元もとからボールが消きえた。

「足あし、止とまってますよ。」

「……!?　あっ！」

　いつの間まにか背はい後ごに現あらわれた二に子こが、ボールを奪うばい取とった。

（奪うばわれた……!!　来くる──大おお川かわへのパス！）

　潔いさぎは瞬しゅん時じに身み構がまえる。

　しかし、二に子こはそのまま、大おお川かわではない自じ陣じんの選せん手しゅにパスを出だした。

　たしかに、得とく点てんでリードしているチームＹワイは、無む理りに攻せめる必ひつ要ようもない。

　自じ陣じんでパスを回まわし合あうチームＹワイから、なかなかボールを奪うばえない。ジリジリと、時じ間かんだけが過すぎていく。

（ヤベェな……これ。）

　打だ開かい策さくが見みえないまま、焦あせりがつのる。

　そうこうしているうちに久く遠おんの十分ぷんが終おわり、次つぎなるＦＷフォワードは、チームＺゼットの暴あばれ馬うま、雷市ライチ陣じん吾ご。

「っしゃあ！　ここから俺おれの十分ぷんだ！　ライチターイム!!」

　雷市ライチは高たからかに笑わらいながら、両りょう手てを掲かかげた。

「ザコのお前まえらは、とにかく俺おれにボールを集あつめろ！　あとは俺おれ一人ひとりでなんとかしてやんよぉ！」

　……という宣せん言げんもむなしく、ボールを奪うばえないまま、あっけなく十分ぷんが終しゅう了りょう。

「よし、次つぎは俺おれの番ばんだぜ！」

　前ぜん半はん四十分ぷん。続つづくはチームＺゼットの色いろ男おとこ担たん当とう、今いま村むら遊ゆう大だい。

　……も、残ざん念ねんながら出で番ばんのないまま、ついに前ぜん半はん戦せんが終しゅう了りょう──。




「[image: ]ぁもう！　フザけんなよお前まえらッ！　ボール奪とれよ!!　俺おれの十分ぷん間かん、ずっと相あい手てボールだったじゃねぇかよ!!」

「俺おれの五分ふん間かんもだよ！　一本ぽんもパス来こないじゃーん！　何なにもできず終おわっちゃうじゃーん!!」

　ハーフタイム。案あんの定じょう、雷市ライチと今いま村むらの不ふ満まんが爆ばく発はつした。

「んなこと言いったって、ずっと相あい手てはボール回まわしてんだもん！　無む理りに奪とりに行いって、大おお川かわにパスされたらどうすんだよ!?」

　前ぜん半はん、大おお川かわのマークについていた成なる早はやが文もん句くを言いった。

「あぁ!?　攻せめなきゃ、このまま負まけんだぞ!?　負まけたら終おわりって、わかってんのかぁ!?」

　雷市ライチは人ひと差さし指ゆびで自じ分ぶんの頭あたまをトントン叩たたきながら、成なる早はやをあおる。

「だからって、もう一点てん取とられたらほぼ負まけだろ!!　考かんがえろよ!!」

　二人ふたりの言いい争あらそいがヒートアップしてきたところで、イガグリが止とめに入はいった。

「ケンカすんなよ。チアーイムツＹらは、大おお川かわ以い外がい自じ陣じんに引ひいて守まもってんだ。ありゃ１‐０でもいいから勝かつってやり方かただろ？　ガッチガチに守まもりを固かためてきてる相あい手てを崩くずすのは、一いち流りゅうのプロの試し合あいでも難むずかしいって聞きいたぞ。」

　チームＹワイは守まもりが固かたいから、一点てん先せん取しゅされた状じょう態たいでチャンスを作つくるのは、至し難なんの業わざだ。

「大おお川かわへのマークは最さい低てい二枚まい必ひつ要ようだとしても……後こう半はんは、もっと攻せめてかなきゃ勝かてないぞ。」

　伊い右衛え門もんも、冷れい静せいに試し合あいを分ぶん析せきする。

　点てんを取とるためには、あの徹てっ底ていした守しゅ備びを崩くずさなければならない。でも、大おお川かわにボールが渡わたったら、次つぎこそ終おわりだ。

　すると、それまで黙だまっていた千ち切ぎりが口くちを開ひらいた。

「てゆーか、この作さく戦せんで大だい丈じょう夫ぶなの？　それぞれの〝武ぶ器き〟が通つう用ようしなかったら……このままズルズル負まけるよ？」

　辛しん辣らつな一ひと言こと。

　それを聞きいて、血ちの気けの多おおい雷市ライチが食くいついた。

「己おのれの武ぶ器きも言いえねぇやつが、何なにほざいてんだ。あぁ？」

「勝かつ確かく率りつを上あげる話はなしをしたんだ。」

　こめかみに青あお筋すじを立たてる雷市ライチに対たいし、千ち切ぎりは涼すずしい顔かおをして、淡たん々たんと言いう。

「使つかえない武ぶ器きで時じ間かんを無む駄だにするより──例たとえば蜂ばち楽らか國くに神がみみたいな、相あい手ての嫌いやがる攻こう撃げきを徹てっ底ていしたほうがいいんじゃないかって話はなし。」

　ついに、雷市ライチから、ブチッと血けっ管かんの切きれる音おとがした。

「誰だれの武ぶ器きが使つかえねぇだと!?　お前まえらがパスしねぇから、俺おれのセクシーフットボールが炸さく裂れつしねーんだよ!!」

　髪かみを逆さか立だてて怒ど鳴なる雷市ライチのとなりで、イガグリもあわてて抗こう議ぎする。

「つーか、俺おれの番ばんまだ回まわってきてないから！　今いまから作さく戦せん変かえるとか不ふ公こう平へいだろうが！」

「だから、ケンカするなって！　ここでバラバラになったら、それこそ負まけ確かく定ていだ!!」

　見みかねた久く遠おんが、声こえを張はり上あげた。

　普ふ段だんから、忍にん耐たい力りょくの足たりない選手プレイヤーが多おおいチームＺゼットだが、加くわえて先せん制せい点てんを許ゆるしているという事じ実じつが、余よ計けいに焦あせりを生うんでいる。

「今いまから作さく戦せんを変へん更こうしたほうがリスキーだし、現げん実じつ的てきに考かんがえて上う手まくいかない可か能のう性せいが高たかい……。それよりも、このままそれぞれの武ぶ器きで、いろんな攻こう撃げきを仕し掛かけるほうが、相あい手ても対たい策さくを練ねりにくいのは間ま違ちがいない！」

　久く遠おんの言こと葉ばに、メンバーたちも冷れい静せいさを取とり戻もどしていく。

　付つけ焼やき刃ばの作さく戦せんには、それなりのリスクがともなう。

　それならば、全ぜん員いんの武ぶ器きを活いかした、攻せめる戦いサッカーをする。

「俺おれたちの攻こう撃げきは無む駄だじゃない。大おお川かわのカウンターにビビらずに、全ぜん員いんで攻せめ続つづけるんだ!!　『次つぎ俺おれ９ナイン作さく戦せん』続ぞっ行こう!!　それが俺おれたちの最さい善ぜん手しゅだ！」

　久く遠おんの言こと葉ばに呼こ応おうするように、各おの々おのが声こえを上あげた。

　……それでも、不ふ安あんは拭ぬぐえない。

　声こえにこそしないものの、誰だれにも勝しょう利りの確かく信しんはなかった。




　本ほん当とうに……勝かてんのか、このままで……!?







　迎むかえた後こう半はん戦せん。相あい手てボールで試し合あいが再さい開かいした。

　しかし、相あい変かわらずボールは奪うばえず、無む駄だに走はしらされるばかり。

「だぁあ！　これじゃ前ぜん半はんと変かわんねーじゃんかよ！」

　キレた雷市ライチの騒さわぐ声こえがする。

　現げん在ざいのＦＷフォワード・今いま村むらも、見みせ場ばのないまま、持もち時じ間かんを終おわらせるわけにはいかなかった。

（クソ……俺おれの作さく戦せんの時じ間かんなのに……！　俺おれの武ぶ器き、スピード＆アンドテクニックを使つかいたいのに、ボールを持もたせてもらえない……!!）

　踏ふみこもうとすればかわされ、かといって、待まつばかりでは何なにも始はじまらない。

　そんなヤキモキする駆かけ引ひきが、今いま村むらのプレイボーイ魂だましいに火ひをつける。




　俺おれにとって──サッカーは恋れん愛あいと同おなじ!!




（今いまの状じょう況きょうは、女おんなの子こでたとえるなら……〝高たか嶺ねの花はな〟タイプ!!　それが、〝チームＹワイ子こちゃん〟!!）

　無む類るいの女おんな好ずきの今いま村むらは、ボールに架か空くうの美び少しょう女じょを重かさねて、突とっ進しんする。

「お高たかくとまってられるのも、今いまのうちだぜ!!」

　ズザザーッ!!

　鼻はな息いき荒あらく仕し掛かけたスライディングは、あっけなくかわされてしまった。Ｙ子ボールは、変かわらず、敵てきの足あし元もとに収おさまっている。

「ク、クソぉ……！　Ｙワイ子こおぉォオ!!」

　今いま村むらはがっくりと膝ひざをつき、切せつない叫さけび声ごえをフィールドにこだまさせた。

「──今いま村むら。無む駄だじゃないぞ、お前まえのプレス。」

「……！」

　その瞬しゅん間かん、長ながい足あしが、敵てきからボールを奪うばい取とった。

「十分ぷん経たった。──俺おれの番ばん。」

「我が牙が丸まる……！」

　漆しっ黒こくの瞳ひとみに静しずかな闘とう志しを宿やどした我が牙が丸まる吟ぎんが、次つぎなるＦＷフォワードだ。

　我が牙が丸まる作戦フォーメーションのとき、起き点てんとなるのは、サイドハーフのポジションにいる潔いさぎだ。

「頼たのむぞ、潔いさぎ！」

「おう！」

　我が牙が丸まるからボールを預あずかる。あとは練れん習しゅうどおり、我が牙が丸まるの〝武ぶ器き〟を活いかす、ベストポジションを狙ねらってパス！




　ゴール前まえの、届とどきそうにない空間スペースへの──無む茶ちゃ振ぶりアーリークロス！




　アーリークロスとは、前ぜん線せんまでボールを運はこばずに、フィールドのサイドから、早はやい段だん階かいで上あげるパスのこと。

　弧こを描えがいて伸のびるボールは、我が牙が丸まるのはるか前ぜん方ぽうにむかって飛とんでいく。

（あ……ヤベ！　ちょっと遠とおすぎ──！）

　その瞬しゅん間かん、我が牙が丸まるの体からだが大おおきく前まえに跳はねた。

　体からだを寝ねかせ、地じ面めんと平へい行こうに、グンッと加か速そくする。

「だぁっ!!」

　我が牙が丸まるの額ひたいが、しっかりとボールをとらえた。

（届とどいた……!!）

「フンッ!!」

　そのまま、ゴールに押おしこむヘディングシュート！

　潔いさぎにすらも無む謀ぼうに思おもえたパスに追おいつく、我が牙が丸まるの武ぶ器き──それは、その肉にく体たいのバネ!!

　しかし、あと一いっ歩ぽのところでＧＫゴールキーパーに防ふせがれたボールは、ゴールラインの外そとへ弾はじかれた。

「あぁ、惜おしい！」

　イガグリが頭あたまを抱かかえる。

　頭あたまから思おもい切きり地じ面めんにスライディングした我が牙が丸まるは、泥どろだらけの顔かおに鼻はな血ぢをにじませながら、「クソ。もっかい。」とつぶやいた。

「いける！　いける！　コーナー！」

　久く遠おんが叫さけぶ。コーナーキックのチャンスだ。

（凄すげぇ、我ア牙イ丸ツ……！）

　潔いさぎは、我が牙が丸まるの身しん体たい能のう力りょくに圧あっ倒とうされて、ぽかんと口くちを開あけた。

　我が牙が丸まるの〝武ぶ器き〟は通つう用ようする。




　いける。壊こわせる──この鉄てっ壁ぺきの守まもりを！




　──そのとき。潔いさぎは背はい後ごに、何なにか強きょう大だいな、恐おそろしい圧あつを感かんじた。

　体からだにゾワッと鳥とり肌はだが立たち、反はん射しゃ的てきに振ふりむく。

（なんだ……!?　今いまの……。）

　得え体たいの知しれない何なにか──不ふ吉きつな〝予よ感かん〟のようなものが迫せまり来くる感かん覚かく。

　視し線せんの先さき、フィールド中ちゅう央おうには、大おお川かわが微び動どうだにせず立たっていた。

　大おお川かわに対たいしての予よ感かんだろうか。

　たしかに、コーナーキックは諸もろ刃はの剣つるぎだ。大おおきな得とく点てんのチャンスでもあり……逆ぎゃくにボールを奪うばわれたら、カウンターを食くらう大だいピンチになる。

「何なにボケーッとしてんだ、潔いさぎ!?　ＣＫコーナーだぞ、ポジション取とれ！」

　雷市ライチに呼よび戻もどされ、あわてて位い置ちにつく。ＰＡペナルティエリアは、両りょうチームの選せん手しゅたちでひしめき合あっていた。

「ゴール前まえ、人にん数ずうかけろ！」

「なんでもいいからゴールにねじこめ！」

　このチャンスを逃のがすまいと、チームＺゼット総そう出ででゴール前まえを固かためる。

（そうだ……大おお川かわにビビってる場ば合あいじゃない！　ここで攻せめなきゃ、いつ攻せめんだよ!?　俺おれたちに来きた初はじめてのチャンスなんだ──。）

　そこで、潔いさぎはハッとした。

〝初はじめてのチャンス〟……？

「──あ。そういうことか……!?」

　最さい初しょに蜂ばち楽らのドリブルが止とめられたとき。初はじめて大おお川かわが動うごいたとき。國くに神がみがボールを奪うばわれたとき──。

　その、全てのシーンにいたやつがいる。




　この予よ感かんの正しょう体たいは、大おお川かわじゃない……！




　コーナーキッカーの蜂ばち楽らが、ボールを蹴けり上あげる。

　その場ばの全ぜん員いんがボールの行ゆく方えを目めで追おうなか、潔いさぎはただ一人ひとり、自じ陣じんコートにむかって飛とび出だした。

「潔いさぎ!?」

　蜂ばち楽らが、驚おどろいたような声こえを上あげても、潔いさぎは構かまわず走はしった。

　ただ、己おのれの直ちょっ感かんを信しんじて。

　ゴール前まえで揉もみ合あう選せん手しゅたちの頭ず上じょうに、ボールが落らっ下かする。

「おらぁ！　もらった!!」

　ヘディングシュートを狙ねらった雷市ライチよりもわずかに早はやく、ＧＫゴールキーパーがパンチングでボールを弾はじき飛とばした。

「だぁ、クソ!!」

　雷市ライチの苛いら立だった声こえが響ひびく。

「ナイスＧＫキーパー！」

「こぼれ球セカンドボール！　いけ、カウンター！」

　チームＹワイにボールが渡わたったら、このコーナーキックは大だいピンチ──。

「ヤバい！　チおーれムたＺちは攻こう撃げきに人にん数ずうをかけすぎてる……!!　今いま、大おお川かわにつながれたら……！」

　そう。もしもゴールが失しっ敗ぱいしたら、次つぎにボールが渡わたるのは、大おお川かわじゃない。

　弾はじかれたボールは、今いままさに、そいつの目めの前まえに落おちようとしていた。




　あの嫌いやな予よ感かんの正しょう体たいは──ここだ！




　間かん一いっ髪ぱつ。二子一揮が拾ひろおうとしたボールを、一いっ瞬しゅん早はやく、潔いさぎが胸むねでトラップした。




　二に子こ──チームＹワイの〝心しん臓ぞう〟は、お前まえだろ!?





第12話　合図スイッチ







「ナイス、潔いさぎ!!」

　成なる早はやが、前ぜん線せんから潔いさぎに声こえをかける。

　試し合あい中ちゅう、常つねにチームＺゼットの攻こう撃げきの芽めを摘つんで、大おお川かわに決けっ定てい的てきなパスを供きょう給きゅうしていたのは、二に子こだった。

　攻こう守しゅのスイッチの役やく割わりを担にない、心しん臓ぞうのように、チーム全ぜん体たいに血けつ液えきを行いき渡わたらせる重キ要ー人マ物ン。

　チームＹワイの影かげの支し配はい者しゃは、二子コイツだ!!

（二子コイツを止とめれば、チームＹワイは死しぬ……！）




　だから今いま!!　ここがチャンス!!




　ボールを奪うばった潔いさぎは、ゴールにむかって駆かけ上あがる。

（左ひだり角すみ……コース開あいてる!?　ＧＫゴールキーパー戻もどってない！　今いまなら……決きまる!!）

　一いっ瞬しゅんのうちにそう判はん断だんし、勝しょう負ぶに出でた。

　ガッ!!

　しかし、潔いさぎのシュートを、追おいついた二に子こが寸すん前ぜんでブロック。

「[image: ]。」

　狙ねらった軌き道どうを大おおきく外はずれ、ボールがゴールポストの脇わきへそれていく。

（クソ……外はずれ──。）

　諦あきらめかけたその瞬しゅん間かん、不ふ意いに、ゴール前まえに我が牙が丸まるが現あらわれた。




「ナイスパス、潔いさぎ。」




　ドッ!!




　長ながい足あしが、無む理りやりゴールにボールをねじこんだ。

　チームＺゼット随ずい一いちのバネの持もち主ぬし・我が牙が丸まるは、勢いきおい止とまらずそのままゴールポストに突つっこんで、「ゔっ。」と潰つぶれた声こえを上あげた。

（シュート、だったんだけど……。）

　潔いさぎのシュートは、我が牙が丸まるの捨すて身みのゴールに変かわり、ついに、チームＹワイに追おいついた。

「よく反はん応のうしたな、お前まえ!!」

「我が牙が丸まる、すげぇ！」

　久く遠おんと成なる早はやが、我が牙が丸まるに駆かけ寄よる。

「もう一点てんだ。逆ぎゃく転てんすっぞ。」

　鼻はな血ぢの垂たれた顔かおをこすりながら、我が牙が丸まるが立たち上あがる。

　これで、同どう点てん。

　ここからが、本ほん当とうの戦たたかいだ。

「追おいつかれちゃいましたね。」

「……！」

　背はい後ごから、潔いさぎに声こえをかけてきたのは、二に子こだ。

「キミがいなきゃ、今いまのカウンターで大おお川かわくんが二点てん目め決きめて、ほとんど試し合あいを終おわらせられると思おもったのに。」

「……もう、自じ由ゆうにはさせない。お前まえを止とめて、俺おれたちは勝かつ!!」

　すると二に子こは、親おや指ゆびと人ひと差さし指ゆびをつなげて、丸まるを作つくった。

「キミって、僕ぼくと同おなじ眼めを持もってる。でも……。」

　ＯオーＫケーサインのようなポーズを、二に子こは目めの位い置ちにかざす。分ぶ厚あつい前まえ髪がみの奥おくから、全すべてを見み透すかすように。




「僕ぼくには勝かてない。試合ゲームを支し配はいするのは、僕ぼくです。」




　チームＹワイの心しん臓ぞう。影かげの支し配はい者しゃ。

　二に子この見みえない瞳ひとみを、潔いさぎはにらむ。




　やってやるよ、前まえ髪がみ野や郎ろう──！







　そして、迎むかえた後こう半はん十五分ふん。

「おっしゃ!!　このまま、一いっ気きに攻せめるよ！　攻せめるよ！」

　続つづくＦＷフォワードは、小ちいさいながらもすばしっこい成なる早はや朝あさ日ひ。

　成なる早はやの武ぶ器きは、相あい手てＤＦディフェンダーとの動うごきの駆かけ引ひきからの……ディフェンスラインの裏うらへの飛とび出だし！

　サッカーにおける「裏うら」とは、守しゅ備びをするＤＦディフェンダーと、ＧＫゴールキーパーの間あいだのスペースのこと。

　マークを外はずしてそこに抜ぬけ出だすことができれば、ＧＫゴールキーパーとの１対たい１になり、大おおきなチャンスになる。

　現げん在ざい、ボールをキープしているのは潔いさぎ。そして、成なる早はやが作さく戦せんどおり、裏うらへ飛とび出だした。

　潔いさぎは、ＤＦディフェンダーの間あいだを通とおして、成なる早はやが走はしりこむ先さきの空くう間かんに、パスを出だす。

「させるかぁ!!」

　しかし、一いっ瞬しゅん早はやく、相あい手てのＤＦディフェンダーがヘディングで跳はね返かえした。

「クソ……すまん、成なる早はや!!」

　チームＺゼットが一点てんを取とり返かえしたことで、敵てきの集しゅう中ちゅう力りょくも上あがっている。

「守まもれ!!　これ以い上じょう点てんは取とらせんな、チームＹワイ!!　負まけたら終おわりだぞ!!」

「おぉ!!」

　対たいするチームＺゼットも、後あとには引ひけない。

「ひるむな！　押おし切きるぞ、チームＺゼット！」久く遠おんの声こえが響ひびく。

「いける！　いけるって！　相あい手てビビってる！」

「攻せめろ！　攻せめろ！」

　今いま村むらと雷市ライチも、チームの士し気きを上あげるように声こえを出だす。

　初しょ戦せんでは、チームワークも何なにもなかったエゴイストの集あつまりが、少すこしずつ形チームになっていた。

「よこせ、ボール！」

　イガグリが、敵てきにしつこく食くらいつく。

「クソ！　頼たのむ、二に子こ！」

　敵てきが出だした二に子こへのパスを、潔いさぎの左ひだり足あしがカットした。

「お前まえへのパスは、俺おれが全ぜん部ぶ狩かる！」

「……うっとうしい人ひとですね。」

　冷れい静せいだった二に子こにも、苛いら立だちの色いろが見みえる。

「このまま、こじ開あけるよ！　もっかいトライ！」

　成なる早はやが声こえを上あげる。

　すでに、後こう半はんは二十五分ふんが経けい過かしていた。

「おい、潔いさぎ！　そろそろお前まえの武ぶ器きを使つかう時じ間かんだぞ！」

　イガグリが合あい図ずするが、潔いさぎはそのまま、ボールをイガグリにパスした。

「待まって……!!　いい、このままで！　成なる早はやのフォーメーションで、このまま点てんを取とりにいこう！」

「あ!?　いいのか、それで!?」

「うん！」

　俺おれが１ワントップに入はいってバランスを崩くずすより……二子コイツの危き険けん性せいを知しってる俺おれが、二子コイツを止とめてるほうが、得とく点てんできる確かく率りつが高たかいハズ！

　潔いさぎは、しぶとく二に子このマークにつく。

　やっと捕とらえた、チームＹワイの心しん臓ぞうだ。自じ由ゆうにはさせない。

「キミたちも聞きいたんですよね？　絵え心ごからの『武ぶ器きを持もて』って言こと葉ば。」

　二に子こが、潔いさぎに声こえをかける。

「……ああ。だったらどうした？」

「そんとき、考かんがえたんです、僕ぼく──『自じ分ぶんの武ぶ器きってなんだろう』って。……〝青い監獄ブルーロック〟に来くるやつらって、みんな、凄すごい才さい能のうの持もち主ぬしじゃないですか。ましてや、大おお川かわくんになんて、単たん純じゅんなシュート技ぎ術じゅつじゃ勝かてっこない。」

　ドキッとした。

　潔いさぎも、周まわりとの差さを突つきつけられ、自じ分ぶんの「武ぶ器き」に悩なやんだ。

「でも……僕ぼくは、負まけるワケにはいかないんです。」

　静しずかな口く調ちょうで、二に子こが言いう。

「足あしが速はやいワケでも、強きょう靱じんな身体フィジカルがあるワケでもない僕ぼくが、〝青い監獄ここ〟で生いき残のこるための武ぶ器きは──フィールドを的てき確かくに把は握あくできるこの眼めと、他た人にんを使つかうことに長たけた、この脳のうミソなんです。」

　二に子こは、人ひと差さし指ゆびで、トンと自じ分ぶんの額ひたいを叩たたいてみせた。




「僕ぼくを止とめられても、発想アイデアは止とまりませんよ。」




（どういう意い味みだ……!?）

　二に子こへのパスは、潔いさぎが全すべて止とめている。それでもまだ、二に子こは何なにかを隠かくし持もっているのだろうか……？

　そしてついに、後こう半はん三十五分ふん。

　チームＺゼットのＦＷフォワードローテーションも、とうとう最さい後ごの選手プレイヤー、寺てらの息むす子こイガグリこと、五十嵐いがらし栗ぐり夢むに回まわってきた。

「っしゃあ！　俺おれの武ぶ器きは、『諦あきらめずに食くらいつくプレー』！　堅けん守しゅ速そっ攻こう！　南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ！」

　しかし、チームＹワイはひたすらパスを回まわし続つづけ、攻こう撃げきを仕し掛かけるそぶりもない。

「なんだよコイツら！　ずっと守まもってばっかで、引ひき分わけ狙ねらいかよ!?」

　粘ねばり強づよさが売うりのイガグリも、さすがに焦じれたように言いう。

「攻せめてこないんじゃない……そいつらは、攻せめ手てがないんだ!!」

　二に子こを経けい由ゆした大おお川かわへのカウンターは、潔いさぎが封ふうじている。事じ実じつ上じょう、心しん臓ぞうを止とめられたチームＹワイには、今いま、得とく点てんにつながる筋すじ道みちがないのだ。

「じゃあ、攻こう撃げきあるのみだ。上あがるぞ！」

　國くに神がみが動うごいた。久く遠おんと雷市ライチも加くわわり、３対たい１で敵てきに食くらいつく。

　試し合あい時じ間かん──残のこり一分ぷん。

　突とつ然ぜん、二に子この動うごきがピタリと止とまった。

「残のこり一分ぷん……そろそろです。」

「……!?」

　二に子こは、何なにかを待まっているように、じっとフィールドを見みつめている。

「チぼーくムたＹちの最さい終しゅう手しゅ段だん──これは、同どう点てんの場ば合あいのみ発はつ動どうする、防ぼう戦せん一いっ方ぽうからの復讐戦法リベンジタクト。」

「……は？」

　二に子この意い図とがわからず、潔いさぎは眉まゆ根ねを寄よせた。

　そのとき──。

「なんで、コイツがここにいるんだよ……！」

　前ぜん線せんにいた成なる早はやが叫さけんだ。

　見みれば、チームＺゼットのゴール前まえにいたはずの大おお川かわが、自じ陣じんで味み方かたのパスを受うけていた。

「合図スイッチは……大おお川かわくんが、自じ陣じんに戻もどってきてボールを受うけたとき。今いままで八十九分ふん間かんやってきた、大おお川かわくん一人ひとりの攻こう撃げきじゃなく……最さい後ごの一分ぷん間かんだけ、初はじめてチームＹワイ全ぜん員いんで行おこなう総そう攻こう撃げき──。」

　次つぎの瞬しゅん間かん、二に子こが走はしり出だした。

　二に子こだけではない。チームＹワイの全ぜん選せん手しゅが、チームＺゼットのゴールにむかって、一いっ気きにフィールドを駆かけ上あがる。




「１分殺反撃ワンタイム・キル・カウンターです。」
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第13話　生うまれ変かわるのは







　ヤバい、ハメられた……!!　これがチームＹワイの最さい後ごの攻こう撃げき手しゅ段だん……!!

　全ぜん員いん参さん加かの総攻撃フルカウンター……!!

　チームＺゼットのゴール前まえには、ぽっかりと空くう間かんができている。ボールを奪うばうことに必ひっ死しになりすぎて、全ぜん員いんの、陣形フォーメーションが崩くずれていたのだ。

（チームＺゼットは、攻こう撃げきに人にん数ずうをかけすぎてる……！　今いま、自じ陣じんは手て薄うす……!!　ここで点てんを取とられたら──負まける!!）

　弾はじかれたように、潔いさぎは走はしり出だす。




　負まける。

　嫌いやだ。

　俺おれは──……！




　大おお川かわから、二に子こにパスが通とおる。ワンタッチで、すぐに次つぎへパス。

「マジかよ……！　止とめろ!!」雷市ライチの怒ど声せいが飛とぶ。

「戻もどれ!!　戻もどれぇ!!」イガグリが叫さけぶ。

　ワンタッチパスをワンツーでつなぎ、あっという間まにチームＺゼットのゴール前まえへ迫せまる。

「クソ……人にん数ずう足たりない!!　追おいつけねーよ!!　ヤバい……ヤバいって!!　誰だれか止とめろ!!」

「最さい終しゅうライン止とめろぉおお!!」

　今いま村むらと久く遠おんの、悲ひ鳴めいにも似にた叫さけび声ごえがした。

　ついに、ゴール前まえの二に子こにボールが渡わたる。

　ＧＫゴールキーパーの伊い右衛え門もんは、重じゅう心しんを低ひくくして二に子こを見みすえた。

（右みぎか……左ひだりか!?　浮うかせてくるか……!?　どっちにしろ止とめなきゃ、俺おれの……チおーれムたＺちのサッカー人じん生せいは、終おわる!!）

　この一いっ瞬しゅんの駆かけ引ひきに、十一人にんの未み来らいがかかっている。

（二子コイツを、絶ぜっ対たい止とめる──！）




　トン。




　二に子こは伊い右衛え門もんから目めをそらさず──ノールックで、サイドへパスを出だした。

　伊い右衛え門もんの視し線せんの先さき──左ひだりサイドを駆かけ上あがってきたのは、勝しょう利りを確かく信しんした笑えみを浮うかべる、大おお川かわ響ひび鬼き。

「あ。」

　伊い右衛え門もんの口くちから、かすかに声こえが漏もれた。




　終おわった……詰つんだ──。




　無む音おんの絶ぜつ望ぼうが、チームＺゼットを包つつむ。

　一いっ直ちょく線せんに伸のびるパス。それが、大おお川かわの足あし元もとに届とどくあと数すうセンチメートルのところ。

　ガッ!!

「!?」

　不ふ意いに現あらわれた右みぎ足あしが、パスをカットした。

　ズザアアアと音おとを立たてて、芝しば生ふの上うえをドリフトする影かげ。




「やっぱ……大こ川こだよな、二に子こ。大こ川こが一いち番ばん、〝ゴールの匂におい〟がする。」




　潔いさぎ世よ一いち──〝ゴールの匂におい〟を嗅かぎつける、チームＺゼットの〝眼め〟だ。

「お前まえは、俺おれに似にてる。同おなじ眼めと脳のうミソを持もってる……！　だから、自じ分ぶんでシュートを撃うつより、得点場面フィニッシュで大こ川こにパスをする。」

　潔いさぎは、大おおきく右みぎ足あしを振ふり上あげた。

「俺おれの勝かちだ、二に子こ……。最さい後ごの最さい後ごでパスを選えらんだ、お前まえは、ストライカー失しっ格かくだ!!」

　ドッ！

　蹴けり上あげられたボールは、上じょう空くう高たかく弧こを描えがく。

　カウンターのカウンター。フィールドのむこう端はしに待まつ、味み方かたに届とどけるロングパス。

「ヤバい……！　カウンター返かえされっぞ!!　戻もどれ！　拾ひろえ!!」

　大おお川かわが、この試し合あいで初はじめて、本ほん気きで焦あせった声こえで叫さけんだ。




　──このとき、潔いさぎの中なかで、何なにかが目め覚ざめようとしていた。




　シュートじゃなくて、パスを選えらんで、負まけて後こう悔かいして泣ないてた……あのときの俺おれは、もういらない。

　欲ほしいのは、勝しょう利りだ──。




　生うまれ変かわるのは、今いまだ──!!




「ナイス、潔いさぎ！」

　潔いさぎのロングパスは、ピッチ中ちゅう央おうの國くに神がみに届とどく。

　試し合あい時じ間かん、残のこり数すう十じゅう秒びょう。

「ファウルしてもいい！　止とめるぞ!!」

　敵てきのプレスが、両りょうサイドから國くに神がみを挟はさむ。必ひっ死しのディフェンスに、國くに神がみの表ひょう情じょうが歪ゆがむ。

「ぐ……ぬぉお……ク、ソが……ッ！　──この先さき、任まかせた！」

　ＤＦディフェンダーをギリギリまで引ひきつけてから、ボールを高たかく蹴けり上あげる。

「承しょう知ちつかまつった！」

　受うけ取とったのは、天てん才さいドリブラー・蜂ばち楽ら。空くう中ちゅうで軽かる々がるとボールをトラップすると、体からだを反はん転てんして着ちゃく地ちし、走はしり出だす。

　左ひだり、右みぎ、左ひだり──目めまぐるしく回かい転てんするステップで二人ふたりのＤＦディフェンダーを置おきざりにし、サイドからゴール前まえへ走はしりこむ。

　その逆ぎゃくサイドには、我が牙が丸まる。

「後あとは、お願ねがいいたしやす。」

　んべ、と舌したを出だし、蜂ばち楽らはセンタリングを上あげる。
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　ボールは、地じ面めんスレスレの低ひくい軌き道どうを描えがき、我が牙が丸まるの目めの前まえへ。

（いや、低ひくっ……！　でも──いく！）

　我が牙が丸まるは、つま先さきにぐっと力ちからをこめて、ボールに跳とびこんだ。

「あ。」

　……しかし、ヘディングはあと数すうセンチメートル、届とどかない。

「あぁ！　外はずした!?」

　イガグリの絶ぜつ望ぼうの叫さけびが響ひびく。

　その様よう子すを見みていた蜂ばち楽らは、顔かお色いろひとつ変かえずに言いった。

「うんにゃ。俺おれの狙ねらいは──。」

　ボールが、芝しば生ふの上うえをバウンドする。

　最さい初しょから、その先が見みえていたような、完かん璧ぺきなパスだった。




「そのむこうの、11番ばんだ。」




　現あらわれたのは、はるか後こう方ほう、自じ陣じんゴール前まえにいたはずの、潔いさぎ。

「なんで、いるんだ……!?」

　大おお川かわから、困こん惑わくと絶ぜつ望ぼうが入いり混まじったような声こえが漏もれる。

「いけ──。」

　國くに神がみがつぶやき、蜂ばち楽らがにいっと笑わらった。




「決きめろ……潔世一エゴイスト。」




　敵てきチームが息いきをのむ音おとも、チームメイトの声こえも、もはや潔いさぎの耳みみには届とどかない。

　振ふり上あげた足あし先さきに、全ぜん神しん経けいを集しゅう中ちゅうさせる。

　後こう悔かい、不ふ安あん、劣れっ等とう感かん、恐きょう怖ふ──全すべてを、この一いち撃げきで、壊こわす。




　俺おれは──ストライカーだ。
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　潔いさぎ世よ一いちは、今いま、ここで生うまれ変かわる。




　放はなたれた弾だん丸がんは、見みえない壁かべを叩たたき割わるように、ゴールネットを貫つらぬいた。




　無む名めいの破壊者ストライカーが、革かく命めいを起おこした瞬しゅん間かんだった。




「うぉぉ!!　潔いさぎいぃ!!」

「どんだけ走はしったんだ!?」

「凄すげぇよ、お前まえ!!　よく詰つめてた!!」

　チームメイトたちが一いっ斉せいに潔いさぎに駆かけ寄より、抱だきしめ、肩かたを叩たたいた。

　その瞬しゅん間かん、試し合あい終しゅう了りょうの笛ふえが鳴なる。

『ＴＩＭＥタイム　ＵＰアップ！　〝青い監獄ブルーロック〟伍ご号ごう棟とう、第だい四試し合あい……２‐１で、チームＺゼットの勝しょう利り!!』

　スピーカーから、チームＺゼットの勝しょう利りを知しらせるアナウンスが響ひびいた。

「ウオオオオオオ!!」

　言こと葉ばにならない雄お叫たけびを上あげて喜よろこぶ者もの、静しずかにガッツポーズをする者もの、安あん心しんしたようにため息いきを漏もらす者もの。それぞれが、それぞれの形かたちで喜よろこびを嚙かみしめているなか、潔いさぎは一人ひとり、無む言ごんで敵てきチームのほうへ歩あるき出だした。

「あれ……潔いさぎ？」

「どこ行いくんだ、おい……？」

　仲なか間まから声こえをかけられても、潔いさぎはフラフラと、敵てき陣じんの中なかを進すすんでいく。

　ただ呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見みつめる者もの、絶ぜつ望ぼう感かんに頭あたまが追おいついていない者もの、全すべてを出だし切きり、起おき上あがることすらままならない者もの。

　そんな屍しかばねの間あいだを、潔いさぎは歩あるいていく。

（俺おれが、潰つぶしたんだ。チこーいムつＹらの夢ゆめを……俺おれのゴールが……。）

　一人ひとり一人ひとりの顔かおを眺ながめていくと、大おお川かわと目めが合あった。

　大おお川かわは、小ちいさく舌した打うちしたきり、何なにも言いわない。

　そこに、かつての得とく点てん王おうの威い厳げんは、もうない。

（これが、勝かつってことか……。）

　敵てき陣じんの真まん中なか……地じ面めんに這はいつくばっている小ちいさな背せ中なかの前まえで、歩あゆみを止とめた。

　潔いさぎの姿すがたに気きづいた二に子こが、顔かおを上あげる。

　その顔かお……これまで、長ながく分ぶ厚あつい前まえ髪がみで隠かくされていた瞳ひとみが、はっきりと潔いさぎをとらえていた。

　大おおきな目めにこぼれそうなほどの涙なみだを浮うかべて、敗はい者しゃは勝しょう者しゃを見み上あげる。

　あの日ひ、ただうつむいて泣なくことしかできなかった自じ分ぶんと、同おなじ目めをした相あい手てを、今いまは自じ分ぶんが見み下おろしている。

（ああ……なんだよこれ──。）

　その目めを見みつめた瞬しゅん間かん、潔いさぎの中なかに、抑おさえきれない感かん情じょうが沸わき立たつ。

　身体からだ中じゅうに、ゾクゾクと鳥とり肌はだが立たった。




（気き持もちいい──!!）







　エゴイスト──それは、他た者しゃをかえりみず、欲ほしいモノだけをただ、追つい求きゅうする人にん間げん。

　己おのれのゴールを何なによりの喜よろこびとし、その瞬しゅん間かんのためだけに生いきる──この瞬と間き、潔いさぎのなかのストライカーエゴイストが目め覚ざめた。
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　モニタールームでは、絵え心ご甚じん八ぱちが、その様よう子すを画が面めん越ごしに見みつめていた。

　薄うす暗ぐらい部へ屋やの中なか、モニターだけが場ば違ちがいに明あかるい。

　その前まえで、絵え心ごは一人ひとり、怪あやしく笑わらっていた。





〈２巻かんへ続つづく〉
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